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　窓から月の光が差し込んでいた。

　灯りの消えた部屋には、床一面に布ふ団とんが敷しき詰つめられ、十二、三人の子供たちが思い思いの格かつ好こうで眠っている。

　寝相の悪い子もいれば、体を真まっ直すぐ伸ばした姿勢で寝ている子もいた。

　窓まど辺べにひとつだけ、膝ひざを折って座った少女の影があった。男の子のひとりが、彼女の太ももに顔を埋うずめて眠っている。安心しきった寝顔は、少し生なま意い気きそうだ。その頭を少女があやすように撫なでると、男の子の口元には笑えみが浮かんだ。

「俺が……守るから……」

　寝言を口にした男の子の手は、少女のスカートをしっかりと握っている。

　それを見て、少女は穏おだやかに微笑ほほえんだ。

　それから、静かに夜空を見上げた。

　頰ほおにかかる銀ぎん色いろの髪かみが、月の光に照らされ、神秘的な輝きを放はなつ。

「明日あしたも晴れがいいのかな。たまには雨もいいよね？」

　膝の上の男の子は、寝息を立てるばかりで答えてはくれない。

　そこに、部屋のドアを開け、白はく髪はつの神父が顔を見せた。

　足の踏み場を探さがしながら、子供たちを起こさないようにして、銀ぎん髪ぱつの少女の側そばまでやってくる。

「彼は、銀の箱はこ舟ぶねの仲間になってくれると思いますか？」

「残された道がない以上、必ず協力すると言うだろうな」

「ドイエさんがそう言うなら、そうなんでしょうね」

「今は傷を癒いやすことに専念してもらおう」

「そうですね」

　少女が見上げると、白髪の神父、レイモン・ドイエも彼女を見ていた。少女の目に、わずかな不安が過よぎる。

「何も恐れることはない」

「恐れてなんていませんよ。私は恐い恐いかぐや姫なんですから」

「……銀の箱舟の計画が達成された暁あかつきには、かぐや姫としての苦しみからも解放される」

　ドイエの大きな手が、少女の頭を撫でた。だが、少女は何の反応も示さない。事実、心地ここち良よさも感じていなければ、不快にも思っていなかった。触れられた感触そのものが、少女には伝わっていないのだ。

「杏あん奈なは、戻もどってこないんですね」

「ああ。もう戻ることはないと、はっきり言われたよ。そして、忠告もされた」

「月のアルテミスコードには近づくな……ですか？」

　ゆっくりと、そして深くドイエが頷うなずく。

「だが、問題はない。神にも等しいアリサの力があれば、計画は実行に移せる」

「そんなに褒ほめても何も出ませんよ？」

　アリサと呼ばれた少女の声こわ音ねはどこか楽しそうだ。

　それに、ドイエも少しだけ頰ほおをゆるめた。

　ふたりはほぼ同時に、夜空に視線を戻もどした。

「明日あしたは晴れるのかな？」

　ドイエの質問に、アリサが首を振る。

「雨にしようかと思ってます」

　すると、神父の顔があからさまに曇くもった。

　それを見て、アリサは忍び笑いをもらす。

「ドイエさんは、雨が嫌きらいでしたね」

「ああ」

「なら、明日も晴れにしてあげますよ。私の……森しん羅ら万ばん象しよう支配の力で」

「それは助かるな」

「いいえ、どういたしまして」
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「歓迎しよう。ようこそ、我われら銀ぎんの箱はこ舟ぶねへ」

　ベッドから起き上がろうとする宗そう太たを、白はく髪はつの神父、レイモン・ドイエが手で制した。

　ひなたとゆうひはすぐに宗太の体から離れ、警けい戒かいした態度を示す。

　宗太が何か言いかけたところに、ドイエが言葉を重ねた。

「今は治療に専念することだ。ろくに動けもしないお前と交かわす言葉を、俺も銀の箱舟も持ち合わせてはいない」

「なぜ、助けた……」

　不ふ機き嫌げんそうに、ドイエの表情が歪ゆがむ。

「死にたかったのか？　我々が手を差し伸べなければ、お前は確実に死んでいたのだぞ」

　銃じゆうで撃うたれた右太ももと右下腹部に、急に痛みが走り、苦く悶もんの吐と息いきがもれた。

「死んでいた……僕が……」

　得え体たいの知れない重圧が、背中から覆おおい被かぶさってくる。寒気に襲おそわれ、全身が震ふるえた。

「死んでいた……死ぬ……」

　もう一度言葉にしてから顔を上げた。無感動なドイエの目が宗太を見ていた。

「傷を癒いやしながらよく考えるのだな。お前に、銀の箱舟を名乗る覚かく悟ごがあるのかを」

　意識は死に囚とらわれたままで、返す言葉は見つからない。

「時期が来たら問おう。お前の下す結論を」

　言いたいことだけを口にすると、ドイエは部屋を出て行った。

　残された宗太の顔は青ざめたままだ。嫌いやな汗が頰ほおを伝い落ちる。指先が妙みように冷たい。

　血液と一いつ緒しよに命が流れ出していく感覚が体に蘇よみがえっていた。

　自分が生命の危機に瀕ひんしていたことを、今さらのように理解した。すぐ側そばに死が纏まとわりつき、ほの暗い穴から自分を見ている。そんな恐怖感がある。自分の体は大丈夫なのかと不安になる。情けないと思いながらも、奥歯の震えを止めることはできなかった。

「宗太さん、だいじょうぶですか？」

「……あ、ああ」

「何があったのか、覚えていますか？」

「大丈夫、覚えてるよ。大丈夫……」

「そーた？」

　心配そうにゆうひが顔を覗のぞき込こんでくる。ぬくもりを求めるように、五本の指でその頰に触れた。

　あたたかい。

　そう実感した瞬しゆん間かん、宗そう太たの体は生きていることを思い出したかのように、急速に活力を取とり戻もどし、死の存在は一気に遠のいた。

「僕はどれくらい意識がなかったんだ？」

「二週間くらいです。今日きようは九月十六日です」

「そんなにか」

　体の感覚がおかしいはずだ。何もかもが欠落している気がする。全身が渇かわき、力は抜け落ち、声にも張りがない。体重も落ちているのがわかる。だが、空腹感はない。

　自分の状況を把は握あくすると、ようやく少しは周まわりにも目が向いた。

　部屋は八畳ほどの広さ。隣にもうひとつベッドが置かれていた。壁も天てん井じようも白いが、床はこげ茶色の絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられている。普通の病院とは少し違ちがう気がした。

「ここはどこなんだ？」

「わかりません。教えてくれませんでした」

「そっか。それもそうかもな」

　銀ぎんの箱はこ舟ぶねの拠きよ点てんのひとつであれば、おいそれと場所を明かしたりはしないだろう。

　気持ちを切り替えるように、宗太は窓の外に目を向けた。

　青い空には秋を思わせる薄く伸びた雲がかかっている。吹き込む風も涼しく、湿度も低い。もう夏は終わったのだと、妙みように納得できた。

「ひなたも、ゆうひも、無ぶ事じだったんだな」

「はい。そうですよ」

「銀の箱舟には何もされてないか？」

「今は親切にしてもらっています」

「そっか」

　ひなたの言葉に安心したせいか、急に疲れを感じ、宗太は瞳ひとみを閉じた。

「なあ、ひなた、ゆうひ」

「なんですか？」

「なあに？」

「心配かけてごめん」

　宗太の手をゆうひが両手で握ってきた。最初は唇くちびるをきつく結んで堪こらえていたが、すぐに声を上げて泣き出した。

「そーた！　そーた！　そーた……」

　鼻をすすり、嗚お咽えつをもらす。右手にぽたぽたと落ちてくる涙の雫しずくは、いつまで待っても止まりそうにない。

　ゆうひの感情の波が、ひなたにも伝染したらしく、肩が震ふるえ出だした。

「本当に、ごめんな」

　その言葉で、涙の防ぼう波は堤ていは完全に決けつ壊かいし、ひなたも泣き出してしまった。

　宗そう太たはひなたの頭を胸に抱き寄せた。

「また、泣かせちゃったな」

「もう……嫌いやですよ。こんなのもう嫌ですよ！」

「ああ。約束するよ」

「絶対ですよ……絶対ですよ……」

「絶対だ」

　言葉が出てこないのか、ひなたは宗太の胸に額ひたいを擦こすり付つけるようにして、何度も何度も頷うなずいた。

「ひなた」

　耳元で囁ささやくと同時に、宗太はアルテミスコードを発動した。

　体を離したひなたが驚いた顔をする。

　何か言われる前に、宗太は小指を差し出した。

「絶対の約束だ」

　濡ぬれた頰ほおを袖そでで拭ぬぐってから、ひなたは無理やりにでも笑えみを作り、小指を絡からめてきた。

「ゆうひも」

　宗太の呼びかけに、シーツに伏ふせたゆうひが顔を上げる。泣きはらした目に、罪悪感が募つのった。

「なあに、それ？」

「いいから」

　困惑を瞳ひとみに宿していたゆうひも、指を絡ませると泣き止んだ。

「約束です」

「ああ、約束だ」

「やくそく」

　ひなたとゆうひに笑顔が戻もどった。

　それからしばらくすると、宗太が目覚めて安心したせいか、ふたりの緊張の糸は切れ、数分後にはゆうひがベッドに突つっ伏ぷして眠ってしまった。ひなたも日が傾かたむく頃に、船をこぎ始め、ゆうひ同様の姿勢で、眠りに落ちた。宗太が目覚めるまでの二週間、ずっと不安で眠れなかったのだろう。申し訳なく思うと共に、宗太は嬉うれしさも感じていた。

　ふたりの肩に毛布をかけ、寝顔を見ているだけで、幸せな気持ちになれる。

　あまりにも穏おだやかな時間が流れていく。

　宗太もいつのまにか、半分夢の世界に落ちていた。

　だが、勢いよく開かれたドアの音が、一いつ瞬しゆんにして宗太を現実に引き戻した。

　反射的に目を向けたドア口には、十歳くらいの少年が息を弾はずませて立っていた。膝ひざ丈たけのジーンズに、上はパーカー。短く刈かり込こんだ髪かみが、活発さを際きわ立だたせている。

　鋭い眼光が、真まっ直すぐに宗そう太たを貫つらぬいていた。

「お前なんか必要ない。アリサは俺が守るんだ……」

　低音に絞しぼられた声は、追おい詰つめられたもの特有の鬱うつ屈くつした雰ふん囲い気きがある。

　宗太が危険を感じると同時に、少年が動いた。

　手首の周まわりにアルテミスコードのリングが浮かぶ。肉体から離れ、一いつ瞬しゆんで直径二十センチほどに広がった。

　すると、室内の空気の流れが変化した。少年の手のひらを始点に風が渦うずを巻き、竜たつ巻まきとなって暴あばれ出だす。

　破は壊かい的てきな風の力に巻かれ、蛍けい光こう灯とうが立て続けに割れる。

　防ぼう衛えい本ほん能のうに身を任まかせ、宗太もアルテミスコードを展開していた。

「ひなた！」

　寝ぼけて猫のように顔を擦こすっていたひなたが身を起こす。そんな状態でも、立ち上がったときには、重力支配のアルテミスコードを発動していた。

　少年が腕を振り上げると、竜巻は鞭むちのようにしなりながら、部屋の壁紙を引ひき裂さき、剝むき出しになったコンクリートの壁を抉えぐった。

　直ちよく撃げきを受ければただでは済まない。

　続けて少年が宗太めがけて、腕を振り下ろす。

　蛇へびのように鎌かま首くびをもたげていた竜巻が、大口を開けて襲おそいかかってきた。

　だが、風の渦は、宗太に直撃する寸前で何かに引き寄せられ、軌き道どうが不自然に逸それた。ひなたが生み出した重力場に、竜巻が捕つかまったのだ。

　その予想外の力に、少年の体が竜巻に振り回される。部屋の壁に、背中からしたたかに叩たたき付つけられた。竜巻も消しよう滅めつする。

　ひなたが一気に距離を詰つめる。

　少年はその突とつ進しんを止めようと、両手から風の衝しよう撃げき波はを放はなった。轟ごう音おんが耳をつんざく。だが、ひなたは止まらない。

　見えない壁が少年の行為を無効化している。

　圧倒的な力の差に、少年が恨うらみ言ごとを口にした。

　その瞬間、少年は重力支配の射しや程ていに捕まる。呻うめき声ごえを上げながら、壁に磔はりつけにされた。

　部屋に静けさが戻もどる。

　目の前の事態が怖かったのか、目を覚ましたゆうひが宗太の腕にしがみついていた。その頭を宗太は優しく撫なでた。

「大丈夫だよ。ひなたが守ってくれるから」

　無言のままゆうひが頷うなずく。強こわ張ばっていた表情が、少しはゆるんでいる。

　宗そう太たは少年に視線を戻もどした。

「くそっ、放はなせ！　放せよ！」

　必死にもがこうとしているが、指一本ろくに動かせていない。

「放せって言ってるだろ！　放せよ！」

「その前に聞きたいことがある」

「うるせー！　放せって！」

「お前は何だ？」

　敵意をむき出しにした目が宗太を見ている。

「銀ぎんの箱はこ舟ぶねの木きの下した航わたるだ！　覚えておけ！」

「その木下君が、なんで僕を襲おそってくる」

「知るか！」

「……いや、それは知っておいてくれ。お前のことだろ」

「いいから、放せよ！　もう一回勝負しろ！」

　困こん惑わくした顔をひなたが向けてくる。

　宗太もどうしたものかと頭を搔かいた。

　そこにもうひとり別の来客があった。

「あんた、やっぱり、ここにいたのね」

　木下航と名乗った少年と同じ年頃の気の強そうな少女が、ドア口に立っていた。

　バンギャル風に、全身を黒と赤の衣服で着飾り、両手を腰に当てた姿勢で、不ふ機き嫌げんそうな顔を航に向けている。

「いいところにきた！　百もも花か助けろ！」

「はあ？　助けてくださいでしょ？」

「な、お前な！」

「別にあたしはどっちでもいいけど」

「わ、わかったよ。助けてください！」

「お願いします、百花様は？」

「性格悪いぞ！　俺がこのまま潰つぶれてもいいのか!?　むごいぞ！　トラウマになるぞ！」

「圧あつ死しすればいいのに」

「ごめんなさい。百花様、助けてください、百花様！」

　百花と呼ばれた少女は、警けい戒かいする宗太を一いち瞥べつし、それから素そっ気け無く言い放った。

「嫌いやよ。無理だし、面めん倒どうだし、バカだし」

「お前な！　頭おかしいだろ！　俺、お願いしたじゃん！」

「だから、バカなのよ」

　鼻で航を笑い飛ばし、百花が宗太に向むき直なおった。両手を上げて、交戦の意思がないことを示してくる。

「あたしから、よく叱しかっておきますから、解放してくれませんか？」

　横目で航わたるを確認する。すでに意い気き消しよう沈ちんして、すっかり勢いがなくなっていた。

「ひなた、放はなしてやれ」

　重力支配のアルテミスコードが、するするとひなたの体に戻もどっていく。支えを失った航は、壁からずり下がり、床にへたり込んだ。

　だが、それも一いつ瞬しゆんのことで、全身のばねを利きかせて起き上がる。

「今度は負けないからな！」

　性しよう懲こりもなくアルテミスコードを使おうとした航の頰ほおを、百もも花かが手て加か減げんなしにぶん殴なぐる。航が体勢を崩くずしたところに蹴けりを一発。航が尻しり餅もちをつくと、百花はブーツのかかとで襲おそいかかった。

「ひ～！　や、やめて！　ごめんなさい！　ぶたないで！　蹴らないで！　潰つぶさないで！」

「あんたなんか、潰れて死ねばよかったのよ」

　びっくりした様よう子すで、ゆうひが宗そう太たの胸に顔を埋うずめてきた。

「ゆうひが嫌いやがるから、その辺にしてくれないか？」

　百花の目が、怯おびえた様子のゆうひに向けられる。それから、宗太と航の間に視線を走らせ、目で聞いてきた。もう、おしおきはいいのかと。

　宗太は、苦にが笑わらいしながら頷うなずいた。

「お騒がせしました。それじゃあ、あたしたちはこれで」

　百花が航の首くび根ねっこを摑つかみ、引きずって部屋を出て行こうとする。

「その前に、事情を説明してくれるとありがたいんだけど？　わけもわからずに襲おそわれるのは面おも白しろくない」

「……今は何も話すなって、ドイエに口止めされてるから、無理」

　取り付く島もない。

　すると、ゆうひが強く袖そでを摑んできた。

「まって」

　勇気を振ふり絞しぼるように口から出た言葉は、百花の背中にかけられていた。

　百花が立ち止まる。

　ゆうひが恐る恐る近づいていく。

　振り向いた百花は、困こん惑わくした様子で、ゆうひを見ていた。

「あの……」

「なによ？　航をもっとぼこった方がいいの？」

　ぶんぶんと首を左右に振る。

「じゃあ、なに？」

「ありがとう」

「はあ？」

　宗そう太たもゆうひの言葉の意味がわからずに首を捻ひねった。ひなたも、疑問が顔に浮かんでいる。

「そーたを助けてくれて、ありがとう」

　その言葉に、百もも花かがたじろぐ。様よう子すを窺うかがうような視線を宗太に向けてきた。それで、宗太にぴんと来るものがあった。

「君も、ムーンチャイルドなのか？」

「……そうだけど？　それがなに？」

「零ゼロ番ばん地ち区くで死にかけていた僕を助けてくれたのは、君なんだろう？」

「……君じゃない。朝あさ倉くら百花」

　名前で呼ぶべきか、名みよう字じにするか、さん付けにするか、ちゃん付けにするか、一いつ瞬しゆんにして、それだけのことを考えた。

「百花でいいから」

「僕を助けてくれたのは、百花なんだろ？」

　やり取りが照れくさいのか、百花の顔が赤くなる。それに気づいた航わたるの顔がにやけ、からかおうとする前に、百花に殴なぐられていた。

「ま、まだ何も言ってないじゃん！」

「言ったら殺してたわ」

「……お前、無む茶ちや苦く茶ちやだよ。やさしさが足りないよ！　アリサを見習えよ！」

「うるさいわね！」

　言うと同時に、鉄てつ拳けんが再び航を襲おそう。

　その間も、宗太の視線は百花に注そそがれていた。

「別に、ドイエに頼まれたから、助けただけよ」

　そう言って、百花は正しよう面めんに右手をかざした。帯状のアルテミスコードが手のひらから一本生まれ、宙ちゆうに直径二メートルほどの円を描いた。

　百花が円の中心に触れると、ガラスの割れるような音と共に、アルテミスコードで囲まれた空間が砕くだけた。

「なっ！」

　真まん丸まるの穴が宙にぽっかりと空あいている。穴の先には、本来あるはずの部屋の続きはなく、緑の草原が広がっている。

　百花の作った穴は、この部屋と別の場所を繫つないでいるのだ。

　驚く宗太を気にもせず、百花は航の尻しりを蹴け飛とばして穴に放ほうり込こむ。そのあとで、百花も穴を通り抜けた。

「その力で、僕をこの場所に運んでくれたんだな」

「空間接続能力って呼んでる」

「少しは無ぶ事じだった理由がわかってよかったよ」

「あ、そ」

　百もも花かはあくまで素そっ気け無い。

「それと、助けてくれてありがとう。感謝してる」

「ありがとうございました」

　ひなたも深々と頭を下げる。

　そこで視線を逸そらすと、百花は無言のまま空間に空あいた穴を閉じた。何事もなかったように、部屋は元通りに戻もどった。

「……もうひとつ、聞きたいことがあったんだけどな」

「何をですか？」

「アリサって誰だれだと思う？」

「女の人の名前ですよね？」

　ひなたの声こわ音ねは、少し意い味み深しんだ。

「べ、別に、宗そう太たさんを目ざといなあとか思ってはいませんよ？」

「僕は何も言ってないし、そんなつもりでもないぞ？」

「そ、そうですよね」

　作り笑いでごまかそうとしているが、ひなたの笑えみは完全に引きつっている。

　普段の調子が戻ってきたことに、宗太は満足しながら、空を見上げた。

　今さらのように、自分が生きていることを実感していた。
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　目覚めて最初の数日は、体力の落ちた体との付き合い方がわからず、宗太は常に疲労感を抱かかえた状態で過ごすはめになった。

　しゃべっては疲れ、食事をしては疲れ、寝ては疲れる。

　それでも、気持ちが鬱うつ屈くつすることがなかったのは、ひなたとゆうひが側そばにいてくれたからだった。

　数日が経たつと、体との折り合いもつき、ベッドの上での生活にも少しは慣れた。

　レイモン・ドイエは、三日に一度くらいの頻ひん度どで顔を見せた。だが、彼の言葉通り、今の宗太と話をする意思はないようで、質問をいくらぶつけても、すべてはぐらかされた。

「ここはどこなんですか？」

「さあな」

「銀ぎんの箱はこ舟ぶねはこれからどうするんですか？」

「自分で考えろ」

「その頭、地じ毛げですか？」

「本当にそんなことを知りたいのか？」

　その徹底したドイエの態度に、宗そう太たも開ひらき直なおり、治療に専念することができた。

　毎日やってくる航わたるのおかげで、退屈もしなかった。

　部屋に来ては、問もん答どう無む用ようで宗太に挑いどんできて、ひなたの重力支配の前に敗北する。あとから顔を出した百もも花かに尻しり拭ぬぐいをしてもらい帰っていくのだ。

　そんな日常を過ごすうちに、いくつかの疑問は自然に解消されていった。

　この建物が、なだらかな山の中腹辺あたりにあること。三階建ての療りよう養よう所じよで、各階に四つずつ病室があること。宗太がいるのは一階であること。他にも数名患者がいること。その全員が重い病を患わずらっていること。彼らがアルテミスコードの奇き跡せきに、最後の望みを託たくしていることなどが状況から見えてきた。

　七月のテロのときには、死者すら蘇よみがえらせたのだ。それにすがろうとする人々がいることは理解できた。

　航と百花がどこから来るのかも、すぐにわかった。療養所の隣には、児童施設が併へい設せつされ、ふたりはそこで暮らしている。航と百花の他にも十人ほどの子供がいることも今ではわかっていた。

　今も、窓から子供たちの遊ぶ声が聞こえてくる。

　ゆうひが窓まど辺べに張り付いて、その様よう子すを見ていた。

「ゆうひも混まぜてもらいますか？」

　ひなたが声をかけても、ゆうひは首を振る。

「そーたとひなたの側そばにいる」

　そう言って、宗太かひなたに抱きつくのだ。

　そんな風に、一日一日が進んでいく。

　宗太の体も順調に回復し、目覚めてから二週間が経過する頃には、松まつ葉ば杖づえを突ついてではあるが、動き回れるようにまでなった。

　リハビリと、情報収集を兼かねて、宗太は積極的に行動するようになった。

　だが、行動範囲が広がったことで、余よ計けいに深まった謎なぞもある。

　そのひとつが細かい所在地だ。

　周囲は山と森くらいしかなく、療養所と児童施設以外の建物は見当たらない。ＴＶはなく、携帯も圏外。ＳＮＳを運営する銀ぎんの箱はこ舟ぶねらしくネット環境はあっても、それで現在地の特定はできなかった。

　おかげで、宗太は自分がどの都道府県にいるのかもわからずにいた。だが、無理に知ろうとは思わなかった。同時に、外部との連絡も取ろうとはしなかった。

　黒くろ田だや京みやこに無ぶ事じを知らせておきたい気持ちはある。突然姿を消して、心配されているのは容易に想像できた。だが、連絡を取れば、黒田たちに新たな問題を背負わせることになる。ゆうひの力の危険性は、竹たけ中なかが証明した。政府が放ほうっておくはずがない。

　もう黒田に守ってもらうわけにはいかない。迷惑はかけられない。だから、宗そう太たは今この場所にいる。

　連絡を取るにしても、今後、自分が何を目指し、どう行動していくのか。本当に銀ぎんの箱はこ舟ぶねの一員となるのか。それらの迷いが晴れてからにするべきだと宗太は考えていた。

　何より、今は焦あせらずに、体を治なおすことが重要であると思っていた。




　そんなある日の午後、昼食を終えると、宗太はひなたとゆうひを連れて外に出た。

　百もも花かから裏庭に見晴らしのいい丘があると聞き、興味を持ったのが切きっ掛かけだった。

　その丘は子供たちにとっては格かつ好こうの遊び場にもなっているようで、今も航わたるを含めた十人ほどが鬼おにごっこをしている。

　鬼から逃げて笑い、鬼になっても笑う。

　宗太の腰にしがみついたゆうひが、体を半分隠かくしながら、楽しそうに遊ぶ子供たちを観察している。

「一いつ緒しよに遊んでくるか？」

　ゆうひはやはり首を横に振る。

　興味があるのは、表情を見ればなんとなくわかる。恐らく、同年代の子供たちに戸と惑まどっているのだろう。

　宗太がいるのに、航が気づいた。

「お前には、絶対に負けないからな！」

　叫びすぎて何を言っているのか聞き取れなかったが、毎日同じ事を言われているので、それと同じだろうと宗太は納得した。

「航に恨うらみを買うようなこと、僕はしたかな？」

「どうでしょうか」

　曖あい昧まいにひなたが笑う。

　それから、ゆっくりとしたペースで丘を登った。

　未いまだに鬼ごっこが続いている。ゆうひもじっと見つめている。

　時々、航がこちらの様よう子すを窺うかがっている。

　しばらくすると、航が猛ダッシュで坂を上がってきた。

　航の目は宗太ではなく、後ろに隠かくれたゆうひに向けられていた。

「お前……えっと、あ～……」

　続きの言葉が思いつかないのか、航は口を開けたり閉じたりしている。しまいには、自分の中のもやもやを我慢しきれなくなったのか、頭を激しく搔かき毟むしり、感情の赴おもむくままにゆうひの手を取った。

「いいから、お前もこい！」

　引っ張られ、宗そう太たの陰かげからゆうひが飛び出す。振り向いたゆうひの目は何か言いたそうだった。

「いいよ、遊んできな」

　すると、ゆうひの顔がぱっと明るくなった。

　小さな体を懸けん命めいに動かして、航わたるの背中を追いかける。

　子供たちは輪になって、ゆうひを迎え入れていた。航が中心になってなにやら説明をしている。それに、ゆうひは頷うなずいたり、首を傾かしげたりしていた。

　すぐに鬼おにごっこは再開され、ゆうひもみんなと一いつ緒しよになって逃げていた。

　宗太は、アルテミスコードでひなたにその姿を見せながら、丘の上の木こ陰かげに腰を下ろした。太い幹みきに背中を預け、緑の匂においのする空気を吸い込む。

　隣に座ったひなたが肩に寄りかかってきた。

　風に揺ゆれる銀ぎん色いろの髪かみを捕つかまえて、宗太は手の中でもてあそぶ。

　そうやって、しばらく過ごしていると、同じ体勢でいたせいか、腹部がわずかに痛み出した。

「悪い、ひなた。ちょっと辛つらいから、横になっていいか？」

「ご、ごめんなさい。重たかったですよね」

　ひなたが体を離す。

「あの、宗太さん」

　草の上に横になろうとしていると、緊張した声で止められた。

　ひなたは膝ひざをたたむと、自分の太ももをぱんぱんと叩たたいた。

「ど、どうでしょうか？」

　返事の代わりに、宗太は無言でひなたの膝ひざ枕まくらに応じた。

「わっ、そ、宗太さん!?」

　下から見上げた逆さかさまのひなたが驚いた顔をしている。

　その緊張も、時間の経過と共に、落ち着いていった。体から力も抜け、頭で感じるひなたのやわらかさが増していく。

　ひなたの小さな手が伸びてきて宗太の頰ほおに触れ、頭をやさしく撫なでた。

「ど、どうですか？」

「最高かな」

「それはよかったです」

　にっこりとひなたが微笑ほほえむ。

　しなやかな銀ぎん髪ぱつの感触を味わいながら、宗太は子供たちに視線を戻もどした。アルテミスコードは発動させたままなので、ひなたにも見えているはずだ。

「今は、ゆうひが鬼おにみたいですね」

　一いつ生しよう懸けん命めい追いかけているがなかなか他の子供が捕つかまらない。子供たちの中でも、ゆうひは一番に小さい。

　無む謀ぼうにも最年長の航わたるをターゲットに定め、必死に追う途中で、坂に足を取られて見事に転ころんだ。

　しばらく待っても起き上がらない。

　逃げていた航が心配して駆け寄り、手を差し伸べる。

　顔を上げたゆうひは、その手にタッチして、即座に立ち上がると逃げ出していった。

　取り残された航はきょとんとしている。

　周囲の子供たちは大笑いしている。

　宗そう太たも笑いを堪こらえられなかった。治なおりきっていない腹部の傷が痛んだが、それすらも、なぜだか嬉うれしく思えてくる。

「今のはちょっとずるくないですか？」

「誰だれに似にたんだろうな」

　京みやこやつばめなら、今のような入れ知恵もするだろう。

「たぶん、宗太さんだと思いますけど」

「僕？」

「なんか、宗太さんならやりそうな気がします」

「そうかな」

「今からあれでは、ゆうひの将来が心配ですよ」

　深刻な顔で、ひなたが考え込む。

　子供たちの様よう子すを見れば、鬼になった航が、次々に標ひよう的てきを替えながら追いかけ回している。年齢的にも、体力的にも、本気になればすぐに追いつくはずだが、転ころんだりして、笑いを取りながら、ゲームを盛り上げていた。それに合わせて、他の子供たちも、自然と生き生きしていく。

「あいつ、面めん倒どう見みはいいんだな」

「そうですね」

「あのやさしさを、少しでもいいから、僕にも見せてほしいもんだな」

　特に年下の子には、気を配っているのがよくわかる。

「みんなのお兄にいちゃんって感じがしますね」

「アリサとの約束だから、無理してるだけよ」

　声と一いつ緒しよに、足音が近づいてきて止まった。

　すぐ側そばに、今日きようもバンギャルスタイルの百もも花かがいた。

「百もも花かは一いつ緒しよに遊ばないのか？」

「……鬼おにごっこ、似に合あうと思う？」

「鬼は似合うんじゃないか？」

　鋭い目で、睨にらまれた。

「宗そう太たさん、女の子にそんなこと言ったらだめですよ」

　ひなたも口を尖とがらせている。

「前にも言ってたけど、そのアリサって人は、誰だれなんだ？」

「いずれわかるわ」

「銀ぎんの箱はこ舟ぶねの一員で、その人もムーンチャイルドなのか？」

「……もう、しつこいわね。そうよ。それに、強くて、やさしくて、ものすごい美人」

　美人という言葉に反応して、枕が少し固くなった。

「なるほど、だから、百花は航わたるが気にいらないんだな」

「あんた、なに言ってんの？」

「そのアリサって人との約束を大切にする航に腹が立つんだろ？　それで、そんな自分のことはもっと嫌きらいなんだな」

　百花の顔が、一いつ瞬しゆんにして赤くなった。

「な、なんでそうなるのよ！」

「まあ、今日きようまでの百花の態度を見てれば、だいだいわかるよ」

「ちょっ、あんたそれ以上言ったら殺すわよ！　違ちがうけど、別に、あんたが考えるようなことはないけど、殺すから」

　百花の言葉に宗太の表情が沈しずむ。

「な、なによ」

「僕を助けてくれた百花には、殺すとか、死ねとかは言ってほしくないな」

　穏おだやかな口く調ちようでも、宗太の目は真剣だった。

「なにそれ、わけわかんない」

　顔を背そむけながら、百花も草の上に座った。その後もぶつぶつ言っていたが、直接的な言葉は言わなくなった。

　宗太は満足げに目を閉じた。

　涼しい風が、丘を駆け上がってくる。子供たちの遊ぶ声が聞こえる。

「眠ってもいいですよ」

「……大丈夫だよ」

　そう答えながらも、宗太の意識はだいぶ薄れかかっていた。

　心地ここち良よいまどろみに体が沈んでいく。

　それでも、閉じたまぶたの奥が暗くなるのがわかった。誰だれかが、側そばに立っている。

「いい身分だな」

　眠たい目を開くと、レイモン・ドイエの無感動な顔があった。

「傷の様よう子すはどうだ？」

「おかげさまで、順調に回復してますよ」

　言いながら、体を起こす。さすがにドイエの前でまで、無む防ぼう備びな姿を晒さらすわけにはいかない。

　あぐらをかいて、木の幹みきに寄りかかる。

「だいぶ落ち着いたようだな。二週間前とは別人だ」

「傷も治なおってきましたからね」

「そういう意味ではない。自分では気づかないものか」

　ひとりで納得したように、ドイエは口を閉ざした。

「あなたも月つき乃の宮みやで会ったときとは印象が違いますよ」

「尊そん大だいな態度の神父など、誰だれも望んではいまい」

「僕としては、今のあなたの方が話をしやすくて助かりますけどね」

　宗太が意識を向けると、ドイエは百もも花かの方を見ていた。

「あたし、遊んでくる」

　独ひとり言ごとのように言って、百花は飛び出していった。背中はすぐに小さくなり、子供たちの集団に百花は混まざった。

「頭のいい子ですね。大人おとなびてるというか」

「子供に対して、それは褒ほめ言葉ではないな」

「……なるほど、そういう考え方もありますね」

　眠気を払うために、宗太は一度深呼吸をした。

　その横で、ドイエは悲痛の眼まな差ざしで、子供たちを見ていた。

「胸の痛む光景だな」

　宗太とひなたの顔に疑問が浮かぶ。

「なぜ、彼らはこんな人里離れた山奥で、人目を避けて遊ばなければならないと思う？　暮らさなければならないと思う？」

「……屈くつ折せつした見方ですね。けど、彼らがムーンチャイルドだからでしょ？」

「ただのムーンチャイルドではない。親にすら見捨てられたムーンチャイルドだ」

　見上げたドイエの体は、深い悲しみに支配されていた。

「ムーンチャイルドの苦しみも、人それぞれに違ちがっている。学校では孤独を感じていたとしても、親には見捨てられていないケースも多い」

　ドイエの目が遠くを見み据すえる。

「そうした場合は、ＳＮＳを介かいし、仲間の存在を感じることで、苦しみと折り合いをつけることもできる。ある程度年齢を重ねれば、お前のように、普通の人々の世界に上う手まく溶け込んで生きていくこともできる」

「……嫌いやな言い方をするんですね」

「だが、この子たちは違ちがった。親に捨てられた子も、親から虐ぎやく待たいを受けた子もいる。ムーンチャイルドであるという理由で」

「航わたるや百もも花かも？」

　今まさに、百花がドロップキックで航にタッチをしているところだった。体勢を崩くずした航が、坂道を転ころがっていく。子供たちの笑い声が上がった。

「ふたりの場合はより壮そう絶ぜつだったな。航は親に殺されそうなっているところを、アリサが救い出した。百花は親を手にかける寸前で、救い出すことができた」

　宗そう太たもひなたも言葉を失った。

「ここにいるのはそうした子供たちのごく一部だ」

「ごく一部……」

「もっと確実な受け皿がなければ、多くの命が零こぼれていくことになる。今も零れている。行き場を失ったお前たちもその一部だろう」

　素直に頷うなずくことはできない。否定も肯定も、今の宗太の中にはなかった。

「だから、銀ぎんの箱はこ舟ぶねは戦いの道を選んだ。月つき乃の宮みやを我々の自治区とし、安住の地を手にするために」

「そんなことが、本当にできるとあなたは思っているんですか？」

「できるさ」

「……月のアルテミスコードを使えば、ですか？」

　わざと宗太はトーンを落とした。ドイエの雰ふん囲い気きが変わるのを気配で感じた。

「あれに手を出せば、彼女を敵に回すことを、あなたなら知っているんじゃないですか？」

「一体、誰だれのことかな」

「言葉遊びは不要ですよ。上うえ杉すぎ杏あん奈なです」

　ドイエは口を閉ざした。感情も閉ざしている。

「あなたと彼女が、どういった関係なのかは知りません。けど、七月の爆ばく破はテロでは、彼女は銀の箱舟の邪じや魔まをした。それは事実だ」

「だからこそ、月が必要なのだよ。かぐや姫を側そばに置くお前ですら、杏奈には脅きよう威いを感じているのだろう？　その不安を払ふつ拭しよくするには、すべてを圧倒する、月の力を手に入れるしかないのだ」

　そう言ったドイエは、真昼の空を見上げた。そこに月の姿はない。

「月が何なのか、あなたは知っているんですか？」

「今、答える必要はないな。お前の覚かく悟ごが決まれば、そのとき話そう。いい返事を期待しているぞ、真さな田だ宗太」

　子供たちの呼ぶ声に、ドイエが穏おだやかに手を振る。そして、そのまま丘を降りていった。

「なあ、ひなた」

「なんですか？」

「僕が間ま違ちがったときは、止めてくれよ」

　まるで予想にない言葉だったのか、ひなたはきょとんとしている。

「だいじょうぶです。宗そう太たさんは間違いません」

「だといいけどな」

「そーた！　ひなた！」

　遠くからゆうひが呼んでいる。何度も転ころんだせいか、全身泥だらけだ。

「僕も早く元気にならないとな」

「そうですね。そうしたら、一いつ緒しよに遊びましょう」

「ああ」

「それはそうと……ひとつ聞いてもいいですか？」

「ん？」

「上うえ杉すぎ杏あん奈なって誰だれですか？」

　疑いを含んだ口く調ちようで、ひなたが迫ってきた。

　宗太はそれをかわして、草の上に寝ね転ころがった。

　膨ふくれっ面つらのひなたの手を軽く握った。指の先だけを摑つかむようにして。

「上う手まくは説明できないから、少し長い話になるぞ」

「……ちゃんと知っておきたいんです」

　大きく息を吐はくと、宗太は思い出すようにして語り出した。杏奈と最初に会った日のことから、七月のテロの出で来き事ごと。さらに、彼女が最初のかぐや姫であること。その後も、何度か姿を現し、宗太に不吉な言葉を残していくことのすべてをひなたに話した。

　終わる頃には、子供たちも遊び疲れ、草の上に座り込んでいた。

　聞き終えたひなたはたった一言だけ感想をもらした。

「……わたしも、会ってみたいです」

　ひなたの表情はとても穏おだやかで、家族を想おもうような安らぎに満ちていた。世界にたったの六人しか確認されていないかぐや姫にとって、自分以外のかぐや姫は、もう他人という感覚ではないのかもしれない。

　そんな風に思いながら、宗太は目を閉じた。
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　十月も半なかばになると、宗太の傷は完かん治ちした。

　飛んだり跳はねたりをしても痛みはない。わずかに違い和わ感かんはあるが、それは体力を取とり戻もどす過程でなくなっていくはずだと療りよう養よう所じよの医者からは言われた。

　自由になった体は、窮きゆう屈くつだった日常に反発するように運動することを求めてくる。

　その衝しよう動どうに任まかせて、宗そう太たは子供たちに混まざって遊ぶようになった。

　鬼おにごっこをしたり、かくれんぼをしたりと、幼少期にも殆ほとんどしたことがないような遊びに興きようじる。

　そして、毎日の締しめくくりに、航わたると相撲すもうのようなプロレスのような取っ組み合いをするのが日課になっていた。

　病み上がりとはいえ、基礎体力で勝まさる宗太が負けることはなかった。すると、航はよりむきになって挑いどんでくる。日に日に、航はたくましくなっていくが、同時に宗太の体力も全快に向かっているせいで、ふたりの差は縮まるどころか開く一方だった。

　今日きようも、裏庭の丘で何度航を投げ飛ばしたことか。

　そんなことを思いながら、宗太は部屋のベッドに仰あお向むけになり、心地ここち良よい疲れに身を委ゆだねていた。

　さすがに、手足の筋肉が張っている。明日あしたは筋肉痛になっているかもしれない。

　窓を叩たたく音で我に返る。

　上半身を起こすと、航が窓の外に立っていた。

　鍵かぎを開けて話しかける。

「どうした、こんな時間に」

　夜の八時を少し回ったところだが、灯あかりがないせいで外は真まっ暗くらだ。

　航は何も言わず、部屋の様よう子すを窺うかがっている。

「ひなたとゆうひなら風呂だぞ」

「知ってるよ。だから、来たんだし」

「いい度胸だな。僕の前でのぞき宣言とは」

「はあ？　ちげえよ」

「そうか。それはよかったよ。僕も航の記憶が飛ぶまで頭を殴なぐり続つづけるのは心が痛むからな」

「……お前、目がまじなんだけど」

「気のせいだよ」

　航は少し警けい戒かいしたのか、窓から一歩だけ離れた。

「それで、何の用だ？」

「お前を呼んできてほしいって頼まれたんだよ」

「……頼まれた？　誰だれに？」

　ドイエだろうか。百もも花かだろうか。それにしては、航の口く調ちようが不自然な気がした。

「アリサだよ」

　航わたるの奏かなでた音を、宗そう太たは頭の中で反はん芻すうする。

　何度も耳にした名だ。航や百もも花か、他にはドイエの口からも聞いたことがある。

「その人は、実在してたんだな」

「はあ？　お前、なに言ってんだ？」

「いや、航の妄もう想そうなのかと少し疑ってたから」

「そんなわけねえだろ！」

「……いや、冗談だって」

「お前の冗談、わかりにくいんだよ。つうか、もう、黙ってついてこい！」




　航が暴あばれ出す前に、宗太は素直に外に出た。

　太陽のぬくもりを失った夜の世界は、少し肌寒い。

　航の足は裏庭の方に向かっていた。

「なあ、どこまで行くんだ？」

「黙ってついてこいって言っただろ」

「わかったよ」

　何が気に入らないのか、航は宗太と話をするときはいつも不ふ機き嫌げんで挑戦的だ。

　年齢の差が原因かと思ったが、ひなたのことは『ひなたお姉ねえちゃん』と呼び慕したっている。無む邪じや気きな顔もひなたの前では見せる。それに比べ、宗太は『お前』で、態度も見ての通りだった。

　航たちが暮らしている児童施設の裏手に回ると、電気の灯あかりも届かず、殆ほとんど真まっ暗くらだった。

「もしかして、お前、僕をおびき出して暗がりで始し末まつする気か？」

「するわけねえだろ！　なんなんだよ！　お前のその疑うたぐり深い性格は」

「悪かったな。性しよう分ぶんなんだよ」

「あ～、もう、面めん倒どくせえ。お前、面倒くせえよ」

　立ち止まった航が、苛いら立だちを爆ばく発はつさせて、両手で頭を搔かき毟むしった。

「なんなんだよ、ほんとに！　なんで、お前なんだよ！」

「いや、お前の方こそなんなんだよ。人を連れ出しておいて、いきなり、キレて」

「うるせえな」

　勢いよく振り向いた航の目は潤うるんでいた。

　それに、宗太は少し面めん食くらった。

　今さらのように、自分がべそをかいていることに気づいたのか、航は鼻をすすりながら服の袖そでで涙を拭ふいた。

「なんでもないからな。これは」

　強がる航を見て、宗太は少し安心した。思わず笑えみが零こぼれる。

「なに、笑ってんだよ！」

「悪い。別に馬ば鹿かにしたわけじゃないんだ。航わたるも、ちゃんとガキなんだなって思って」

　宗そう太たは航に追いつき、その頭に手を置いた。

　航が即座に振り払う。

「ガキ扱あつかいするな。にやにやすんなよ！」

　それでも宗太の表情はゆるんだままだ。普段は年下の面めん倒どうをよく見て、年長者として振ふる舞まっている航も、現実との折り合いの付け方がまだわからない十歳の少年に過ぎないのだとわかったから。

「なんで、お前なんだよ」

「あのな、人に文もん句くを言うなら、ちゃんと理由を言え」

「なんで、お前ばかり期待されて、頼りにされるんだよ」

　航の言葉の真意が、宗太には摑つかみきれなかった。

「ドイエも、アリサも、どうして、お前なんか連れてきたんだよ！」

　ようやく苛いら立だちの原因が見えてきて、宗太は大きく息を吐はいた。

「それは航の勘かん違ちがいだな」

「そんなことない」

「銀ぎんの箱はこ舟ぶねがほしがったのは僕じゃない。ひなたとゆうひだ。僕はただのおまけだよ」

「けど、そのひなたお姉ねえちゃんとゆうひは、お前を頼ってんじゃん！　すげえ頼られてんじゃん、お前。そんなの俺にだってわかるんだよ！　いつもいつも、宗太さん、宗太さんって、そーた、そーたってさ！」

　奥歯を嚙かみ締しめ、溢あふれそうになる涙を必死に堪こらえながら、航は宗太を睨にらみつけていた。

「どうしたら、そうなれるんだよ。頼られる男になれるんだよ……」

　下を向いた瞬しゆん間かんに、溜ため込こんでいた大粒の雫しずくが落ちた。ぽたぽたと、ぽたぽたと地面に雨を降らす。

「お前なんか、全然へぼいくせに……アルテミスコードだって、俺より全然使いものになんねえくせに」

「使えなくて、へぼくて悪かったな。これでも、僕は結構気に入ってるんだぞ」

「どうして、お前は大人おとなで、俺はこんなにガキなんだよ……アリサの力になれないんだよ。アリサを守れないんだよ……。なんで、お前なんかがアリサを救えるんだよ！」

　きつく握った拳こぶしが震ふるえている。

　航のやるせなさや憤いきどおりの全部がわかったわけではない。それでも、航が必死に生きているのが宗太には伝わった。懸けん命めいに、なりたい自分になろうとしているのがわかる。そして、そのなりたい自分の姿に、ほんの一部であったとしても宗太を重ねていることは理解できた。昔は自分もないものをほしがったから。

「航は大人になりたいんだな」

「なりたいよ。悪いかよ」

「けど、お前、その年齢にしては、十分しっかりしてると思うぞ」

「そんなことねえよ。同い年だけど、百もも花かの方が大人おとなじゃん」

　それがわかっていれば大丈夫だと言おうとして、宗そう太たは黙った。航わたるが聞きたいのはそんなことではないのだ。

「言っておくけど、僕もまだ大人じゃないぞ」

「そうなのか？」

　今まで見た中で一番純粋な瞳ひとみで、航が宗太を見上げてくる。それでも、宗太は表情を崩くずさなかった。笑うと、航が誤解して機き嫌げんを損そこねるとわかっていたから。

「大人じゃないけど、今の航に言ってやれることもあるかな」

「なんだよ、それ」

「たぶんな……大人ってのは、ちゃんと子供をやったやつがなれるんだよ」

「……意味わかんねえし、そのアドバイス使えねえじゃん」

「そのうちわかるよ」

「それじゃあ、遅いんだよ。やっぱり、お前は使えねえな」

　宗太は航の頭を両手でくしゃくしゃにしてやった。

「な、何すんだよ！　や、やめろよ！　笑ってんじゃねえ！」

　手を振り払い、航が宗太から離れる。

　乱れた髪を必死に直なおしていく。

「それはそうと、疑問があるんだが、言ってもいいか？」

「はあ？　言いたきゃ言えばいいだろ。ほんと、面めん倒どくせえやつだな」

「アリサって人、待ってるんじゃないのか？」

　今、思い出したように、航が硬こう直ちよくする。

「やべっ。お前、急げよ！　さっさと丘の上まで行け、ダッシュだぞ！」

「お前はこないのか？」

「頼まれたのはここまでだから」

　急に大人びた顔を航は見せた。

　それから、宗太に急げと念を押し、児童施設の方に戻もどろうとする。

「なあ、航」

「なんだよ、お前、まじで急げって。俺が怒られるじゃん」

「お前、ちゃんと頼りにされるよ」

「はあ？」

「僕を連れてくるように頼んだのは、そのアリサって人なんだろ？」

「…………」

「百もも花かでも、他ほかの子でもなく、航わたるだったんだろ？」

「……そうだよ。そんなの宗そう太たに言われなくてもわかってるよ。調子に乗るな」

　浮かれた様よう子すで、航が走り去る。その背中をもう少し見ていたかったが、夜の闇やみは深く、すぐに見えなくなってしまった。

「宗太ね……まあ、呼び捨てでもいいか」

　今日きようまでは、お前としか言われていない。それに比べれば、大きな進歩だ。

　宗太は急げという航の言葉は聞かなかったことにして、ゆっくりと丘を登った。




　秋の風が吹き抜ける。

　遮さえぎるものが何もない丘の上は、思ったよりも寒かった。

　そこに呆ぼう然ぜんと宗太が立ち尽くしている。

　誰だれもいない。

　待ちきれずに帰ってしまったのだろうか。

　だとするなら、それは宗太のせいなのだろうか。

　引き返そうと踏み出した足が、何かやわらかいものに躓つまずき、軽く踏みつけた。

「うわっ」

　体勢を崩くずして、子供のように前へ転ころんだ。

　汚れを払はらいながら起き上がり、恐る恐る後ろを確認する。

　草のベッドに、ひとりの少女が眠っていた。

　暗くてよくわからないが、歳は宗太と同じぐらいだろうか。

　フレアのロングスカートが花を咲かせ、体にぴったりとしたニットを着ている。胸の部分には、くっきりと宗太の足跡がついていた。

　それにもかかわらず、少女が目を覚ます様子はない。

　もっとよく表情を確認しようとしたところで宗太の動きが止まった。

　口を半開きにしたまま、まばたきを繰り返す。

　言葉が出てこない。感情が動き出さない。

　少女の銀ぎん色いろの髪かみが宗太の脳をショートさせていた。

　かぐや姫。

　その単語が、神経を直じかに刺激してきた。

　無意識で肩に触れ、体を揺ゆすってみる。

　それでも、少女は目を覚まさない。

　息はしている。穏おだやかな寝息だ。

　何度も揺すって起こそうとしたが駄だ目めだった。

　丘の上から療りよう養よう所じよの方を見る。距離はたいしたことないが、人ひとりを運ぶのは簡単ではない。そんなことを考えていると、突然、少女が目を覚ました。

　むくりと起き上がり、宗そう太たと目が合う。

「はじめまして」

　何事もなかったように少女が微笑ほほえむ。

「え？　ああ、はじめまして」

　少女が立ち上がるのに合わせて、宗太も立った。

「来るのが遅いから、つい、うとうとしてしまいました。ごめんなさい」

「……君が、僕を呼んだのか？」

「うん。伊だ達てアリサです。よろしく」

　握手を求める手が差し出される。その手を握って、宗太もよろしくと返した。

「僕は、真さな田だ宗太だけど……」

「知ってるよ」

　握手はまだ続いている。その手に、宗太は疑問の視線を落とした。

　アリサが苦にが笑わらいしながら手を離す。

「僕も、あなたの名前だけは……知っています。航わたるや百もも花かが口にするんで」

「宗太と同い年だから、呼び捨てでいいよね？　もちろん、私もアリサでいいよ。敬語もなしでよろしく」

「はあ……」

　会話がいまいち嚙かみ合わない。

　途と切ぎれたところで、宗太はまじまじとアリサの顔を見てしまった。不ふ思し議ぎに思ったのか、アリサが首を傾かしげる。

　日本人離れした整った顔立ちをしている。

「ああ。おばあちゃんがフランス人なの」

「そうなんだ」

「…………」

「…………」

　真まっ直すぐに目を見られているのも照れくさくなって、宗太の方が先に視線を逸そらした。

「君は……」

「アリサ」

　ぐっと顔を近づけてきた。

「アリサ。わかった？」

「わかった。離れて。それでアリサは、どこか痛かったりしないか？」

「え？　なんで？」

「いや……」

　宗そう太たの視線がアリサの胸むな元もとに注そそがれる。

　アリサも下を向いた。

　そこには、宗太の足の跡あとがあった。

「あ～！　なにこれ！　お気に入りだったのに、ひどい！」

「その件については謝あやまる。暗くて見えなかったんだ」

「わかった。許してあげる」

「……ていうか、ほんとに大丈夫なのか？　蹴け飛とばす感じで躓つまずいて、踏んづけたみたいなんだけど……」

「どうかなあ？　あとで調べてみないとわかんない。触さわってみた感じ、骨が折れたりはしてなさそうだけど」

　何かがずれている。だが、その正しよう体たいがわからず、余よ計けいに頭の中に靄もやがかかった。

「痛くはないのか？」

　アリサが腕を組んで考え込む。

「悩むところじゃないと思うんだが」

　十秒ほどして、顔を上げたアリサの目が、宗太を射い貫ぬいた。

「えいっ！」

　掛かけ声ごえと共に、アリサは宗太の首に両腕を回し抱きついてきた。

　勢いをつけたアリサの体重を支えることができず、宗太はそのまま押し倒された。

「これがどういう意味なのかを、説明してくれるとありがたい」

　アリサの吐と息いきが耳元をくすぐる。

　意識しないように、宗太は巨大な雲に覆おおわれた空を見た。

「宗太は何を感じる？」

「え？」

「私の体を感じてる？」

「体って……」

「変な意味じゃなくて。あったかい？」

「うん。まあ……」

「それから？」

「……心臓の鼓こ動どうを感じる」

「他には？」

　押し付けられた胸の感触は意識しないようにした。恐らく、京みやこにも匹ひつ敵てきするプロポーションの持ち主だ。服の上からでも確かな存在を感じる。

「あったかい」

「それは聞いたよー」

　地面に手を突ついて、アリサが体を浮かせた。垂れ下がる銀ぎん色いろの髪かみに、宗そう太たは手を伸ばす。見た目は同じでも、触さわってみるとひなたとは違ちがう。不ふ思し議ぎと冷静になれた。

「宗太はね……あったかくないよ」

「体温が低くて悪かったな」

「違ちがうよ。そうじゃない。宗太はやわらかくもない。心臓がどくんどくんもしていないの」

「人を死んでるみたいに言わないでくれ」

「……ごめん。でも、私には感じられない」

　アリサの指が宗太の頰ほおを撫なでる。

「何も感じないの」

　寂さびしそうな目が見下ろしている。

　アリサの言いたいことを、ようやく理解できた。

「……それが、アリサにとってのかぐや姫の呪のろいか」

　ひなたが光を失ったように、上うえ杉すぎ杏あん奈なが成長を止めたように、銀色の髪を持つものは、何らかの枷かせを負わされている。

「さすが、かぐや姫のことをよくご存知だね」

「どうして、僕だけを呼び出したんだ？」

「宗太にお願いがあったから。ひなたちゃんがいるともめると思ったから」

「もめる？　あ、いや、その前に、ちょっと離れてくれるとありがたい」

　アリサが体を起こした。それでも、宗太の腹に跨またがったままだ。

　どいてほしいと言いい直なおすのも面めん倒どうになったので、諦あきらめて話を進めることにした。

「アリサのお願いというのは、何だ？」

「私と子作りしよ」

「…………」

　沈黙。まばたきを二度した。

「あれ？　聞こえなかった？」

「……今、なんて…………」

　かすれる声を絞しぼり出だす。

「だから、私と子作りしよって」

「…………」

「私と子作り」

「三度も言うな！」

　悪夢を振ふり払はらうように、宗太は両手で頭を抱かかえた。

「気は確かか？」

「え～、確かだよ。だって、ひなたちゃんとはしたんでしょ？」

「まだしてない！」

「うそおっしゃいな。ゆうひちゃんという証しよう拠こが」

「ゆうひは子供じゃない！」

「でも、ふたりのアルテミスコードから生まれたんでしょ？」

「…………」

　アリサの決定的な言葉で、会話のすれ違ちがいを宗そう太たは把は握あくした。

　体の力が抜けていく。

「子作りって、アルテミスコードのことか？」

「うん」

「……そうだよな」

　乾かわきに乾いた笑えみがもれる。

「あ、もしかして、もっと肉感的で官能的な方を想像しちゃってたの？」

「してない！」

「しかるべき恋愛の手順を踏んだ後でなら、してもいいけど、私としても楽しくないよ、きっと。痛がらないから、最初でも面めん倒どうはないと思うけど、気持ちよくもなれないから、マグロだよ、マグロ。それも冷凍マグロ」

「お願いだから、少し黙ってくれ」

「というような話を、ひなたちゃんとゆうひちゃんを交まじえてした方がいいなら、今からでも呼ぼうと思うけど、どうしようか？」

「呼ばなくていい！」

　そんなことをすれば、どんな修しゆ羅ら場ばになったか。考えただけでも恐ろしい。

「……ごめん。なんか、私、空気読めてないよね」

　急にしゅんとなったアリサが、ようやく宗太の上からどいた。仰あお向むけのままの宗太の隣に、膝ひざを抱かかえて座る。

「昔はこんなじゃなかったんだけど、体の感覚が消えてからかな。なんか、人の迷惑とかも上う手まく想像ができなくなっちゃって」

「いつからなんだ？」

「かぐや姫になったのは三年前」

「ここには？」

「銀ぎんの箱はこ舟ぶねにはもう十年はいる」

「……長いな」

「でも、この先に待っている人生よりはきっと短い」

　アリサの表情から余裕が消えた。

「だから、その明るい未来のために、宗太には協力してほしいの」

「それが子作りなのか？」

「うん。宗そう太たは世界初の子こ種だねの持ち主なんだから。あたしを救えるのは宗太だけなの」

　航わたるが宗太に突つっかかってくる理由が、少しだけわかったような気がした。

「だって、死にたくはないでしょ？　かぐや姫だからって理由だけで」

「それはそうだろうな」

「というわけだから、子作り、ね？　もちろん、チャイルドコードを作るって意味の」

「いや、それとこれとは話が別だ」

「え～！」

「だいたい、どうして、こうなったかは、僕にもわかってない。次も上う手まくいくとは限らない」

「うん、わかってる、そんなこと。けど、希望くらいにはなってくれてもいいでしょ？　なんなら、報ほう酬しゆうに本番の子作りもつけるから」

「……冷凍マグロならいらないぞ」

「え、え～っと、だったら、ちゃんと演技するよ？」

「それ、めちゃくちゃ虚むなしくないか？」

「あはは、だよねえ」

　アリサも草の上に仰あお向むけになる。

　横を見ると、目が合った。

「なんか、航とか、百もも花かの話に出てくるイメージと違ちがうな」

「ん？　あの子たちはなんて？」

「航ははっきりした言葉で言わないけど、すごく慕したっているのは伝わってくる。アリサの力になりたがってる。百花も、随ずい分ぶんとアリサを大人おとなだって感じているように思えたけどな」

「本物は子供っぽい？」

「……というより、なんか、テンポが合わない」

「それ、傷付くな～。けど、そっか。あの子たちから見たら、私たちも大人みたいなもんなんだろうね。全然違うのに。こんなに、かぐや姫であることに怯おびえてるのに」

　アリサが空にかざした手は、かすかに震ふるえている。

「死にたくはないから。やりたいことを全部やりきるまでは。絶対に死ねない」

「それを言うために、僕を呼び出したのか」

「半分はそう。もう半分は、見せたいものがあるから」

　そう言って、アリサが立ち上がる。

「宗太はそのままでいいよ」

　起き上がろうとする宗太に、アリサが片目を瞑つむった。

「振り回したお礼に、とてもすごいものを見せてあげる」

　言い終えると、アリサは起伏の激しい感情の一いつ切さいを仕し舞まった。残ったのは、神秘的にすら思える美しさだった。

「これが、私の能力」

　アリサが目を閉じる。

　その瞬しゆん間かん、アリサの全身からアルテミスコードが溢あふれ出だした。幾いく千せん、幾万、幾億の文字式がまるで星空を作り出すように広がった。直径にして、十メートルほどの空間が、輝きに満たされる。宇宙空間にいるような気分にさせられた。

　驚く宗そう太たに、いつのまにか目を開けていたアリサが微笑ほほえむ。

「こんなのは、なんでもないよ」

　確かに、まだアルテミスコードを展開しただけで、能力は発動していない。

「空を見て」

　言われるままに、本物の空に目を向ける。先ほどまでと同様、分厚い雲に覆おおわれ、どんよりとしていた。

「最高の星空を宗太に贈ります」

　再び瞳ひとみを閉じたアリサがアルテミスコードを発動させた。アリサの作った小さな宇宙で星々が瞬またたき、躍やく動どうする。光が舞い、アリサの周囲を飛び回る。

　航わたるが心しん酔すいする一いつ端たんを垣かい間ま見みた気がした。

　はるか上空の空を埋め尽くす分厚い雲の真ん中に、小さな穴ができた。ほんの少しだけ、星空が顔を覗のぞかせる。それを、宗太は綺き麗れいだと思った。

　だが、それで終わることはない。見る見る雲くも間まは広がり、生き物のように場所を空けていく。まるで、神の命に従うように、空から一いつ切さいの雲がなくなった。

　待っていたのは、満天の星空。

　言葉を失った。

「あれ？　感動しないの？」

　アリサの声が遠くに聞こえる。

　無数の星が、会話でもするように瞬またたき合あっている。

　意識は夜空へと上り、体の感覚が自分の肉体から飛び出していく。

　緑の葉と、土の匂においがする。

　風が鳴っている。

　空気は澄んでいる。

　はるか彼方かなたの星々は瞬き、そして、光り輝く。

　こんなにも世界は色づき、息づいていることを宗太はこの瞬間に理解した。

　今ならわかる。感じられる。

　目覚めてからずっと付きまとっていた曖あい昧まいな疑問が言葉になり、星々が語りかけてくる。

　命とは何なのか。

　死とは何なのか。

　人とは何なのか。

　そして、自分とは、真さな田だ宗そう太たとは何なのか。

　世界の広さを知ったような気がした。自分の世界の狭さを痛感したような気がした。それらすべてが錯さつ覚かくに過ぎないことを理解できたような気がした。

　下らないことに悩んでいた過去の自分が幼く思えた。

　そして、最後には、自分の鼓こ動どうが聞こえてきた。

　わけもわからずに笑い声が出た。

　わけもわからずに涙が溢あふれた。

「……なんだよ、これ……そうか……そうだよな……僕は生きてるんだ」

　それが無む性しように嬉うれしくて、悲しくて、面おも白しろくて、愛いとしいと思えた。

「そんな感想を言ったのは、宗太がはじめてだよ」

「これがアリサの力か」

「うん。森しん羅ら万ばん象しよう支配能力ってドイエさんは言ってる」

「真夏の月つき乃の宮みやに、雪を降らせることもできるんだな」

「もちろん」

「そうか……」

　それ以上、追求の言葉は出てこない。

　必要がなくなっていた。過去は意味をなさない。宗太がすべきは、目指すべき未来を見定めることだ。そのための一歩を踏み出すことだ。

　自分はこれからどうするべきなのか。

　その答えがはっきりと宗太には見えていた。

「僕は……生きてる……」

　再度口に出し、想いを嚙かみ締しめる。それから、心の中でもう一度だけ同じ言葉を宗太は呟つぶやいた。

　生きている、と。




　　　　　　　　４




　翌日、宗太が目を覚ましたのは、日が高く昇ってからだった。

　寝起きはいい方だが、今日きようばかりは頭もすっきりしていない。原因は昨日きのうの夜よ更ふかしと、過か剰じような運動にあるのだろう。

　気だるさを振ふり払はらいながら、なんとか身を起こす。

　二の腕と、ふくらはぎに、筋肉痛の張りを感じた。子供たちと一いつ緒しよになって遊び、航わたるとじゃれ合っていた結果なのは間ま違ちがいなかった。

　窓の外からは、その子供たちの賑にぎやかな声が聞こえる。疲れなど感じさせず、今日きようも元気一杯に遊んでいる。

　その中に、ゆうひの声も見つけた。

　ベッドに腰こし掛かけて、縁ふちから足だけを下ろして楽な姿勢を取る。

　部屋のドアが開き、乾いた洗濯物を抱かかえたひなたが戻もどってきた。

「あ、宗そう太たさん、おはようございます」

「おはよう」

　ひなたが自分の使っているベッドの上に、洗濯物を下ろした。

　ひとつずつ、丁てい寧ねいにたたんでいく。

　宗太はその姿を、ぼんやりと眺ながめる。なかなか、頭が冴さえてこない。

　しばらくすると、ひなたの手がぴたりと止まった。

「宗太さん」

「ん？」

「あ、あの……お話したいことがあります」

　宗太に向むき直なおったひなたは、少し緊張した面おも持もちだった。

「どうしたんだ？　改まって」

「そこに座ってください」

「……いや、もう座ってるけど」

「そ、そうですか」

　ひなたが隣にやってきて、ちょこんと腰を下ろす。

「昨晩はどこに行ってたんですか？」

「え、ああ……その話か」

「随分と帰りが遅かったみたいですけど」

「起きてたのか？」

「……たぶん、二時ぐらいまでは」

　宗太が部屋に戻ってきたのは、三時を過ぎてからだ。満天の星空の魅力に取り付かれ、裏庭の丘から離れられなくなっていた。

「……宗太さん、今日はいい香りがしてます」

　何のことかわからずに、鼻に意識を集中した。確かに、甘い香りがする。

「これ、香水ですよね？」

　ひなたのむくれ顔が、宗太を咎とがめている。

　可能性はひとつしかない。昨晩、伊だ達てアリサに押し倒されたときに、彼女の香水の匂においが服についたのだろう。殆ほとんど刺激がないせいで、外では気がつかなかったのだ。

「ど、どうなんですか！」

　ずいっとひなたが身を乗り出してくる。

「これは、だな……その……」

「べ、別にいいんですよ。宗そう太たさんが誰だれに会っていても……」

「え？」

「ほ、ほんとはあんまりよくはないですけど、信じてますから」

　声は次第に小さくなり、ひなたは下を向いてしまった。

「け、けどですね……た、たまには」

「たまには？」

「わっ、わたしも、その……宗太さん分を補ほ給きゆうしたかったり、したくなくなかったりするんですよ。こ、このところ、あんまり、そういうことがなくてですね……もしかして、もうわたしには、飽きてしまったのではないかと、不安に思うこともあって……」

　言葉の途中で、宗太はひなたの肩を抱き寄せた。俯うつむいたひなたの顔を覗のぞき込こむようにして、唇くちびるを重ねる。

　そのまま、ベッドにひなたを押し倒した。

　顔を離すと、恍こう惚こつの表情をひなたが浮かべていた。

「補給はできた？」

「ま、まだまだ足りません……もっとください」

　頰ほおに触れ、再び顔を近づけようとしたところでドアが開いた。

　ドアノブを握ったまま、百もも花かが硬こう直ちよくしている。

　宗太と目が合った。

　百花が、宗太とひなたを交互に見る。それから、見る見る真っ赤に茹ゆで上あがり、口をぱくぱくさせたかと思うと、両手で顔を覆おおってうずくまってしまった。

「な、なにしてるのよっ！」

「何か用か？」

　指の隙すき間まから、百花が窺うかがってくる。

「い、いいから、離れなさいよっ！」

　今も、宗太はひなたを押し倒した体勢のままだ。

「いや、大した用事でなければ、話を聞いたあとで続きをしようかと」

「冷静に答えるな！」

「続き……そ、それって！　わ、わたし、心の準備はできてますけど、今はだめですよ！　百花ちゃんの前でそんなこと言ったら！　は、恥ずかしいです……」

「いや、そんな嬉うれしそうな顔で言われても説得力がないぞ」

「し、してませんよ！　嬉しそうな顔なんて！　ちゃっ、ちゃんと我慢してます！」

「いい加か減げん、離れてって言ってるでしょうが!!」

　激しく取り乱した百もも花かが不ふ憫びんに思えてきて、宗そう太たはベッドから下りた。ひなたのことも引っ張り起こした。

　しゃがみ込んだ百花の耳は、未いまだに赤く染そまっている。

「百花、もういいぞ」

「ほ、ほんと？　うっ、うそだったらぶっとばすからねっ！」

「だいじょうぶですよ」

　ひなたの声で、やっと安心したのか、百花が顔を上げる。

　怨おん念ねんのこもった目つきで、宗太を呪のろってくる。

「……あんた！　アリサとの約束破やぶって、なにしてるのよ！」

「約束？」

「アリサ？」

　宗太とひなたの疑問が重なる。

　百花は一度ひなたを見て、それでも宗太の方を優先した。

「昨日きのう、アリサから言われたでしょ？　いいから早くきて」

　そう言って百花は宗太の手を取ると、部屋から引っ張っていくのだった。




　百花に連れてこられたのは、児童施設にある広いキッチンだった。ステンレスのテーブルには、じゃがいも、にんじん、たまねぎが山になって置かれている。

「カレーでも作るのか？」

「宗太がね」

　さらっと百花が言った。

「説明してもらってもいいか？」

　わけもわからずに、宗太が聞き返す。

　百花の表情にも疑ぎ問もん符ふが浮かんだ。

「アリサから聞いてないの？」

「できれば、そのアリサに、ひなたを会わせたいんだけど」

　一いつ緒しよに来たひなたも理解が追いついていない様よう子すで首を傾かしげている。

「アリサならいないよ。ドイエと出かけてる。しばらく戻もどらないから、食事の用意とかは、宗太に頼んどくって言ってたけど……」

「……聞いてない」

　百花が乾かわいた笑えみを浮かべて沈黙した。

「ふたりはいつ戻るんだ？　ドイエさんにも話したいことがあるんだけど」

「……たぶん、一ヶ月は帰らないと思う」

　事態の深刻さを少し理解したのか、百もも花かの頰ほおは強こわ張ばっている。

「宗そう太たって、もしかして料理できないとか？」

「いや、それはできるけど……」

　キッチンの食材を見渡す。何度見ても、じゃがいも、にんじん、たまねぎの山だ。

「これ、カレーかシチューの二に択たくだぞ……」

「アリサはそのふたつしか作れないから」

　哀あわれみを込めて、宗太は百花を見た。

「案外平気よ。朝と昼は療りよう養よう所じよの人が作ってくれるから」

　それにしても、夜はカレーかシチューということになる。

「みんな、アリサのことが好きだから文もん句くなんか言わないし。喜んで食べてる。味の方はいまいちなんだけど……」

「感覚がないんだもんな。それはそうなるだろ」

　宗太はじゃがいもをひとつ手に取ると、それを百花に渡した。

「なに、これ？」

「まさか、僕ひとりにやらせるつもりじゃないだろ？」

「えっ!?　でも、あたし……」

　そこに、ゆうひを連れて、航わたるがやってきた。

「何やってんだ、宗太？」

「そーた、お料理するなら、ゆうひもやるー」

　駆け寄ってきたゆうひが、宗太の太ももに組みついてきた。

　一いつ緒しよに手を洗い、ゆうひをテーブルの椅い子すに座らせる。へたを取ったたまねぎを持たせると、一いつ生しよう懸けん命めい剝むき始めた。

　宗太は勝ち誇った笑えみを百花に向ける。

「わ、わかったわよ。やればいいんでしょ……」

「百花はひなたに教えてもらえばいいよ」

　宗太の手渡した包丁を器用に操あやつり、ひなたがじゃがいもの皮を剝いていく。

「すごい……」

「すげえ」

　百花と航の声がかぶった。

「誰だれでも練習すれば、できるようになりますよ」

　ひなたが言うと説得力がある。

　それから、航も巻き込んで、宗太は夕食の準備に取りかかることになった。

　最初はいびつに剝かれたじゃがいもも、少しずつ形がよくなっていく。宗太は鍋なべを火にかけながら、ゆうひと一緒にたまねぎを切った。

「そーた、目が……。涙が出る」

　宗そう太たのシャツにゆうひが顔を擦こすり付つけてくる。

「たまねぎ嫌きらい……ゆうひをいじめるよ」

　機き嫌げんを損そこねたゆうひをなだめながら、宗太は何か聞きたそうにしているひなたに目を向けた。

　恐らく、気にしているのは、アリサのことだ。

　下ごしらえが終わり、鍋なべに具を入れたところで、宗太は昨晩のことを全部ひなたに話して聞かせた。

　伊だ達てアリサという少女に会ったこと。

　彼女が七人目のかぐや姫であること。

　ひなたが光を失っているように、アリサには体の感覚がないこと。

　当然、銀ぎんの箱はこ舟ぶねの一員であること。

　それから、八月の満月に怯おびえていることを伝えた。

「七人目……かぐや姫」

　それ以上の言葉は出てこないようだった。

「僕も驚いたよ」

　アリサに関する話をしている間に、ゆうひは疲れて眠ってしまった。航わたると百もも花かはカレーの鍋の中をじっと観察している。

　おいしそうな湯気が上がっている。

　味見するために宗太が近づくと、振り向いた百花と目が合った。きりっとした雰ふん囲い気きを崩くずさずに、何か言いたそうな顔をしている。

「僕に文もん句くでもあるのか？」

「あんた、あたしが文句しか言わないと思ってるでしょ」

「そうじゃん」

　余よ計けいなことを言った航に、百花の鉄てつ拳けん制せい裁さいが加えられる。

　頭を抱かかえて航がしゃがみ込んだ。

「航も殴なぐられるのわかってて、わざわざ言わないようにな」

「俺が悪いのかよ！」

「少しだけ悪いかな……百花のことも、ちょっとはだな……」

　百花を横目で見ると、すごい目で宗太を睨にらんでいた。

「それ以上言ったら……殺し……はしないけど、半殺しにするわよ」

　途中で訂正された百花の言葉に、思わず笑えみが零こぼれる。以前、宗太が言ったことを、理解してくれている証しよう拠こだ。

「気持ち悪いから、にやにやしないでよ！」

「何か言いたいことがあるんじゃないのか？」

　味見を済ませ、逸それた話題を戻もどしながら、宗そう太たは鍋なべから離れ、テーブルに寄りかかるひなたの隣に移動した。

　その宗太とひなたに、百もも花かの目は向けられている。

「あのさ。ふたりは付き合ってるんでしょ？　さっきもあんなことしてたくらいだし」

　ふたり一いつ緒しよに頷うなずいた。

「ひなたは、宗太のどこがよかったの？」

「あ、それ、俺も聞きたい。ひなたお姉ねえちゃんは、宗太なんかにはもったいないって」

「酷ひどい言われようだな」

　全員の視線がひなたに注そそがれる。

　それがわかっているはずなのに、ひなたはきょとんとしている。

「え、えっと……何を答えたらいいのか、よくわからないんですけど」

「そりゃそうだよな。宗太にいいところなんてないもんな」

「い、いえ、そうではなくて、宗太さんがすばらしい人なのは、わざわざ口にして言うようなことじゃないと思います」

　口を開けたまま、百花と航わたるが文字通り絶句している。

「あ、あれ？　わたし、変なこと言いましたか？」

「聞いたあたしが馬ば鹿かだったのかも。そんなの普段のひなたを見てれば、わかることだった……」

「じゃ、じゃあさ。ふたりはどうやって恋人同士になったんだ？」

　立たち直なおった航がすぐさま質問をぶつけてくる。

「わたしが、告白したのがきっかけで、いいんですよね？」

　確認してきたひなたに、宗太はただ相あい槌づちを打った。

「うそっ、信じられねえ」

「航が、僕をどう思っているか、本当によくわかったよ」

「だって、宗太冴さえねえし」

「そんなことないですよ！」

　自信満々のひなたに、航は何も言えなくなった。

「なんか、もうほんと、わけがわからなくなった……」

　カレーの鍋に向かって、百花はひとりで何か言っていた。

　特にかける言葉も思いつかなかったので、宗太は放ほっておくことにした。それから、空気でも入れ替えようと窓を開ける。西の空は茜あかね色いろに染そまっていた。

　窓の外に長い影が落ちていた。療りよう養よう所じよの影だ。その屋上部分に、人の形をした出でっ張ぱりを見つけた。

　反射的に顔を上げて屋上を確認する。フェンスから遠ざかっていく少年の後姿が目に入った。年齢は宗そう太たと同じぐらいではないだろうか。

「なあ、療りよう養よう所じよに僕と同い年くらいのやつっていたか？」

「ああ。それなら、倫りんだろ」

　興味なさそうに航わたるが答える。ぐつぐつと音を立てるカレーの鍋なべに夢中だ。

「倫？」

「銀ぎんの箱はこ舟ぶねの仲間のひとりよ」

　代わりに百花が教えてくれた。

「宗太も会ったことあったはずでしょ？」

「え？」

「……カラスって言えばわかる？」

　体に緊張が走った。

　他人の体を乗っ取るアルテミスコードを持つ人物。七月のテロのときに一度は接触している。

　宗太の手をひなたが握ってきた。

「百花、航、鍋頼んだぞ。適当なところでかき回してくれ」

　返事を待たずに、ひなたの手を引いて宗太は走り出した。

「あ、ちょっと、適当なところっていつよ！」

　百花の叫びは無視した。




　屋上のドアを開けると、眩まぶしい西日に宗太は目を細めた。

　宗太の立てた物音に、車くるま椅い子すに座る背中がわずかに反応した。細い腕が車輪を操あやつり、百八十度回転する。

　年齢は宗太より少し上だろうか。ライトグリーンの肩かた掛かけを羽は織おり、無む造ぞう作さに伸びたストレートの黒くろ髪かみの隙すき間まから、濁にごった目で宗太を見ている。

「なんだ、真さな田だ宗太か」

　生なま意い気きな少年を思わせる口く調ちようには、確かに聞き覚えがあった。

「この姿で会うのは初めてだったね」

「本当に、カラスなんだな」

　何か言おうとしたカラスが背中を丸めて咳せき込こんだ。嫌いやな咳せきだった。

　命のともし火がか細く揺ゆれている。今にも消えそうだ。

　それが死相なのだと理解するのに、時間はかからなかった。

「お前は……死ぬのか」

　悲しみも哀あわれもない。あるのはその事実だけだった。

「言いにくいことを、さらっと言うやつだね」

　指摘されても、宗太の中に戸と惑まどいはなかった。死を見過ごしたわけではない。受け止めた上で、カラスと向き合うことができた。

「人はいつか死ぬ。僕もお前も。例外はないんだ」

「それは違ちがうね」

「違う？」

「僕はもう死んでいるんだ」

　視線で説明を求めたが、カラスは車くるま椅い子すを反転させ、宗そう太たの追及から逃のがれた。失った何かに想おもいをはせるように、天を仰あおぐ。

　宗太も空を見た。今、そこに星空はない。いや、星はいつだってそこにあるが、昼間は見えないのだ。

「翼つばさのないカラスは、生きているとは言えないんだよ」

　含みを持った言葉の意味がわからない宗太ではなかった。

「……もうアルテミスコードを使えないのか」

「使えたら、お前の体を奪うばってやったのに。そして、ここから飛び降りてやったよ。命拾いしたね」

「そんなこと、わたしがさせません」

　きっぱりとした口く調ちようでひなたが口を挟はさむ。

　カラスの顔が、不ふ機き嫌げんに歪ゆがんだ。

「かぐや姫は嫌きらいだ。裏切り者を思い出す」

　苦にが々にがしい口元からは、憎ぞう悪おを通り越し、怨おん念ねんに到達した恨うらみが浮き彫りになっていた。

「あいつが邪じや魔まをしなければ、裏切ったりしなければ、月は僕たちのものになっていたのに。月のかけらの落下で死んだ人たちを蘇よみがえらせることができたのに」

　血走ったカラスの目にどす黒い光が宿る。

「……上うえ杉すぎ杏あん奈なのことか？　やはり、彼女も銀ぎんの箱はこ舟ぶねだったのか？」

「何を聞いていたんだい？　言ったろ、裏切り者だって」

「なら、なぜ、裏切った？」

「僕が知るわけない。知りたくもない。そんなことは杏奈に聞きなよ」

　それもそうだと思い、宗太は諦あきらめてカラスの隣に移動した。

　遠くの景色を眺ながめたあとで、カラスに視線を移す。

　瘦やせこけた頰ほお。疲れきった目。絶望がそこにはあった。

「お前のようなやつまでやってくるなんて、銀の箱舟も変わったよ」

「変わらないものなんてない」

「わかったような口を利きくな」

　そこで再びカラスが喉のどを絡からませた。

「……ここに来てからよく考えていた。生とは、死とは、人とは、自分とは何なんだろうって」

「僕は死だ」

　救いなど求めていない声こわ音ねだった。カラスの結論に、宗そう太たは否定も肯定も返さない。

　苦しそうに咳せき込こみながらも、カラスはさらに続けた。

「生き返らせることが目的だったんだ……月のかけらの落下で死んだ大切な人たちを……。なのに、今じゃ、ムーンチャイルドの救済が、銀ぎんの箱はこ舟ぶねの活動理念になってる。みんないなくなった。誠せい志しも、杏あん奈なも、明あき人とも……。そして、僕もいなくなる」

「……誠志？」

　カラスが鼻を鳴らした。

「なんだ、ドイエから聞いていないのか？　上うえ杉すぎ誠志。杏奈の兄だよ。銀の箱舟の兄でもあった……」

「どうして死んだんだ？」

「お前に話す理由はない」

　言葉以上に強い否定を感じた。土足で踏み入るものを排はい斥せきする拒絶だった。

　カラスの目が遠くの空に向けられる。

　すべてを受け入れ、すべてを諦あきらめた目。終わりを知るものの目だった。

「会う機会があれば、中なか条じようの話をするんだと思ってた」

　カラスはもう何も言ってこない。宗太を無視して、テラスを出て行こうとする。

　離れていく車くるま椅い子すの背中に、それでも宗太は声をかけた。

「お前の名前は？」

「カラス」

「百もも花かから、倫りんって名前は聞いてる」

「教える理由はないよ」

「教えてくれない理由もないだろう？」

　肩かた掛かけに守られた背中は沈黙している。

「宇う佐さ美み…………宇佐美倫だ」

　小さな声だった。

　それを最後に、宇佐美倫は宗太の前から姿を消した。

　重たい音を立て、扉とびらが閉まると、屋上にはやるせなさが置き去りにされていた。

　心細さに耐えるように、ひなたが腕にしがみ付いてきた。

「ひなた？」

「どこにも行かないですよね？　宗太さんは……」

「当たり前だろ。どこかに行くなら、ひなたとゆうひも一いつ緒しよだ」

　宗太はひなたの頭を引き寄せ、胸に抱いた。

　いつか終わりはくる。

　だが、まだ終わりがきたわけではない。きたわけではないのだ。
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　白い息が三つ、空に上がっては消えていく。

　晴れた日の夜には、ひなたとゆうひを連れて、裏山の丘から星を見るのが宗そう太たの習慣になっていた。

　この星空と出会って、すでに一ヶ月が経過している。

　その間、ドイエとアリサは児童施設に戻もどってくることはなかった。

　昨日きのうで十二月を迎えた。今日きようは二日だ。

　生死の境さかいを彷徨さまようほどの大おお怪け我がを負い、銀ぎんの箱はこ舟ぶねに助けられてから三ヶ月が流れたことになる。

　航わたるや百もも花か、他の子供たちに振り回される生活にもすっかり馴な染じんでいた。そんな自分がなんだかおかしくて、宗太は喉のどの奥で笑った。

　その横で、ゆうひが星を捕つかまえようと手を伸ばす。小さな手が、閉じたり、開いたりを繰り返していた。

「宗太さんは、いつも、この空を見て、何を考えているんですか？」

「……別にたいしたことじゃないよ。なんか、生きてるってすごいなあって」

「……わたしも、今はそう思います」

「あのまま、死んでたかもしれないってことが、頭から離れなくてさ……。別のことを考えていても、気がつくとそこに戻ってるんだ」

「ゆうひはね、そーたのこと考えてるよ」

　体を起こしたゆうひが、宗太に覆おおい被かぶさってくる。

「いつも、いつも、そーたのこと考えてるよ」

「そっか、ありがとな」

　ゆうひのやわらかい頰ほおに指で触れながら、宗太は穏おだやかな声でそう言った。

「わ、わたしだって、宗太さんのこと、いつも想おもってますよ！」

　ひなたの必死さがおかしくて、声を上げて笑った。ゆうひが大声を出したらだめだと、唇くちびるを尖とがらせる。その横で、ひなたもほっぺたを膨ふくらませている。

「わ、笑わなくてもいいじゃないですか……」

「ごめん」

　拗すねたひなたの手をぎゅっと握った。すると、ひなたの方も握り返してくる。それだけで機き嫌げんは直なおったらしく、浮かれた様よう子すで今度は笑顔を向けてきた。

　そろそろ部屋に戻ろうと思い、宗太はふたりの手を握ったまま立ち上がった。

　ゆうひが腕にぶら下がってくる。

「ねえ、そーた、いつまでここにいるの？」

「ゆうひは、ここ嫌きらいか？」

　その問いかけに、少しの間、ゆうひが考え込む。

「ううん。そーたとひなたがいるからへーき。でも、みゃーことかつばめがいる方がもっと楽しいよ」

「そうだな」

　宗そう太たの手が自然とゆうひの頭に伸びる。当たり前のことを、当たり前に口にできるゆうひの純粋さが、体の中心を温めてくれる。

　それは月つき乃の宮みやでの生活を思い出したときの感情に似にていた。

「ひなたも帰りたいか？」

「できれば、月乃宮に戻もどりたいです。けど、戻っても前と同じ生活はできませんよね？　黒くろ田ださんや、京みやこ先せん輩ぱいたちに迷惑をかけるだけかもしれません……そう思うと……」

　三ヶ月前の出で来き事ごとが、尾を引いているのは確実だ。戻れば、宗太やひなた、ゆうひの願いや想おもいなど関係なく、政府やその他の機関の判断によって、自由が剝はく奪だつされる可能性が高い。自分たちに対して、どのような決断が下されたのかはわからない。わからないが、明るい未来が待っていることはない。

　大切なものは自分で守らなければならない。

　だから、宗太はその手段のひとつとして、銀ぎんの箱はこ舟ぶねに接触することを考えた。三ヶ月前のあの日に。

「宗太さんは、銀の箱舟に協力するんですか？」

　ひなたは俯うつむいたまま、呟つぶやくようにもらした。

　恐らく、この三ヶ月、ずっと胸に抱きながら、ひなたが口に出せなかった言葉だ。深い傷を負った宗太を困らせないように、黙っていてくれたのだ。

　宗太の傷も完かん治ちし、体力も全快したことで、このままではいけないと思ったのだろう。

　表情を曇くもらせたひなたが、宗太の返事を待っている。ゆうひも、何か大事な話をしているのを理解したのか、黙って大人おとなしくしている。

　今後、どうするのか。その答えと覚かく悟ごは、もう随ずい分ぶんと前に出ていた。

　初めて、この星空と向き合ったときに出ていたのだ。

「明日あした、月乃宮に帰ろう」

「え？」

　驚いた顔をひなたが上げた。

「かえるの？」

　ゆうひが不ふ思し議ぎそうに首を捻ひねる。

「それがお前の覚かく悟ごか。真さな田だ宗そう太た」

　突然の声にも、宗太は落ち着いていた。

「立ち聞きなんて真ま似ね、神父様のすることじゃないと思いますよ」

　レイモン・ドイエが丘を登ってくる。

「我々と共に、月つき乃の宮みやにムーンチャイルドの楽園を築く気はないというのだな」

「……助けてもらったことには感謝しています。けど、僕はあなた方には協力できません」

「なぜ、我々の誘さそいを拒こばむ。お前も、自分たちを守れる安あん住じゆうの地がほしくて、我々に接触してきたのだろう？　月乃宮をムーンチャイルドの自治区として日本政府から勝ち取る我々の計画に救いを求めて。それが自分たちを守る唯ゆい一いつ無む二にの方法だと思ったからこそ」

「そうですね」

　宗太の目の前に到達したドイエが見下ろしてくる。

「ならば、なぜ、お前は月乃宮に帰るなどという戯ざれ言ごとを口にする。待っているのは、平へい穏おんな生活などではなく、かぐや姫とチャイルドコードを取り巻く汚い思おも惑わくだけだぞ。悲ひ惨さんな末まつ路ろしかその先にはない」

「わかっています」

「竹たけ中なか伸しん三ぞうの起こした事件のおかげで、ムーンチャイルドに対する差別意識は高まる一方だ。過去最悪の状況と言ってもいいだろう」

　当事者として現場にいたのだ。そうなることも、宗太にとっては想像の範はん疇ちゆうだった。

「お前も知っているのだろう？　願うだけでは叶かなわない。ねだるだけでは与えられない。権利とは勝ち取らなければならないものであることを」

　ドイエが握った拳こぶしを宗太の胸に押し付けてきた。

「辛つらい想おもいを叫ぼうとも、苦しみを訴うつたえかけようとも、その声は誰だれにも届かないのだ。当たり前の権利を主張しても、世界や社会はムーンチャイルドを受け入れない。だからこそ、銀ぎんの箱はこ舟ぶねは政府から月乃宮を奪うばい取とる。力づくでもな」

「僕もそう思っていましたよ。もう、道はそれしか残っていないんだと」

「今は違ちがうというのか」

　宗太は深く頷うなずいた。

「僕たちが抱かかえる問題は、力では解決できないんだってことに気づきました」

「そんなことはない」

　静かに宗太は首を振った。強い否定ではないが、不ふ思し議ぎと自信に溢あふれている。

「ほんの一部だけなら、解決できるかもしれません。けど、根本的な問題は残ります。普通の人がムーンチャイルドを恐れるという問題は消えないんですよ」

「お前は世界のすべてを浄じよう化かしようとでも言うのか？　憎しみも、軋あつ轢れきも、競争もない世界を作るとでも？　そうでもしなければ、お前のいう問題は解決しないのだぞ。所しよ詮せんは綺き麗れい事ごとだ。子供の世よ迷まい言ごとだ」

　宗そう太たはすぐには反論せずに、じっと白はく髪はつの神父の目を見み据すえた。

「……僕は、僕の好きな人たちが、当たり前の生活を送れれば、それで十分ですよ。その当たり前の生活が、銀ぎんの箱はこ舟ぶねと一いつ緒しよにいては壊こわれると思っただけです」

「ならば、お前はどうする？　ひとりで何ができる？」

「何もしません。特別なことはなにひとつ」

　ドイエの眉まゆが苛いら立だちに歪ゆがむ。

「お前は何を学んできた。柿かき崎ざき瑞みず希きの死に何を感じた？　中なか条じよう明あき人との嘆なげきに何を思った？　竹たけ中なか伸しん三ぞうという理り不ふ尽じんを前に、何ができたというのだ？」

「たくさんのことを学びました。僕だって馬ば鹿かじゃない」

　きつい言葉を浴びせてくるドイエを前にしても、宗太が怯ひるむことはなかった。感情の水面みなもを波立たせることなく、静かに受け止める。

　ドイエが言葉を詰つまらせた。そこに、宗太が想おもいを綴つづった。

「もう、時代は力を求めてはいないんですよ」

「なんだと？」

「力は忌いむべき存在になったんだと僕は思います。力で何かを変えるのは時代遅れなんですよ」

　宗太の言葉が意外だったのが、難しい顔をしてドイエが黙り込む。

「銀の箱舟の計画が、どんなものかは知りません。けど、恐おそらくは月のアルテミスコードを利用するつもりですよね？　七月のテロのときのように」

　ドイエは何も言わない。それを宗太は肯定と取った。

「月のアルテミスコードを手しゆ中ちゆうに収おさめることができたなら、確かに、政府との交渉で、月つき乃の宮みやを切り離すことも可能かもしれません。力づくで奪うばうことも可能だと思います。けど、それに成功したところで、世よ論ろんは銀の箱舟に反発し、絶対にあなた方を受け入れようとはしないでしょう」

「そんなことか」

　笑い飛ばすようにゆるんだ口元を、ドイエが一いつ瞬しゆんにして引ひき締しめた。宗太の哀あわれむような視線がそうさせた。

「本当に怖いのは、たったひとりの強い感情なんかじゃないんですよ。漫まん然ぜんと社会に漂ただよう人々の無自覚な悪意なんです。僕たちムーンチャイルドは、そうした目に見えないものとずっと戦ってきました。これが本当の敵です。自治区を作ったところで、僕たちの敵は、世界に残り続けます。銀の箱舟がアルテミスコードの力を見せ付けるつもりなら、敵はより強大な存在になるんですよ。わかりませんか？」

「それでも構わんよ。偽いつわりの平へい穏おんだということはわかっている。わかっていても、やらなければならない。ムーンチャイルドの絶望が、世界を満たす前に。何もせずに諦あきらめるというお前とは違ちがう」

「誰だれも諦あきらめるとは言ってません」

　ゆっくりと嚙かみ締しめるように、宗そう太たの唇くちびるは動いていた。

「……なら、どうする？」

「月つき乃の宮みやに戻もどって、普通の生活をします。ただし、ムーンチャイルドであることを、世せ間けんに明かした上で」

　驚きよう愕がくの表情をドイエが浮かべた。信じられないものを見るような目が、宗太に向けられている。

　ひなたが手を握ってきた。口元に、わずかな笑えみが浮かんでいる。

　そのおかげで、宗太の気持ちは一気に軽くなった。

　誰だれの同意を得られなくてもいい。この世でひとりだけ頷うなずいてくれればいい。ひなたが隣にいてくれるだけで十分だった。

　暗くら闇やみに飛び込む勇気がわいてくる。

「先に言っておきますけど、僕は正しよう気きです」

「正気の沙さ汰たではないな」

「隠かくし事ごとをしていては、他人からの理解は得られない。そんな当たり前のことに、今さら気づいたんですよ。自分をさらけ出すこともできないやつが、一方的に理解を求めるなんて甘えもいいところですからね。僕に変えられるのは、世界や社会じゃないんです。僕自身だけなんだってことを、この空が教えてくれました」

　今も頭上で星が瞬またたいている。

「お前の変化を人々が理解してくれるとでも思っているのか？　今までムーンチャイルドを無自覚に迫はく害がいしてきた連中の心が変わるとでも思っているのか？」

「わかりません」

「やはり、正気ではないな」

「三ヶ月前の僕なら、同じように言ったでしょうね。けど、考えが変わりました。他に、僕が納得できる方法は思いつきませんでした」

　少しの間、ドイエは沈黙を守った。考え事をするように、宗太の脇わきをすり抜け、丘を登っていく。十歩ほど進んだところで振り向き、宗太に答えを与えたという星空を見上げた。

　やがて、重苦しい口を開いた。

「もっと早くにお前を誘さそっておくべきだった」

「そうですね」

「……いや、これは不要な感かん傷しようだったな」

　真まっ直すぐに、ドイエの目が宗太を捉とらえる。

「お互いのために、ひとつだけ忠告をしておこう」

「何ですか？」

「月つき乃の宮みやに戻もどるのはやめておいた方がいい」

　自信を背負った声こわ音ねだった。

「銀ぎんの箱はこ舟ぶねの計画が動き出すからですか？」

「もう、動いているからだよ」

　口の端はしに勝かち誇ほこった笑えみが浮かぶ。瞳ひとみには確かつ固こたる決意を見た。

　穏おだやかだった宗そう太たに、一いつ瞬しゆんにして鋭さが宿る。

　その直後、ドイエの背後に、直径二メートルほどのアルテミスコードの円が浮かび上がった。見覚えがある。百もも花かのアルテミスコードだ。

　間かん髪はつを置おかずに、宗太はひなたの視力を補おぎない、ほぼ同時に、ひなたも重力支配の能力を展開させた。

　宗太とゆうひの盾たてになろうとひなたが前に出る。

　ドイエに仕し掛かけてくる気配はない。腕組みの姿勢で宗太たちを見下ろしていた。

　すると、ガラスが割れるような音が響き渡り、ドイエの背後の空間が砕くだけた。アルテミスコードが縁ふち取どった円の部分に、ぽっかりと穴が空あいている。その穴の先は、療りよう養よう所じよの裏庭の景け色しきが続いているのではなく、まったく別の光景が広がっていた。

　穴の向こうは豪ごう雪せつに見み舞まわれ、冷たい風と共に、雪が流れ出してきた。その中に、百花が立っている。何も言わず、悲ひ痛つうな眼まな差ざしで宗太を見ていた。

「同志として迎え入れたかったのは本ほん音ねだが致いたし方かたあるまい。これでも、お前たちを足止めするという最低限の目的は果たせた。不幸な再会がないことを祈っているぞ。真さな田だ宗太」

　高らかに謳うたうと、ドイエは飛とび退のき、穴の向こうに広がる雪の世界に足を踏み入れた。

　猛もう吹雪ふぶきの中に、宗太は見覚えのある建物を見つけた。

　月つき乃の宮みや高こう等とう学がつ校こうの校舎。雪を深く被かぶり、全体が凍こおりついている。それでも、見み間ま違ちがえるはずがなかった。

「うそ……」

　困こん惑わくを隠かくせずに、ひなたがそうもらした。

「事実だよ」

「アリサの能力か……」

「もはや、月乃宮は我々の手に落ちたのだ。そして、月もな」

　それを合図に、空が明るくなった気がした。青白い光が降ふり注そそぐ。脳天から足元にかけて、冷たいものが駆け抜ける。

　見上げた空には藍あい色いろの月があった。

「かぐや姫よりも、チャイルドコードよりも大きな力を、銀の箱舟は手しゆ中ちゆうに収おさめたのだ」

　宗太はぐっと足に力を込めた。右太ももに痛みはない。腹部にも違い和わ感かんはなかった。

「ひなた！」

　宗そう太たが叫さけぶと同時に、重力支配の能力を発動したひなたが突とつ進しんする。穴から吹ふき込こむ吹雪ふぶきを切きり裂さき、大地を抉えぐりながら距離を詰つめる。

　能力の射しや程ていまで、あと二メートル。

　ドイエは鼻で笑った。

　あと一メートル。

「間に合え！」

　無意識に宗太は叫んでいた。

　ひなたの射しや程てい内ないに、ドイエを捉とらえた。だが、一いつ瞬しゆん早く、百もも花かが目を閉じた。

「……次に会ったときは、容よう赦しやしないから」

　その声を最後に、穴は閉ざされた。

　何事もなかったように、空間は元に戻もどっている。氷と雪に覆おおわれた月つき乃の宮みやなどそこにはなく、あるのは裏庭の丘の光景だった。

　戻ってきたひなたがアルテミスコードを体に仕し舞まう。

　ごめんなさいと口にされる前に、頭をそっと撫なでた。

「月乃宮に帰ろう」

　悔くやしさをぐっと堪こらえる。

　今、考えるべきは、どうやって月乃宮に戻るかだ。

「でも、どうやって」

「まずは山を降りるしかないな。ここがどこかもわかっていないんだ」

　歯は痒がゆいが、他に方法もない。

「いつ、月乃宮に戻れるかわかりませんね……」

　ひなたの表情が沈む。

「早くしたいの？」

　首を傾かしげたゆうひが見上げてくる。

「ああ、そうだよ」

「なら、みゃーこみたいに、ぱってとべばいいのに」

「それができたらいいんだけどな」

　ここに京みやこはいない。

　宗太のアルテミスコードで視界を繫つなぎ、迎えにきてもらうにしても、能力の射程圏内までは近づかなくてはならない。さすがに月乃宮まで、宗太の力は及およばない。

「ゆうひもできるよ」

　何を言われたのか、わからなかった。

「できるよ」

　純真さで満たされた藍あい色いろの瞳ひとみが見上げている。

「……できるって、瞬しゆん間かん移い動どうをか？」

「うん」

　ゆうひの小さな手が伸びてきて、戸と惑まどう宗そう太たの左手と、ひなたの右手を取った。そのふたつを繫つなぎ合あわせる。

　すると、宗太とひなたの手首から肘ひじにかけて、左右対称の文字式が浮かび上がった。チャイルドコードだ。その直後、ゆうひの体からも文字式が溢あふれ出だし、見知った幾き何か学がく模も様ようを描く。まさしく、京みやこの持つアルテミスコードそのものだった。

「どうして、ゆうひが!?」

「おぼえたの」

　驚きを隠かくせない宗太をよそに、ゆうひは平然と答えた。

　口から出かけた疑問は吞のみ込こんだ。今はゆうひを問とい詰つめている場合ではない。

「宗太さん」

　握にぎった手から、ひなたの決意が伝わってくる。月つき乃の宮みやに戻れば、銀ぎんの箱はこ舟ぶねとの衝しよう突とつは避さけられない。

「いいんだな？　どこか、別の街に逃げて、三人で暮らすって考えもあるんだぞ？」

「わたしにとって、月乃宮は特別なんです。だって、宗太さんと出会った街なんですから。だから、帰りたいんです」

「ゆうひも同じだよ」

「そっか。そうだよな」

　想いを胸の中で嚙かみ締しめる。

「よし、月乃宮に帰ろう」

「はい」

「うん」

　ふたつの返事が重なった。

　宗太は目を閉じて、月乃宮を強くイメージする。その直後、三人の姿は星空の下から消えた。

　藍色の月が、その輝きを増していく。
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　厚生労働省の官舎の一室で、スーツ姿の小こ柄がらな男と、修しゆう道どう衣いをまとった少女が向き合っていた。

「ようやく、死神の登場ですか」

　１ＬＤＫの室内には、家具や電化製品、生活用品の一いつ切さいがなく、完全に空からっぽの状態になっている。

「随ずい分ぶんと殺さつ風ぷう景けいな部屋に住んでおられるのですね」

「杏あん奈な君を招待するために、必死に片付けたに決まっているではありませんか」

　約三ヶ月に及ぶ入院生活から、竹たけ中なか伸しん三ぞうが解放されたのは昨日きのうのことだ。退院したその足で、職場の厚生労働省に辞表を提出した。その後、清掃業者やリサイクル業者に電話をかけ、今日きよう一日を使って、部屋から余よ計けいなものをすべて排はい除じよしたのだ。

「せっかくきていただいたのに、お茶の一杯も出せないのは心苦しく思いますがご容よう赦しやください。あいにくと、ガスや水道は、事前に止めてしまっていたので」

　おどけた様よう子すの竹中を、上うえ杉すぎ杏奈は無表情で見つめている。窓まど辺べに立った杏奈は、背中から月の光を浴び、神秘的な輝きを放はなっていた。まるで、人ならざる者のように。

「しかし、思っていたよりも、遅い到着でしたね。あまりに遅いので、見み逃のがしてくれたのかと勘かん違ちがいするところでしたよ」

　杏奈が何もない室内を見回す。何の未み練れんも感じさせない、殺風景な部屋を。それから、少し咎とがめるように、竹中に視線を戻もどした。部屋を見る限り、どこにも勘違いをした様子はない。

　竹中はわざとらしく困ったような顔をして誤ご魔ま化かそうとする。まるで、悪戯いたずらが見つかった子供のようだ。

「わたしが来ると知りながら、あなたはなぜ、知る道を選んだのですか？　どうして、彼女にしてはならない質問をしたのですか？」

　事務的に、杏奈が口にする。

「おや、杏奈君ほど聡そう明めいな方でも、僕程度の浅ましい人間の考えることがわかりませんか？」

「死ぬとわかっていながら、なぜ、真実に手を伸ばしたのですか？」

　吸い込んだ息を、竹中は大きく吐はき出だす。さらに一拍置いてから、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「あくなき探たん求きゆうこそが、人が人であるゆえんだと僕は思いますけどね。疑問に思うほどのことではないでしょう」

「そうですか……」

「本質や真理に疑問を抱いだくということは、杏奈君はやはり人じん知ちを超えた存在なのかもしれませんね」

「あなたもわたしを、神や悪あく魔まだとおっしゃるつもりですか？」

「神や悪魔ですか。なるほど、面おも白しろいことを言う人がいたものですね。確かに核心を突ついているようにも思えます。ですが、禁断の果実をむさぼり、真実を知った今の僕には、まったく別のことが言えますよ」

　竹たけ中なかは、真まっ直すぐに藍あい色いろの瞳ひとみを見み据すえる。

「僕は杏あん奈な君を神とも悪魔とも思いません。いいえ、思えませんね。先ほど、人じん知ちを超えた存在かもしれないと言ったのはうそです。少しもそんなこと思っていません。杏奈君のしていることのすべてを理解してしまいましたから」

　穏おだやかな口く調ちようで竹中が続ける。

「大丈夫、君はまさしく人間ですよ。不完全で愚おろかしく、そして、少しだけ面おも白しろい、ね」

　それを聞いて、杏奈が静かに目を伏ふせた。

「真実を知ってなお、なぜ、あなたは平然としていられるのですか？」

　杏奈の質問に、竹中が小さく笑う。

「もちろん、君という存在が僕を救ってくれると知っていたからですよ」

「わたしは救いなどではありません」

「けど、絶望と呼ぶほど理り不ふ尽じんでもないでしょう」

　それに杏奈は答えない。何を考えているのかもわからない。藍色の目が、じっと竹中を見つめていた。本心を見み透すかすように。

「あなたは、わたしに似にているのかもしれませんね」

「やめてくださいよ。僕にはあなたほど思い切ったことはできませんし、純粋でもありません。汚れに汚れきった醜みにくい人間です」

　言い切ると、虚むなしさに襲おそわれたように、竹中が顔をしかめた。

「何か、言い残すことはありますか？」

「ありますよ。語り尽くせないほどの後悔がね。世の中にはアルテミスコードと混乱が溢あふれ、未いまだに、真実は人の手の届かない場所にある。せめて、その一部でも解決して、達成感に満たされながら死んでいきたかったんですけどね。いや、やめましょう。杏奈君のような素す敵てきな少女に、愚ぐ痴ちを聞かせるのも気が引けます。それに、時間をかけると、僕でも決心が少しずつ鈍にぶってしまいます。まだ、生きていたくなってしまいます。そうなっては、手間を取らせるでしょう？」

「そうですか……」

「……ひとつだけ、お願いを聞いていただけますか？」

「わたしにできることであればどうぞ」

「なるべく無ぶ様ざまに、苦しんだあげくに死ぬようにしてください」

　親しい人間に挨あい拶さつでもするように、竹中の口調は軽かった。

　少女の表情がわずかに険けわしくなった。

「贖しよく罪ざいのつもりですか？　あなたが犠ぎ牲せいにしてきたムーンチャイルドに対する」

　まさかと言って竹中が大笑いをする。

「知りませんでしたか？　僕は変へん態たいなんですよ」

　無反応の杏あん奈なに、竹たけ中なかが冗談のわからない人ですねと肩をすくめる。それから、人ひと懐なつっこい笑えみを仕し舞まった。

　それを見届け、杏奈はアルテミスコードを展開する。文字式が宙ちゆうを舞い、無数の歯車を作り出す。やがて、それらはひとつに組み合わさり、床一面を埋うめつくすほどに大きな時計を形作ると、ゆっくりと回り出した。

「さようなら……」

　杏奈が囁ささやくようにもらした。

　竹中は口元に笑みを浮かべ、そっと目を閉じた。

　そこで時間は止まり、竹中は動かなくなった。

　杏奈の手には、いつのまにか、一本のナイフが握にぎられていた。

　床を滑すべるように、杏奈が竹中に近づく。そのまま体を預あずけるように、杏奈は竹中の胸に飛び込んだ。

　鈍にぶい感触が杏奈の手のひらを伝い、何の抵抗もなくナイフは竹中の胸に吸い込まれた。それだけだった。

　杏奈が体を離しても、竹中は先ほどと同じ姿勢で立っていた。痛みに泣き叫ぶこともなければ、暴あばれることもない。穏おだやかな笑みを浮かべている。

　静せい寂じやくに包まれた部屋を、月の光が照らしていた。

　窓まど辺べに立った杏奈が空を見上げる。

　それから、眩まぶしそうに顔を伏ふせた。

「わかっているのですか？　次はあなたの番ですよ……」

　俯うつむいた杏奈は、消えそうな声で呟つぶやくと、音もなく部屋から姿を消した。

　時が本来の役割を思い出したように動き出し、竹中の体は仰あお向むけに倒れた。

　その顔は、安やすらかなままだった。

　いつのまにか、雪が降り出していた。
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　目を閉じたままでも、宗そう太たにはわかった。

　自分が帰るべき場所に戻もどってきたことが。

　足の裏に感じる床の感触。肌に触れる空気の印象。部屋の香り。体に刻きざまれた記憶は、数ヶ月程度で色いろ褪あせることはなかった。

　懐なつかしさに導かれ、宗太は目を開いた。

「……わたしたち、帰ってきたんですね」

「ああ」

　喜びがひなたの表情に溢あふれている。思い出を確かめるように、ソファにもたれ、クッションを胸に抱だいていた。

　宗太はアルテミスコードを使いながら、部屋の様よう子すを見回した。

　ＴＶの配置も、テーブルの向きも、椅い子すの置き方も、カーテンの色も、何もかもが記憶の中のままだ。

「ここ、そーたとひなたのおうちなの？」

「そうですよ」

「そういえば、ゆうひは初めてだったな」

　ひなたはゆうひの手を取ると、自信に満ちた足取りで、キッチンに向かう。

「ここがキッチンです」

　壁の手すりを伝いながら、今度は自分の部屋にゆうひを案内する。

「ここはわたしの部屋ですよ」

「ウサギがたくさんいるー」

　ひなたがぬいぐるみのひとつを拾ひろい上あげると、それをゆうひに渡した。

　体の半分もあるウサギを、ゆうひは嬉うれしそうに抱いている。

　すると、今度は隣の部屋に移動した。そこは宗太の部屋だ。

「こっちは、宗太さんのお部屋です」

　中に消えたふたりを宗太が追うと、ひなたとゆうひがベッドにうつ伏ぶせになっていた。

「この感じも懐かしいです」

　そのまま眠ってしまいそうなひなたとゆうひを、宗太は引き起こした。

「それにしても、やけに片付いているな」

　月つき乃の宮みやを離れて丸々三ヶ月は経過している。なのに、埃ほこりが溜たまっていることもなければ、空気がよどんでもいない。

　それどころか、人が生活している雰ふん囲い気きが維い持じされている。

　ふたりを連れて、リビングに戻もどると、その印象はさらに強くなった。

　壁のスイッチを押せば電気が点ついた。

　蛇じや口ぐちを捻ひねると、水も出た。その異常な冷たさが、宗そう太たにやるべきことを思い出させた。郷きよう愁しゆうに浸ひたっている場合ではないのだ。

　窓まど辺べに移動して、カーテンを開ける。

　その先に、見慣れた景け色しきはなかった。

　大雪などというレベルではない。猛もう吹雪ふぶきがガラス戸を叩たたいている。数メートル先の様よう子すもはっきりとしない。

　だが、目を凝こらすと、塔とうのようなものが遠くに薄うつすらと見える。

　宗太の知る限り、月つき乃の宮みやにそんな建造物はない。

　確かめるために、宗太は思い切ってベランダに出た。

　風が痛い。目を開けるのも辛つらい。指先と耳の感覚はすぐになくなった。

　何かが向こうで呻うめき声ごえを上げている。

　上げているのは、吹き荒れる雪を巻き込み、風を食らい、天を突つき破やぶる巨大な塔だ。聳そびえ立たつ山ほどに大きく見える。

　その正しよう体たいは、巨大なサイクロンだった。

　認識した瞬しゆん間かん、宗太は一度否定した。だが、彼女にならこの状況を作れる。かぐや姫である伊だ達てアリサであれば。

「……あの方向は、学校ですよね？」

「ああ」

　アルテミスコードを使用したまま、宗太は室内に戻った。

　冷え切った体がぬくもりを欲している。

　部屋にいても、吐はく息は白い。コートを着ていても凍こごえてくる。

　暖房で部屋を暖めながら、宗太はＴＶをつけた。月乃宮のことをやっているニュース番組にチャンネルを固定した。

　耳だけを傾かたむけ、さらに部屋の様よう子すを探さぐる。

　今は何でもいいから情報がほしかった。一体、月乃宮で何が起こっているのか。銀ぎんの箱はこ舟ぶねは何をしたのか。

　ＴＶは月乃宮の異常気象を伝えるだけで、宗太が求める情報をくれない。一部の報道で銀の箱舟の名が出ていたが、話は評論家による憶おく測そくの次元で、まるで意味をなさない。

　誰だれかに連絡を取るしかない。

　そう思ったところで、ダイニングテーブルの上に手紙の束たばを見つけた。殆ほとんどは公共料金の伝票だ。

　中に一通だけ普通の茶ちや封ぶう筒とうがあった。

　真さな田だ宗そう太た様と、綺き麗れいな字で書いてある。

　裏返し、差出人の欄らんを見ると、無視できない名前があった。

　竹たけ中なか伸しん三ぞう。

　封ふうはすでに開けられている。恐おそらく、黒くろ田だが確認したのだろう。

　逸はやる気持ちを抑おさえられず、中の手紙を広げる。

　Ｂ５サイズの便びん箋せんの中央に、一行だけ文章が綴つづられていた。

　──じきに、君の下もとにも真実の番人が来ますので、ご注意を

「真実の番人って何でしょうか？」

　ひなたの疑問に曖あい昧まいに返事をして、宗太は消印を確認した。一週間前の日付があった。

　そのとき、部屋のドアが突然開いた。

「京みやこ！　いるの!?」

　宗太は咄とつ嗟さに身構えた。やってきたのは片かた桐ぎり巴ともえだ。向こうも、反射的に銃じゆうを構えた。

　その巴が目を見開く。

「真田……なのか？」

　銃を握にぎる手には緊張がある。

　巴の目がひなたとゆうひを確認した。それから、宗太に戻もどされる。

「今のお前に、私はなんと言えばいい？」

　宗太は体の力を抜いた。

　一歩だけ、巴に近づく。

「ただいま戻もどりました。心配をおかけしてすみませんでした」

　宗太と一いつ緒しよに、ひなたも頭を下げる。遅れてゆうひがふたりの真ま似ねをした。

　顔を上げたとき、そこには巴の戸と惑まどった表情があった。玄関口に立ったまま、距離を詰つめようとはしてこない。

「今までどうしていた？」

「銀ぎんの箱はこ舟ぶねに助けられて、傷を癒いやしていました」

「それでも、お前は銀の箱舟ではないんだな」

「はい。銀の箱舟ではありません」

「なら、さっきの言葉をもう一度聞かせてくれるか？」

　何を要求されているのか、宗太が迷うことはなかった。

「ただいま、戻りました」

　嚙かみ締しめるように、一音ずつはっきりと奏かなでた。

　巴がやわらかく微笑ほほえむ。

「おかえりなさい」

　靴を脱いで巴が部屋に上がってくる。その表情はすぐに引ひき締しまった。

「……この状況、真さな田だはどこまで知っている？」

「たぶん、殆ほとんど何も知りません。銀ぎんの箱はこ舟ぶねの仕し業わざだってこと以外は」

「そうか」

　巴ともえがＴＶのスイッチを消した。音が邪じや魔まになると思ったのだろう。

「始まりは十月中旬に遡さかのぼる。銀の箱舟が政府に対して、月つき乃の宮みやを自治区として明け渡すようにと要求してきたのが事の発ほつ端たんだ」

　時期的には、宗そう太たがアリサに会った頃だ。あの直後、ドイエとアリサは宗太の前から姿を消した。恐おそらく、偶然ではないのだろう。

「当然、政府は銀の箱舟の要求を拒きよ否ひした。いや、無視をしたと言った方が正しいな。一ヶ月後に返答する約束はしていたが、ろくに議論の対象にはならなかったそうだ」

「社会問題にはならなかったんですか？」

「銀の箱舟から要求があったことは、総理とごく一部の閣かく僚りようの間で極ごく秘ひ裏りに処理されていた。私や黒くろ田だ課長が知ったのも、今から一週間前だ」

「じゃあ、当然、一般人は知らないんですね？」

「ああ。そうなる」

「この雪は？」

　外の猛もう吹雪ふぶきが止やむ気配はない。

「降り出しは丁ちよう度ど一週間前。回答期限の当日だ。三日で積雪量は最大で四メートルに到達。政府は自衛隊を動員して、特に異常な状況に見み舞まわれた月乃宮大学周辺数キロの住民を避難させた。それがほぼ完了したのが二日前になる」

　巴は窓まど辺べに移動すると、巨大サイクロンの影を心配そうに見つめた。

「街から人が避難するのに合わせ、銀の箱舟は月乃宮大学を占せん拠きよ。あの竜たつ巻まきの発生はその直後だ。おかげで、中の状況、敵の戦力はまるでわかっていない。昨日きのう、地下水道からＳＡＴを内部に突とつ入にゆうさせたが、わずか数分で連絡が途と絶だえた」

　窓ガラスに巴が手で触れる。

「今から二時間前、本日午後六時。自衛隊の特とく務む部ぶ隊たいと警けい視さつ庁ちよう公こう安あん部ぶ特とく殊しゆ課かの共同作戦が実行に移された。両部隊は月乃宮大学に突入し……」

　言葉を紡つむぐ後姿からは、後悔を感じた。

「まさか……巴先生……」

「……一時間前に、交信が途と絶だえた。現在、状況不明だ」

「特課は誰だれが？　京みやこ先せん輩ぱいはもう能力が使えないんじゃ」

「つばめと黒田課長自みずから出ているのよ」

　巴の重苦しい態度のわけが、これではっきりした。

「京先輩は？」

「……とても実戦じゃ使えないわ。最悪の事態に備そなえて、待機させていたんだけど……」

「まさか、いなくなったんですか？」

「ええ。交信不能になったことを伝えたら、あの子、電話を切っちゃって。何度、携帯を鳴らしても出ないから、私はこうしてここに来たの。そしたら、あなたたちがいた」

　ひなたが宗そう太たの袖そでを摑つかむ。引っ張られるままに、視線をそちらに向けた。

「みんなを助けたいです」

「ああ」

「黒くろ田ださんや京みやこ先せん輩ぱい、つばめ先輩はもちろんですけど、航わたる君や百もも花かちゃんもいるなら、止めたいです」

「そうだな」

　返事をしてから、宗太は巴ともえに向むき直なおる。

「現在、陸上自衛隊の大部隊が出しゆつ撃げきの準備をしている。もうこうなっては、政府もなりふり構ってはいられないということよ」

「それ、やめさせてください」

　確信を秘めた宗太の言葉に、巴が眉まゆをひそめる。

「そんなものを投入しても、たぶん、勝ち目はありません」

「銀ぎんの箱はこ舟ぶねの戦力はそれほどなのか？　ムーンチャイルドは何人いる？」

「……わかりません。けど、ひとつだけ確かなことがあります」

　巴の目が答えを求めてくる。

「あそこにいるんですよ。七人目のかぐや姫が」

　驚きよう愕がくに、巴の目が見開かれる。

「この異常気象を作っているのは、伊だ達てアリサというかぐや姫です」

「しかし……だとするなら。対抗する手段など……」

　俯うつむいた巴の言葉はひとつの解かいをすでに導き出している。

　だが、口にはできない。

「僕たちが行きます」

「……真さな田だ」

「わたしたち、そのために戻もどってきたんです」

「……ひなたちゃん」

「ゆうひも手伝うよ」

「そうだな。ゆうひの力も借りないと、僕とひなただけじゃ無理だ」

「どういうこと？」

　巴がいぶかしげな顔をする。

　説明をするために、宗太はひなたの手を握にぎった。すると、チャイルドコードが腕に浮かび上がる。

「ゆうひ、瞬しゆん間かん移い動どう」

　宗そう太たの合図で、ゆうひの体からアルテミスコードが現れる。

「これ……京みやこの？」

　巴ともえに頷うなずいたあとで、宗太はゆうひの前にしゃがみ込んだ。

「もういいよ。仕し舞まって」

　頭を撫なでると気持ちよさそうに、ゆうひが目を瞑つむった。

「なあ、ゆうひ、聞かせてほしいんだ」

「なあに？」

「他にも、覚えているアルテミスコードがあるのか？」

「あるよ。えーとねぇ」

　頷きながら、指を折って、ゆうひが数えていく。十に到達したところで、指が足りなくなり困った顔をした。

「十個よりもたくさんなんだな」

「うん、たくさん。ゆうひ、たくさん、おぼえたよ」

「どうやって覚えたんだ？」

「何度か見ればおぼえられるよ。あとはね、アルテミスコードと一いつ緒しよになれば、かんたんにおぼえられる」

　三ヶ月前の事件を宗太は思い出していた。

「航わたるのもおぼえてるか？」

「うん」

　ゆうひの手首にリング状のアルテミスコードが浮かぶ。

「小こ早ばや川かわ柚ゆ子ずの……燃ねん焼しよう能のう力りよくはどうだ？」

「できるよ」

「小早川花か梨りんの催さい眠みん能力も？」

「うん」

　宗太は実じつ践せんしようとするゆうひを止めた。

「僕やひなたのも使えるのか？」

「そーたのはできるけど、ひなたのはできない。たくさんだから」

「そうか」

　理屈はだいたい把は握あくできた。

　能力を得る方法はふたつ。ひとつはゆうひの言葉通り、見て覚えること。そして、もう一方は、アルテミスコード自体を吸収することだ。三ヶ月前に、暴ぼう走そうしたチャイルドコードが、アルテミスコードを捕ほ食しよくする様さまは目まの当あたりにしている。とすれば、恐らくゆうひが使えるアルテミスコードの数は百を超える。

　顔を上げると、巴ともえが宗そう太たの手に握られた封ふう筒とうを見ていた。

「その手紙、見たの？」

「僕宛あてだったので、見ましたけど。この手紙の意味ってわかりますか？　可能なら、本人に直接聞いておいてほしいんですけど」

「残念だけど、聞くのは無理よ」

　巴が視線を逸そらす。嫌いやな予感がした。

「竹たけ中なかなら死んだわ」

　声は出なかった。驚きはあったが、静かに受け止め、宗太は目を閉じた。そんなつもりはなかったが、それが黙もく禱とうとなった。

「何があったんですか？」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、ひなたが問いかける。

「一週間前、厚生労働省の官舎で、遺い体たいで見つかったの。殺害されていたわ」

「犯人は？」

「逮たい捕ほどころか、目め星ぼしもついていない。証しよう拠こが何ひとつなくて、不ふ思し議ぎな点も多くてね」

「たとえば？」

「竹中は殺害される前に、部屋から家具や電化製品の一いつ切さいを処分していたのよ。電気、水道、ガスの類たぐいも全部止めたあとだった」

　身の回りを片付ける意味を考えたが、引っ越しくらいしか思いつかない。だが、引っ越しなら処分はしないだろう。

「凶きよう器きは心臓を貫つらぬいた一本のナイフのみ。あんな風に刺されれば、もだえ苦しんで当然なのに、死に顔は妙みように安やすらかだったの」

「何か薬でも飲まされたとか？」

「解かい剖ぼうの結果、それはなかったわ。当然、自殺の線もないから、常識では考えられない事件ということになるわね」

　宗太の瞳ひとみの奥を、巴は見み据すえていた。

「……やったのは、ムーンチャイルド」

「その線で捜そう査さ一いつ課かは動いているけど、黒くろ田だ課長はある可能性を考えているみたい」

「ある可能性？」

「上うえ杉すぎ杏あん奈なの犯行である可能性よ」

　手紙を開いて、再び、文面に目を落とした。

　真実の番人。

　その言葉が妙に引っかかる。

　それが杏奈のことなら、真実とは何だ。なぜ、竹中は殺されたのか。

　当然、真実を知ったからだ。なら、どうやって知ったのだろうか。

　じきに、宗そう太たのところにくる。

　宗太と竹たけ中なかの接点は何かあっただろうか。

　何もない。そう思った瞬しゆん間かん、肝かん心じんなことを見落としているのに気がついた。

　自分を見上げてくるゆうひと目が合う。ゆうひが笑った。宗太もなんとか微笑ほほえんだ。

　ひとつだけ接点をあげるなら、それはゆうひだ。

「なあ、ゆうひ……」

　唇くちびるが震ふるえた。

「そーた、なあに？」

「嫌いやなことを思い出させるかもしれないけど、竹中に何かされたか？」

　ゆうひが考え込む。

「体を調べられたりしなかったか？」

　鼓こ動どうが高たか鳴なる。背中に汗をかいた。

　開けてはいけない扉とびらを、開けようとしているのかもしれない。

「検査っていうのをしたけど、最初に少しだけだったよ。あとはおしゃべりをたくさんしただけだったもん」

「おしゃべり？」

「うん」

　思おもい違ちがいだと感じた瞬間、重大な見落としに宗太は気が付いてしまった。

　血の気が引いていくと同時に、ひとつの確信が宗太の中に生まれた。

　調べる必要などないのだ。ゆうひは言葉を話せるのだから。

　竹中も口にしたであろう質問が脳内を満たしていく。

　アルテミスコードとは何か。

　チャイルドコードとは何か。

　月とは何か。

　もし、その答えをゆうひが知っているのなら、真実の番人に竹中が処分された理由は明白だ。真実にたどり着いてしまったのだから。

「どうしたの？　そーた？」

　言葉が出てこない。

「そーた？」

「……な、なんでもないんだ。ああ、なんでもない」

「宗太さん、今はみんなを助けないと」

「あ、ああ。そうだな」

　震えが収おさまるのを待って、宗太はひなたの手を握にぎった。チャイルドコードが発動する。

「真さな田だ、私も……」

「巴ともえ先生は、政府の動きを監かん視ししてください。もし、部隊を派は遣けんする気なら止めてください。かぐや姫がいると言って」

「……わかった。一いつ緒しよに行っても、足手まといになるわね。京みやことつばめのことは頼んだわよ」

「あと、黒くろ田ださんもですよね？」

「大人おとなをからかわないの。……あなたたちも気をつけて」

　宗そう太たとひなたが頷うなずく。遅れて、ゆうひも、うんと言った。

「ゆうひ、瞬しゆん間かん移い動どう」

「いくよー」

　ゆうひの体から京と同じアルテミスコードが溢あふれ出だす。足元と頭の上に、幾き何か学がく模も様ようの陣じんが描かれ、それを見届けてから、宗太は目を瞑つむった。

　行き先を強くイメージする。

　やがて、訪れた浮ふ遊ゆう感かんに身を任まかせて、宗太は飛んだ。




　目を開くと、もうそこは安らぎに満たされた我わが家やではなかった。

　月つき乃の宮みや高校の二年の教室。

　よく知ったその場所が、今は別の空間に思えた。

　天てん井じようの蛍けい光こう灯とうの半分は砕くだけ、床に散乱している。灯あかりが不十分のために、不自然に薄暗い。その上、壁にも天井にも、何か強い力で削けずり取とったような傷きず跡あとが残っている。まるで、化ばけ物ものが暴あばれた後のようだ。

　だが、それをやったのは人であることを宗太は知っていた。

　見覚えのある傷跡だった。

　脳のう裏りには、航わたるの無む邪じや気きな顔が思い浮かんだ。

「……やっぱり、お前もいるのか」

　他に百もも花かがいるのは間ま違ちがいない。恐おそらく、他の子供たちもいる。

　そこに轟ごう音おんが響き、天井が揺ゆれた。抉えぐられたコンクリートの粉が、ぱらぱらと降ってくる。この上で何かが暴れている。

「航君でしょうか？」

「だとすると、黒田さんたちもいるかもしれない。急ごう」

　宗太はアルテミスコードを使い、ひなたの視力を補おぎなった。

　それから、ゆうひを抱かかえ上あげ、教室から飛び出していった。




　　　　　　　　２




　目の前に迫せまる横向きの竜たつ巻まきを、黒くろ田だは床に伏ふせて避さけた。

　唸うなり声ごえを上げながら、風の大だい蛇じやが頭上を通り過ぎ、廊下の壁を抉えぐった。コンクリートの破は片へんが、四し散さんして体に降りかかった。

　即座に身を起こすと、黒田は風を操あやつる少年に銃じゆう口こうを向けた。

　だが、目が合った瞬しゆん間かん、トリガーの指が止まる。

　黒田の躊躇ためらいを嘲あざ笑わらい、少年は手のひらから突とつ風ぷうを放はなつ。

　棒立ちの足はすぐには動かない。横から狼おおかみに体当たりされ、黒田はなんとか直ちよく撃げきを回避した。代わりに、狼が風の餌え食じきになって跳はね飛とばされた。壁に激げき突とつし、動かなくなる。

「黒田はん、撃うてへんのでしたら、さがっとき！」

　苛いら立だちをぶつけてきたのはつばめだ。

　黒田と少年を挟はさんで廊下の奥に立っている。両りよう脇わきには二匹の狼を従したがえていた。疲労の色は濃く、肩で息をしている。これまでに、三人のムーンチャイルドを無力化し、今、目の前にいる風を操る少年は、つばめにとって四人目の相手だ。

　体力的には限界をとうに過ぎている。

「いい加か減げん、やめろよ。動物がかわいそうじゃん」

　黒田にでもなく、つばめにでもなく、少年は声を発した。

　彼の足元には、十数匹の犬が横たわっている。

「そう思わはるんでしたら、素直に喉のど元もと食くい千ち切ぎられてくれへんやろか？」

「お前、もういいよ。アリサの邪じや魔まをするなら、全部吹き飛ばしてやる！」

　少年が構えるのと、つばめが二匹の狼をけしかけるのはほぼ同時だった。

　廊下のタイルを蹴けって、一気に狼が距離を詰つめる。

　少年が手から突風を飛ばす。強きよう靭じんな脚力で、狼は左右に飛んでかわした。前に進むことも忘れない。

　すると、少年は標ひよう的てきをつばめに変更した。

「つばめ！　逃げろ！」

　風の衝しよう撃げき波はが、真まっ直すぐつばめに向かう。

　直撃の瞬しゆん間かん、つばめは両腕で自分を庇かばった。体が宙ちゆうを舞う。まったく重さを感じさせない。まるで車に轢ひかれた人のようだった。七メートルほど飛ばされ、肩から落ちる。さらに、五メートル転ころがって、ようやく止まった。

　つばめは動かない。ぐったりと、わずかに呻うめき声ごえを上げただけだ。

「くそっ！」

　黒くろ田だは銃じゆうを構えた。だが、それよりも早く、少年の手のひらが黒田を狙ねらっていた。

「じゃあな」

　不ふ機き嫌げんな少年の声がした。

　廊下に逃げ道はない。突とつ風ぷうが放はなたれればやられる。その瞬しゆん間かん、少年の右手首を、手て錠じようが拘こう束そくした。構えた腕が下がる。手錠の反対側には、コンクリートの塊かたまりが吊るされていた。

　それでも、突風は放たれ、少年の足元のタイルを砕くだいた。粉ふん塵じんが上がり、痛みを伴ともなった悲ひ鳴めいを少年があげた。

　黒田が振り向くと、そこには片かた桐ぎり京みやこの姿があった。

　すぐに側そばまで駆け寄ってくる。

「大丈夫ですか？　怪け我がはありませんか？」

「何しにきた！」

「……怒るのは無ぶ事じに帰ってからにしてください。それより、つばめは!?」

　黒田はつばめの方に目を向けた。

　すると、粉塵が晴れ、間に立つ少年の憎ぞう悪おの眼まな差ざしが待っていた。

　少年は腕に吊つり下さげられたコンクリートの塊に、風の衝しよく撃げき波はを苛いら立だちながら何発も打ち込んだ。そして、見み事ごと粉ふん砕さいに成功すると、両手を掲かかげて、直径二メートルの竜たつ巻まきを生み出す。

　天てん井じようは突つき破やぶられ、その先の空と繫つながる。ここは三階。校舎の最上階だ。

　狭せまい廊下で、あれを振り回されたら、逃げようがない。

　京みやこが即座にアルテミスコードを発動した。だが、文字式の列が定まらない。

　構わずに少年は両手を振り下ろした。

　風の大だい蛇じやが天井を食くい破やぶりながら、迫せまってくる。

　後ろは壁で逃げ道はない。

　二階に下りる階段は、黒田と少年の間だ。前に出れば、死ぬのが早まるだけだった。

　黒田は京を庇かばい、腕の中に抱だく。そのまま床に転ころがった。

　目を瞑つむった。訪れるであろう痛みに身を縮ちぢめた。死に恐怖した。

　轟ごう音おんを背中に感じる。誰だれかが叫んだ。つばめの声だ。無ぶ事じだったことに安あん堵どした。だが、次の瞬間、思考は恐怖に支配され、世界は真っ暗になった。

　何もない。音もしない。

　だが、不ふ思し議ぎと体の感覚だけはある。自分の鼓こ動どうが聞こえる。

　恐おそる恐る、黒田は目を開けた。そして、確かめるように振り向いた。

「……ふざけやがって」

　最初に出たのはそんな言葉だった。

　懐なつかしい背中が、黒田を守っていた。

　記憶の中よりも、少し大きくたくましくなっている。

「宗そう太た」

　その呼びかけもまた、懐なつかしかった。




　航わたるの振り下ろした竜たつ巻まきは、ひなたの重力場に捕つかまり、すぐに力を失った。

「黒くろ田ださんと京みやこ先せん輩ぱいはさがっていてください」

　振り向かずに宗太は言った。

　顔を見れば、色々な感情が溢あふれ出だし、話したい言葉の数々を我慢できなくなるとわかっていた。

　今はゆっくりと語りあっている場合ではないのだ。

　対たい峙じした航から表情が消えている。驚きも、怒りも、憎しみもない。いや、それ以上の感情があるからこそ、何もないように見えるのだ。

　航の拳こぶしが小こ刻きざみに震ふるえている。

「なんでだよ……」

　膨ふくれ上あがる感情の波が、声を揺ゆらしている。

「なんで、お前がここにいんだよ！　なんで、俺おれの前にいんだよ！　なんで、邪じや魔ますんだよ！　なんでだよ！　なんなんだよ！」

　風が渦うず巻まいている。

　航の苛いら立だちのままに、吹き荒れていた。

「なんでだよ、宗太！」

　血ち走ばしった目が宗太を見ている。睨にらんでいる。それを、宗太は静かに受け止めた。

「ここは僕の通うべき学校なんだよ」

「ふざけんな！　お前は敵だ！」

「僕は航を敵だとは思っていない。百もも花かも、他のみんなも、もちろん、アリサもだ」

「ふざけんな……ふざけんなっ……ふざけんなよ!!」

　喉のどの奥から搾しぼり出だすような叫びだった。

「お前は裏切りものだ！　俺を裏切った！　アリサまで裏切ったんだ!!」

　激しい怒りに任まかせ、航が衝しよう撃げき波はを放はなつ。何発も、何発も。

　だが、どれほどの激情を込めようとも、すべてひなたに阻はばまれた。重力支配の力が作る見えない壁が、風を無力化していた。

　やがて、能力の浪費で疲労した航が膝ひざをつく。

「俺はお前を許さない。アリサを裏切るお前を許さない」

「それでもいいよ。けど、僕は航を嫌きらいにはならないぞ」

「そういうところも気に入らないんだよ！」

　航が手のひらを後方のつばめに向けた。

　そのつばめは、体を起こすこともできていない。

　宗そう太たはひなたの手を取った。チャイルドコードが発動する。空あいている手で、ゆうひを引き寄せた。

「ゆうひ、瞬しゆん間かん移い動どう！」

「うん」

　京みやこと同様のアルテミスコードがゆうひの体から溢あふれる。

　驚きがいくつも重なった。

　その直後、宗太、ひなた、ゆうひの三人はつばめの側そばに立っていた。

　正しよう面めんから、風が迫せまる。

「ゆうひ、航わたるの力を」

　両手を前に出したゆうひの手のひらに、突とつ風ぷうが生まれ、即座に放はなたれる。ふたつの風の塊かたまりが衝しよう突とつし、廊下を暴風が吹き抜けた。

　航の目は見開かれ、驚きに瞳ひとみが揺ゆれている。

「……それ、反則と違ちがいます？」

　青白い顔でつばめが言う。ひなたがつばめの手を取る。

　状況を理解した航が吼ほえた。

「なんだよ、それ！」

　今度は、横よこ薙なぎに航が竜たつ巻まきの鞭むちを振るってきた。

「ゆうひ」

　再び、瞬間移動のアルテミスコードが発動した。

　竜巻が薙なぐ前に、宗太たちはつばめを連れて、黒くろ田だと京の隣となりに移動していた。

　すぐさま振り向いた航の目と向き合いながら、宗太はゆうひの肩にやさしく手を置いた。

「ゆうひ、催さい眠みんを」

「わたる、おやすみなさい」

　ゆうひが両手を前にかざす。

　警けい戒かいした航が竜巻の障しよう壁へきで身を守ろうとする。

　だが、すぐにその体がぐらついた。

「うっ……なん……だよ、これ…………」

　航の手が壁に伸びる。崩くずれる体をどうにか支える。だが、それもほんのわずかな時間に過ぎなかった。

　廊ろう下かの壁に寄りかかるようにして、航は眠りに落ちた。

「もういいよ、ゆうひ」

　宗太もひなたから手を離す。チャイルドコードの発動が止まった。

「どうなってるの？　一体……」

　京は納得し切れない様よう子すだった。

　説明の言葉を切り出そうとしたところで、ガラスが割れるような音がした。だが、本物のガラスとは違ちがう。空間が割れた音だ。

　見ると、航わたるの少し手前の空間に穴が空あいている。百もも花かの能力だ。

　地じ響ひびきが穴から聞こえる。揺ゆれが伝わってくる。何かくる。直感がそう叫んだ。

「ひなた！」

　アルテミスコードで視力を補おぎなう。ひなたの重力支配能力も発動した。

　次の瞬しゆん間かん、穴から大量の雪が流れ出してくる。暴力的な雪の濁だく流りゆうは、まさしく雪崩なだれそのものだった。

　ひなたの背中に守られ、全員が身を縮めた。自分がどうなっているのかもわからない。宗そう太たはゆうひを胸に抱だき、大自然の力の脅きよう威いが過ぎ去るのをただ待つことしかできない。

　どれだけの時間が経過したのかわからない。

　ひなたがその力で、周囲の雪を吹き飛ばす。

　宗太は腕の中のゆうひを立ち上がらせながら、顔を上げた。

　廊下のガラスは雪崩の圧力で砕くだけ、背後の壁も化ばけ物ものに食くい千ち切ぎられたかのような有あり様さまでなくなっていた。

　重力支配の防ぼう壁へきがなければ、大量の雪と一いつ緒しよに三階から投げ出されていたところだ。

「さすが、かぐや姫。私でも苦戦しそうだなあ」

　声の主ぬしを探さがす。

　すぐに銀ぎん髪ぱつが視界に入った。

　倒れた航の脇わきに、伊だ達てアリサが立っている。アルテミスコードはすでに展開され、アリサは文字式のドームの中にいた。その後ろには、百もも花かも控ひかえている。

「……銀髪。かぐや姫がいたのか!?」

　黒くろ田だの口から素直な驚きがもれる。

「このふざけた天候も全部彼女の力ですよ」

「ふざけたとは酷ひどいなあ。白くて綺き麗れいだと私は思うんだけど」

「この人が……アリサさん」

「はじめてましてだね。立たち花ばなひなたちゃん」

　かぐや姫の邂かい逅こう。その距離、約十メートル。

「わたし……あなたに会いたいと思っていました。たくさん話したいことがあるから」

「私はね、会わない方がいいと思ってたよ。他のかぐや姫に会うときは、きっと、こんな風に敵同士なんだろうなって想像できたから」

　アリサの奥で、百花が航の頰ほおを叩たたいている。それから、責めるような目で、宗太を睨にらみつけてきた。

「眠っているだけだから、大丈夫だ」

「大丈夫じゃないわよ！　あんたが裏切って、航わたるがどれだけショック受けたと思ってんのよ！　あたしだって……」

「僕は航や百もも花か個人の敵になったつもりはない。アリサも含めて」

「ふざけないでよ！」

「それ、航にも言われたな」

　さらに食ってかかろうとする百花をアリサが手で制した。

「私の敵ではなくても、宗そう太たは銀ぎんの箱はこ舟ぶねの敵なんだよね」

「銀の箱舟が、月つき乃の宮みやに固こ執しつするならそうなるな」

「宗太にとって、ここはひなたちゃんと過ごした思い出の街だもんね」

「……ああ」

「でもね。ここは銀の箱舟が始まった場所でもあるんだって。私にはあんまり関係ないけど、それでも、思い出がある人もいる。宗太にとってだけ特別な場所じゃないんだよ」

「なら、どうする？」

「女の子にそれを言わせるの？　まあ、いいけどさ」

　アリサが百花を下がらせる。

　それから、軽やかに宣言した。

「決着をつけよっか」

　アリサが展開済みのアルテミスコードを起動する。彼女を包むドームの中を、文字式が流れ星のように駆けた。

　すでに臨りん戦せん態たい勢せいだったひなたが突とつ進しんする。

「簡単に近づけるなんて思わない方がいいよ」

　冷ややかなアリサの言葉と共に、大地が縦たてに揺ゆさ振ぶられた。立っていた宗太とゆうひがバランスを崩くずして倒れる。おかげで、宗太の視線はアリサから逸それた。視覚情報を失い、ひなたも立ち止まる。

　廊ろう下かに亀き裂れつが走る。宗太とアリサの丁ちよう度ど中央から分断された。校舎がふたつに割れていく。

　地震とは違ちがう。もっと得え体たいの知れない自然の力だ。

　どうにかアリサに視線を戻もどした宗太を、更なる驚きよう愕がくが襲おそった。アリサがいる方の校舎が上昇している。いや、違う、宗太のいる方が沈んでいるのだ。

　距離は離れ、何かに引きずり込まれていく。

　廊下が傾かたむき、立つことはできなくなった。ゆうひを抱かかえ、窓まど枠わくを摑つかんで体を支える。そのとき、見てはいけないものが見えた。

　切り取られた校舎を飲み込もうと、地面には雪をまとった流りゆう砂さがあった。その流れは強きよう烈れつで、すぐに遠心力で体が重くなる。ゆうひがつらそうに目を瞑つむった。

　黒くろ田だは動けないつばめを抱え、京みやこは能力を使おうとしているが上う手まくいっていない。

　校舎は大地に飲まれながら、傾かたむいている。

　廊下の傾けい斜しやはきつくなり、体が滑り落ちる。落ちれば一巻の終わりだ。

　長くは支えていられない。どの道、支えごと流りゆう砂さに食われる。すでに、校舎の二階までは砂の中だ。

「ひなた！　手を！」

　重力支配の能力を解除し、ひなたが飛び込んでくる。その手を摑つかんだ。

「ゆうひ！」

　胸の中でゆうひが頷うなずく。

　瞬しゆん間かん移い動どうのアルテミスコードが発動した。

　黒くろ田だたちの側そばに飛ぶ。だが、着地の瞬間、体が流れて宙ちゆうに投げ出された。体が流砂に落ちていく。恐怖を振り切り、宗太は黒田の方を見た。そして、もう一度飛ぶ。

　だが、移動する校舎にピンポイントで瞬間移動するのは困難だった。どうしても場所がずれる。そのわずかなずれが、今は致ち命めい的てきだった。

「摑つかまってください！」

　必死に伸ばす手が、ぎりぎりで届かない。バランスを崩くずして、黒田の逆方向の壁に接触して体が止まった。

　時間がない。

「もう、いい！　行け！」

　黒田の声は聞こえない。それでも何を言ったかはわかった。

「僕は黒田さんたちを助けにきたんですよ！」

　廊下のタイルに手をつく。その床は、黒田と京みやこ、つばめとも繫つながっている。

「ゆうひ、校舎ごと飛ばせるか？」

　返事の代わりにゆうひが顔を上げた。

　握った手に力がこもる。ひなたも握り返してきた。

　流りゆう砂さの中心が迫る。悪あく魔まの口が開いている。あと、数秒の勝負。宗そう太たは目を閉じて、広い場所をイメージした。

　学校のグラウンド。記憶は薄れている。ビジョンが定まらない。能力は発動しない。

　耳元に砂の音が迫せまった。

「宗太さん！」

　ひなたが叫んだ。

　体育祭の日のことが思い浮かんだ。

　その瞬しゆん間かん、宗太たちは、流砂に飲まれる寸前で跳ちよう躍やくした。
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　急きゆう斜しや面めんになった廊下を滑り落ち、宗そう太たたちは三階の高さから空に投げ出された。

　悲ひ鳴めいを上げる間もなく、深く積もった雪に抱き止められる。

　宗太の腕の中には、ひなたとゆうひがいた。頭を上げて、周囲を見る。一面の雪原。だが、間ま違ちがいなく、月つき乃の宮みや高こうのグラウンドだ。少し離れた場所に、黒くろ田だと京みやこ、つばめの姿もあった。

　目の前には、一いつ緒しよに飛んできた校舎の一部が聳そびえ立つ。剝むき出だしのコンクリートと鉄骨。割れたガラス戸に拉ひしやげた扉とびら。縦に三つの教室が口を開けて並んでいた。

　巨人の手でもぎ取られ、廃はい墟きよとなった校舎を、宗太は呆ぼう然ぜんと見上げるだけだった。

　先に立ち上がった黒田が隣にやってくる。

　その後ろには、つばめに肩を貸す京の姿があった。

　宗太も雪に邪じや魔まをされながらも、疲労した体に無理を言わせて起き上がる。寒さに凍こごえた体は重く、思うようには動かなかった。

　足に力が入らない。気を抜けば倒れそうだ。今すぐにでも眠りたい。

　そんな宗太の胸に、一度はひとりで立ったひなたがもたれかかってきた。

「……ごめん、なさい……わたし…………」

　口を半開きにしたまま、気を失うようにひなたが眠りに落ちる。

「おい、ひなた？」

　小さな体すら支えていられず、宗太の膝ひざは折れた。

　雪が沈む。立ち上がれそうにない。

「宗太、お前こそ大丈夫なのか？」

「……平気です。ものすごく……疲れて……それ……だけですから……」

　意識があったのはそこまでだった。

　押し寄せる睡すい魔まの猛もう攻こうに耐たえ切きれず、次のまばたきを最後に、宗太はまどろみに飲み込まれた。




　目覚めると同時に、宗太は跳はね起おきた。全身に、まずいという感情が走っていた。

　焦あせる宗太の肩に、誰だれかが手を置いた。

　肩越しに見上げる。黒田がいた。

「大丈夫だ。安心しろ」

「黒田さん……銀ぎんの箱はこ舟ぶねは？　アリサは？」

「ちゃんとお前が俺おれたちを逃がしてくれた。覚えてないのか？」

「……覚えてます。大丈夫です」

　一息吐つくと、強こわ張ばった全身の筋肉から緊張が取れた。

　落ち着きを取とり戻もどし、周囲を確認する。

「ここは、大学の保健室だよ」

　石油ストーブに頰ほおを照らされた京みやこが教えてくれた。

　広さは高校の保健室とほぼ同じ。教室ひとつ分くらいだ。三つ置かれたベッドのひとつに宗太は寝かされていた。隣には、ひなたとゆうひがひとつのベッドで眠っている。奥のベッドでは、深く被かぶった毛布からつばめの頭が覗のぞいていた。

「京先せん輩ぱいが運んでくれたんですね……助かりました」

「あたしも助けられたから貸し借りはなしってことで」

「僕はどれくらい、意識がなかったんですか？」

　黒くろ田だが腕時計を見る。

「一時間半程度だな。アルテミスコードの連続使用に加えて、あんな無む茶ちやをするからだ」

「ほんとだよ。あたしだって、あそこまで大きなもの、転送したことなかったのに」

「僕もできるとは思っていませんでしたよ」

　隣で眠るひなたの寝息は深い。

　その腕の中でゆうひが顔を上げた。話し声で目が覚めたのだろう。眠たそうにしているが、疲れたという様よう子すではない。

「そーた？　朝なの？」

「いいよ。まだ、眠ってな」

「うん。おやすみなさい……」

　再びひなたの胸に顔を埋うずめて、ゆうひが眠りに落ちる。

　窓の外は相変わらずの猛もう吹雪ふぶきだ。

　少しの間、室内を沈黙が支配した。穏おだやかな寝息と石油ストーブの音が、静せい寂じやくを埋めている。

　切り出したのは、宗そう太ただった。

「黒田さん、色々とご心配をおかけしました」

　顔を見る勇気はない。ベッドに座ったまま、自分の手に視線を落とした。

「連絡くらいはよこせなかったのか？」

　黒田の返事には少しの間があった。

「……本気でしようと思えば、たぶん、連絡はできたと思います。すみません」

「馬ば鹿か正しよう直じきに答えやがって」

「ここで、うそ言えるほど、図太くはありませんよ」

「まあいい。全部水に流してやるよ。無ぶ事じだったんだからな……」

　そう言いながらも、頭頂部に拳げん骨こつが降ってきた。

　痛みに片目を瞑つむりながら顔を上げる。すると、黒田は宗太を見ていなかった。さっさと離れてストーブにあたっている。その背中を宗そう太たも追いかけた。

「みんな、すごく心配してたんだからね。わかってる？」

　隣に座ると、京みやこに指で鼻を弾はじかれた。

「ご心配をおかけしました」

「ほんとにわかってるんでしょうね？」

　ずいっと京が顔を近づけてきた。

「京、お前は、人のこと言えないだろう。待たい機き命めい令れいを無視したのは、どこの誰だれだかなあ？」

「うっ、それについては、反省してますよ」

　呆あきれたように黒くろ田だは笑うと、煙草たばこに火をつけようとする。それを京が奪うばった。

「ここは保健室。禁煙です」

「非常事態なんだから、一本くらいいいでしょうよ」

　そのやり取りに、宗太は自然と笑えみをもらした。

「なに、笑ってるのよ」

　京が宗太の頰ほおを突つついてくる。

「ふたりの心配をしていた巴ともえ先生がかわいそうに思えて」

「会ったの？」

「ええ。事情は巴先生から聞いたんです。だから、助けにきたんですよ」

「そっか……。お姉ねえちゃんにばれたとなると、これはあとが恐いなあ」

　力なく京が笑う。

「命令無視なんかをするからですよ」

「……宗太君まで、そういうこと言うんだ」

「無ぶ事じだからいいようなものを」

「悪かったわね。何よ、もう、大人おとなみたいなこと言っちゃって」

　不満そうに京が頰ほおを膨ふくらませて、宗太を上うわ目め遣づかいに睨にらんでくる。

　だが、少しすると、今度は不ふ思し議ぎそうな目で宗太を見ていた。

「なんですか？」

「……なんか、宗太君、変わったね」

「そうですか？」

「う～ん、ちょっと頼もしい感じがするような、しないよな」

「どっちなんですか……」

「わかんないけど……今もこの状況で落ち着いているしさ」

　京が両手を広げて、ここは敵地だとアピールする。

　しかも、銀ぎんの箱はこ舟ぶねの計画を阻そ止しできたわけでもない。その目め処どが立っているわけでもないのだ。

　それでも、平然としていられるのは、この状況を打開するには、ひなたとゆうひの力が必要だと結論を下しているからだった。

「開ひらき直なおってるだけですよ」

「そう言えちゃうとことかが、変わったって思えるのかもね」

　意見を求めるように黒くろ田だを見たが、何も言ってはこなかった。

　代わりに、宗そう太たの方から質問をした。

「銀ぎんの箱はこ舟ぶねの拠きよ点てんがどこかは、わかっているんですか？」

　月つき乃の宮みや大だい学がくといっても、敷しき地ちは広い。

「恐おそらくは、電でん波ぱ塔とうのある一号館だ」

「一号館っていうと」

　黒田はスーツの内ポケットから地図を出して広げた。

「大学の敷地内を縦じゆう断だんする並なみ木き道みちのゴールが一号館になっている」

「僕たちがいるのは？」

「ここだ」

　黒田が指さしたのは、一号館とは正反対の並木道のスタート地点付近だった。

　直線で五百メートル以上ある。

「一号館が拠点だって根こん拠きよはなんです？」

「午後六時頃に、月乃宮から空に光が延のびるのを三み鷹たかの国立天文台が観測している。月乃宮でそんなことができるのは、あの電波塔くらいだろうって話だ。しかも、その直後に、月に異変があったらしい。月乃宮からだと空が曇くもってて、まったく見えないんだが」

　今も空は灰色の雲に閉ざされている。

「月が藍あい色いろに染そまったのは、間ま違ちがいありませんよ。僕は見ています。あのときに似ています……八月の満月に」

「だったら、これ以上、何かある前に止めないと」

　京の言葉に、宗太は静かに頷うなずいた。

　頭の中には、航わたるや百もも花か、他の子供たち、それからアリサのことが浮かんでいた。

「……ねえ。宗太君」

「なんですか？」

「さっき会ったあの子たちとは知り合いなの？」

「この三ヶ月間、一いつ緒しよでした。よく遊んで、朝も昼も夜も一緒だったんです」

「そっか……ごめん」

「別に謝あやまることじゃないですよ。僕は彼らを敵だとは思っていません。ただ、止めたいだけなんです」

　京の手が伸びてきて、宗太の頭を撫なでた。

「な、なんですか？」

「いいじゃないの、たまにはさ」

「意味わかりませんよ」

　そこに黒くろ田だが割り込んできた。

「なあ、宗そう太た」

　一度逸そらした目線を、黒田が再び宗太に戻もどした。

「本当はこんなこと言いたくはないんだがな。言わずにいるのは、卑ひ怯きようだと思うから言わせてもらう……」

　感情の一いつ切さいを誤ご魔ま化かすことなく、黒田の悲ひ痛つうな眼まな差ざしが宗太を見ている。

「この事件、お前に託たくしてもいいか？」

「そんなの……」

　当たり前だと言おうとして言葉は音にならなかった。

　黒田の切り出しから予想はしていた。だが、実際に声を耳にするのは、まるで意味が違ちがっていた。

　黒田が自分を頼ってくれた。初めて頼ってくれたのだ。

　それが、こんなに嬉うれしいとは思っていなかった。

「いいに決まってるじゃないですか」

「頼むぞ」

　いつのまにか、外の吹雪ふぶきが止んでいた。

　濁にごった雲の上から、ぼんやりと青白い光が差している。

　胸騒ぎがした。

　鼓こ動どうが高たか鳴なる。

　焦しよう燥そうに駆られ、宗太は勢いよくひなたを振り向いた。いつから起きていたのか、ひなたはベッドに座り、落ち着いた様よう子すだった。腕の中のゆうひも真まっ直すぐに宗太を見ていた。

「ひなた」

　状況を説明しようとしたところをひなたに止められた。

「だいじょうぶです。なんとなく聞こえていましたから」

「ゆうひもがんばるよ」

「ああ、そうだな」

　再度黒田に向き直ると、決意の鈍にぶった顔が待っていた。

「黒田さんたちは、避難しておいてください。アリサとぶつかったら、今度こそどうなるかわかりません」

　それでも、黒田の迷いは消えない。京みやこも口を挟はさもうとしている。

「必ず戻ってきます。そうしたら、黒田さんに手伝ってもらいたいことがあるんです」

「手て短みじかに済むなら、今聞くぞ？」

　ひなたがゆうひに連れられ、側そばまでやってきた。その手を軽く握る。

「また、学校に通わせてください」

「……それだけか？」

　宗そう太たは目を伏ふせて首を振る。

「今度は、ムーンチャイルドだってことを、隠かくさないで生きていきたいんです」

　京みやこが息を吞のむ。黒くろ田だは、じっと宗太を見ていた。

「簡単じゃないぞ」

「だと思います。想像している以上に、辛つらいと思います。中なか条じようのとき、周囲がどう反応したかは知っていますから。けど、僕は……僕たちはそのために戻もどってきたんです」

「なら、銀ぎんの箱はこ舟ぶねに負けてなんかいられないね」

　京の言葉に、力強く宗太は頷うなずいた。

「けど、無む茶ちやしたらだめだよ？」

「はい」

「ひなたちゃんと、ゆうひちゃんもね」

　ふたりは同時に返事をしてから、京に抱きついた。

　約束の抱ほう擁ようが終わると、もう誰だれも何も言わなかった。

　疲労はだいぶ軽くなっている。だが、万全の状態ではない。

　目の前にあるのは、険けわしい道だ。だが、その道を誰かに任まかせることはできない。宗太が進まなければならない道だから。宗太が選んだ道だから。未いまだ、道半なかばに過ぎないのだから。ここで立ち止まれるはずもなかった。

　宗太は、ストーブのぬくもりに守られた保健室のドアを開けた。そして、再び、冷たい戦場に強く踏み出した。




　　　　　　　　４




　一号館を目指し、並なみ木き道みちに出ると、数十メートル先に人影が見えた。

　吹雪ふぶきは静まり、空は雲に覆おおわれていても、視界は開けている。両りよう脇わきに連なる外灯も、十分な役割を果たしていた。

　人影の正しよう体たいには、ある種の確信を得ていた。

　かぐや姫であるひなたに対抗できる人物はひとりしかいない。

　宗太は、ひなたの手を取り、ゆうひを抱かかえながら、一歩ずつ距離を詰つめる。

　十メートルほど残して、立ち止まった。

　目の前の人影が、フードを取ると銀ぎん髪ぱつが零こぼれた。

「宗そう太たは、月つき乃の宮みやを諦あきらめてはくれないんだね」

「アリサ、僕は……」

　想いを遮さえぎるように、アリサが首を振る。

「もうやめよう。女め々めしいのはさ」

　眼光に鋭さが宿る。同時に、アリサがアルテミスコードを展開した。胸元から溢あふれ出だした文字式が、ドーム状に広がる。

「僕は、言葉に頼ることを女め々めしいとは思わないけどな」

　アリサに反応して、ひなたも重力支配の能力を発動した。すでに、視力は宗太が補おぎなっている。

「銀ぎんの箱はこ舟ぶねは、月が何であるか、わかっているのか？」

「しつこい男は嫌きらわれるよ？」

「あれには手を出さない方がいい」

「誰だれかさんと同じことを言うんだね」

「僕たちは八月の満月を知っている。月の恐さをよく知っている。だからこそ言うんだ」

「…………」

　アリサが口を閉ざす。迷いが生じた証しよう拠こだ。

　答えたのは、アリサではなかった。

「確かに月は恐おそろしい力を持っている。だが、それはすばらしい力でもあるのだよ」

　並なみ木き道みちの木の陰かげから、レイモン・ドイエが姿を見せた。その後ろには、百もも花かと、それに航わたるの姿もある。目が合うと、航は声には出さず、宗太と呟つぶやいた。憎しみと切せつなさを込めて。

　ドイエがアリサの方に歩き出す。

「あなたは本当に、月を我が物にできると思っているのか？」

　横目でこちらを窺うかがうドイエの目が笑っていた。

「思っているとも。お前たちが証明してくれたではないか」

「僕たちが？」

　ドイエがゆうひを見ている。

「……あなたはどこまで知っている？」

　宗太の声が低くなる。警けい戒かいして神経を研とぎ澄すませた。

「月とその子が同質の存在であるという点にまで、と言えば説明になるか？」

　無意識に宗太は奥歯を嚙かみ締しめた。

　袖そでを摑つかむひなたの手からも緊張が伝わってくる。ゆうひの目は、真まっ直すぐにドイエに向けられていた。

「月を掌しよう握あくするためには、お前とかぐや姫と同等の役割をする存在が必要だ」

「月の両親でも探さがすつもりか？」

「別に、何もかもをお前たちと同じにする必要はない。月のアルテミスコードの一部があれば、それを触しよく媒ばいに月を制せい御ぎよできることは、五ヶ月前に検証済みだ」

「……七月のテロか」

　あのとき、確かに銀ぎんの箱はこ舟ぶねは月のアルテミスコードを使って見せた。

　ドイエが石ころを握った手を前に出す。

「それが月のアルテミスコードの一部……月のかけらか」

「そうだ」

「けど、あのときは月を完全に支配下には置けなかったはずだ。それができたなら、今、こんなことをしている理由はないからな」

「その通りだ。残念ながら含まれたコードが少なすぎたせいか、制せい御ぎよは不完全だった。アルテミスコードを食わせ、成長させたが上う手まくはいかなかった」

「食わせた？」

　言葉の裏に、何かを感じた。

　月のかけらにアルテミスコードを食わせる。

　食われたのは誰だれだ。

　柿かき崎ざき瑞みず希きの起こした事件と、七月のテロが結びついていた。何人のムーンチャイルドが犠ぎ牲せいになっただろうか。

　月つき乃の宮みや大だい学がくの研けん究きゆう棟とう地下で見た首なしの遺い体たいが、それだったのではないのか。

「……そういうことか。柿崎のときも、中なか条じようのときも、本当の目的はそのかけらを成長させることにあったんだな。だから、アリサたちは参加させなかった……」

「物分りがいいのも考え物だな。その推理は正しい。だが、それがどうかしたか？　彼らは自らの心に忠実に生きた。それだけだ」

「当たり前だ。あなたに操あやつられていたなんて、僕は思わない」

　どんな形であれ、彼らは必死に生きた。それでいい。

　ドイエが月のかけらを雪の上に捨てた。

「どういうつもりだ？」

「必要ないから捨てたまでだ。欲しければお前にくれてやろう。我々は、完全に月を支配できる月のかけらを手しゆ中ちゆうに収めたのだからな」

「まだ、他にあるのか？」

　いや、宗そう太たも以前にどこかで月のかけらを見ている。大きなかけらだった。

　あれはどこだ。

　記憶の海を潜もぐる。すぐに答えに行き着いた。

　月乃宮零ゼロ番ばん地ち区く。

「零番地区の月のかけらが目的だったのか。それが月乃宮にこだわる理由か」

「そうだ。月乃宮にあるという確信はあったが、正確な所在はわからなかった。ずっと探さがしていたのだよ。無能な政府が後ご生しよう大だい事じにあのような場所に隠かくしているとは思わなかったのでな。お前たちを切きっ掛かけにして、竹たけ中なか伸しん三ぞうが三ヶ月前の事件を起こしてくれたおかげで知ることができた。感謝しているよ」

「学校を占せん拠きよしたのは、零ゼロ番ばん地ち区くから政府の目を遠ざけるためか」

「正確には政府だけではない。最大の障害となるであろうお前たちに、ぎりぎりまで目的を悟さとられないようにするためだ」

「たった三人に、随ずい分ぶんと大規模な陽よう動どうだな」

「百のアルテミスコードに、重力支配のかぐや姫、それにチャイルドコード。やりすぎということはなかろう」

　そこで、ドイエが百もも花かに合図を送る。

　百花がアルテミスコードを発動させ、空間に穴をあけた。その先は、零番アルテミスコード研究所に繫つながっている。

「アリサ……あとは頼むぞ」

　無言のまま、アリサが前に出た。

　その横で、ドイエが穴をくぐろうと縁ふちに手をかけた。わずかに身をかがめた姿勢で不自然に停止した。

　見れば、穴から白い手が伸びている。ナイフを握にぎっている。白はく銀ぎんに輝く刃が、ドイエの胸元に吸い込まれた。

　誰だれも反応しなかった。刺されたドイエですら、何が起きたのかわかっていなかっただろう。

　その証しよう拠こに、硬こう直ちよくしたまま、ドイエは後ろに倒れた。

　穴の奥に目を向けた百花の膝ひざが震ふるえている。唇くちびるがわなわなと上下した。航わたるがその首根っこを摑つかみ、強引に後ろに引っ張り、穴から距離を取った。

　異常に気づいたアリサが穴と向き合う。

　宗そう太たたちの目も釘くぎ付づけになった。

　白くて小さな手が空間の縁を握る。

　黒を基調とした修しゆう道どう衣いの裾すそを翻ひるがえし、細い足が境目を音もなく跨またぐ。

　ヴェールがふわりと揺ゆれた。

「……杏あん奈な」

　アリサが震える声で絶望の名を奏かなでた。

「忠告はいたしましたよ」

　無感動に、杏奈が事実を告げる。

「もっと離れて！　航！」

　アリサが叫び、彼女のアルテミスコードが流星となって宙ちゆうを駆けた。だが、能力が具ぐ現げん化かする前に、杏奈を中心に周囲数メートルの範囲で時が停止した。

　航わたるの名を口にした状態でアリサは止まり、体をびくつかせたまま航と百もも花かも静止している。

　杏あん奈なの足元には、歯車状のアルテミスコードがねじを巻いていた。

　何事もなかったように、杏奈が宗そう太たの方に向むき直なおる。

「ひなた……」

「だいじょうぶです」

　重力支配のアルテミスコードは、すでにひなたを守っている。

　杏奈は距離と取り、近づいてこようとはしない。

　その場で、用件だけを口にした。

「その子を渡してください」

　藍あい色いろの瞳ひとみが、ゆうひを見ている。同じ色の瞳で、ゆうひも見返した。

　ゆうひの小さな手が、宗太の服を握る。

　不安が伝わってきた。

「それはできない」

「その子を渡してください」

「だから、できない」

「なら、仕方ありませんね」

　ゆっくりと回っていたアルテミスコードの歯車が、その回転速度を一気に上げ、宗太たちの方へと伸びてきた。

　足元から迫る脅きよう威いに、ひなたが立ち向かう。

　宗太の前に出て、時間支配の文字式に、重力支配の力をぶつけた。

　一いつ瞬しゆん止まったかに見えたひなたの動きは、少しゆるやかになっただけで、完全に停止はしていない。

　時間が重力を、重力が時間を捻ねじ曲まげている。

　衝しよう突とつの直後、ふたりを中心に地面が沈む。小さなクレーターが生まれた。なのに、震しん動どうは伝わってこない。ひなたが動けるだけで、杏奈の周囲の時間はやはり静止しているのだ。

　干かん渉しようするふたつの力が、金かな切きり声ごえを上げた。女性の悲ひ鳴めいのような、金属が擦こすれ合あうような、とにかく嫌いやな音だった。それが頭に直接ぶつかってくる。

　いつもは無表情の杏奈の目に、緊張を見つけた。

　力が拮きつ抗こうする中心部の空間が歪ゆがむ。それが元の形に戻もどろうとして、急激に弾はじけた。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきに、ひなたが跳はね飛とばされる。それを宗太が受け止めた。そのまま、ふたりで数メートル飛ばされた。

　杏奈は雪のクッションの上を滑り、大きく後退した。それでも、即座に立ち上がる。再び、歩いて距離を詰つめてくる。

　ひなたも宗太から離れ、アルテミスコードを展開した。

「ゆうひは渡しません！」

　邪じや魔まになったのか、杏あん奈なが修しゆう道どう衣いのヴェールを取る。銀ぎん色いろの髪が露あらわになった。

「わたしも、ここまで来てやめるわけにはいかないのです」

「人を殺あやめたからか？」

　杏奈の目が、ひなたから宗そう太たに向けられた。

「誰だれのことを言っているのですか？」

「竹たけ中なか伸しん三ぞうだ」

「わたしが手にかけたのは、彼だけではありませんよ」

　平然とした杏奈の態度は崩くずれない。

「君はそうまでして、何を隠かくそうとしているんだ！」

「真さな田だ様は、もうご存ぞん知じかと思いますが」

「……真実か」

　ゆっくりと目を伏ふせるようにして、杏奈が頷うなずく。

「なぜ、隠かくす！　なぜ、君は真実の番人なんだ！」

「それが、わたしにできる、唯ゆい一いつの贖しよく罪ざいだからです」

　杏奈が静かに歩き出す。ゆっくりと速度を上げ、そして、駆け出した。

　ひなたも体を浮かせ、突とつ撃げきした。

　再び、両者の力がぶつかり合う。時と重力が耳をつんざく。今度も互ご角かく。いや、ひなたが押されていた。体力で劣おとっている。

「ひなた！　がんばって！」

　ゆうひが叫ぶ。

　だが、消費した体力は戻もどらない。息が切れ、額ひたいから汗が垂れた。それに比べ、杏奈はまだ涼すずしい顔をしている。寝息のように呼吸は穏おだやかで、何ひとつ乱れがない。

　いずれは時に捕つかまる。

　わかっていても、宗太にはどうにもできない。今にも飛び出しそうなゆうひを腕に抱いて止めた。そんなことしかできないのだ。

「ううっ……」

　ひなたの背中が苦しみを訴うつたえている。

「もう諦あきらめてください。わたしの目的は、あの子だけです」

「ゆうひは、渡しません！」

「残念ですが、その願いは叶かなわないのですよ」

　そこで一気に押し切られ、ひなたが時間支配に捕ほ縛ばくされた。宙ちゆうに浮いたまま停止し、呼吸も止まっている。

「ひなたを……ひなたをいじめる人、だいっ嫌きらいっ！」

　宗そう太たが腕に抱いたゆうひが光を放はなった。朝日を思わせるあたたかい光が、ゆうひの背中から翼つばさとなって広がる。細かい羽根の一枚一枚にコードが刻きざまれていた。

「ゆうひ？」

　振り向いたゆうひの瞳ひとみも、同じく光り輝いていた。

「そーたとひなたをいじめる人、ゆうひは嫌きらい」

　白鳥のように大きな翼つばさをゆうひが横に広げる。翼は舞い上がる花はな吹雪ふぶきのように、無数の羽根となって散った。

　羽根は宙ちゆうで群れを成し、大群となって杏あん奈なに襲おそいかかる。

　杏奈が手をかざす。ゆうひの飛ばした羽根は時間支配に捕つかまり、停止する。かと思えば、コードを光らせ、時間支配の檻おりを侵しん食しよくして突つき破やぶろうとする。

　さらに杏奈が能力を重ねた。その横顔に余裕はない。眉まゆを吊つり上あげ、焦あせりの色を濃く出している。

　ゆうひは再び光の翼を生み出し、先ほどと同様に羽根を飛ばした。右側面を狙ねらい、続けて左から強きよう襲しゆうする。最後に後方から奇襲を仕し掛かけ、完全に杏奈を包ほう囲いした。

　時間支配の能力に縛しばり付つけられてはいるが、じわじわと包囲網もうは狭せばまっている。

　杏奈を圧倒するゆうひの力に、宗太の緊張がわずかに緩ゆるんだ。

　その瞬しゆん間かん、杏奈が冷笑を零こぼした。

「未来を知るわたしが、わざわざ負けるために来たと思いますか？」

　藍あい色いろの瞳ひとみが怪あやしく光る。

　杏奈は再び周囲に時間支配の能力をぶつけた。

　すると、半径数メートルの範囲の時間が一気に巻まき戻もどる。ゆうひの光の羽根に包囲される前に、杏奈は危機をあっさりと抜け出した。

　だが、それによって、ひなたを縛る時の強制力は失われ、重力が暴あばれ出だす。

　我に返ったひなたが弾だん丸がんとなって飛び出し、杏奈に迫せまった。

　距離が詰つまる。杏奈が手をかざす。それでもひなたは止まらない。修しゆう道どう衣いに包まれた小さな体が、見えない力に引かれ、わずかに浮かんだ。それでも、完全に捕まる前に、杏奈は時間支配能力で身を守る。時を止め、そして、再び巻き戻そうとしている。それすらも、ひなたの重力支配の力が邪じや魔まをしようとする。

　そこで、ふたりのかぐや姫のアルテミスコードに異変が生じた。両者の体から、とめどなく文字式が溢あふれ出す。

　生き物のようにコードが脈みやく動どうしていた。

　その一部が、桜さくら色いろに変色していることに宗そう太たは気づいた。

「ひなた！」

　それでも名を呼ぶことしかできない。力を収おさめれば杏奈にやられる。

「ここで退ひいてください。さもないとあなたは……」

「できません！　未来は、今がんばった人に微笑ほほえむんです！」

　その瞬しゆん間かん、ふたりのアルテミスコードが、完全に薄うす紅べにに変色した。月明かりに照らされて輝く桜さくらのように、艶あでやかに美しい色を放はなつ。

　両者の力はさらに強まり、再び、中央に生まれた空間の歪ゆがみが弾はじけ、ひなたも杏あん奈なも後ろに飛ばされた。

　十メートルは飛んでいる。

　駆け寄ろうとしたが、体が動かない。

　恐怖が足を縫ぬいつけていた。

　頭上に何かが迫っている。

　濃く、そして、巨大な影の存在に宗そう太たは顔を上げた。

　分厚い雲が大きな口を開ける。そこから舌を伸ばすように出てきたのは、藍あい色いろの空だった。八月の満月と同じだ。

　起き上がった杏奈が空に両手をかざす。

　もはや、宗太の方を見ようとはしていない。

　空の落下速度が極端に落ちた。だが、止まったわけではない。杏奈の苦く悶もんの表情も難しい状況を語っている。

「な、なんだよ、これ、何が起きてんだよ、なあ!?」

　杏奈の支配から逃のがれた航わたるが空を見て口を開けている。隣では、百もも花かが腰を抜かしていた。

　アリサは肩を震ふるわせ、救いを求める眼まな差ざしを宗太に向けていた。かぐや姫だからこそ、わかったのだろう。あれが、何であるのかが。自分に何をもたらす存在なのかを。

「ゆうひは、ひなたを頼む」

「うん」

　ようやく立ち上がったひなたに、ゆうひが駆け寄っていく。

　航たちに逃げろと宗太が叫ぶ前に、杏奈の力の一部が月に破られた。上空、十数メートルから、巨大な柱が一本降ってくる。それを再び、止めるだけの余裕が、杏奈にも残されていない。

　藍色をした一本の蔦つたは、地上に到達した瞬しゆん間かんに、十数本に分かれた。それぞれが標的を定め、宗太たちや航たちに襲おそいかかる。

　航が突とつ風ぷうを起こし応戦する。藍色の蔦はものともしない。驚きよう愕がくに航が目を見開く。足が止まっていた。

　宗太の走り出しは早かった。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす航を雪の上に押し倒し、藍色の蔦の強きよう襲しゆうから守った。

「……そ、宗太」

「しっかりしろ！　死にたいのか！」

「そ、そんなこと言ったって！」

　航わたるの肩に手を置き、宗そう太たは百もも花かに向かって叫ぶ。

「どこでもいいから、遠くに逃げ道を作るんだ！」

「え、あ……」

　現実を受け入れられない百花をアリサが抱だき締しめる。

「大丈夫だよ。落ち着いて、私もいるし、宗太もいるから」

「う、うん……」

　そこに藍あい色いろの蔦つたが地面を這はいながら襲おそってきた。アリサは百花を突つき放はなし、おとりになる。蔦はアリサの思おも惑わく通り、アルテミスコードを展開した彼女を狙ねらった。

　迫る蔦の一本を何とか、アリサが回避する。だが、その直後、頭上からもう一本が襲いかかってきた。

　宗太が腕を引っ張り、直ちよく撃げきを回避した。

「ありがと、宗太……」

　何も言わず、アリサを航に渡す。足のすくんだ百花を抱き上げ、空間を切り抜いてできた穴の向こうに放ほうり投なげた。見慣れた丘の草花が、百花を受け止める。三ヶ月間過ごした、あの場所に繫つながっていた。

「航も、急げ」

「けど……なんで、助けてくれんだよ！」

「何度も言っただろ。僕は銀ぎんの箱はこ舟ぶねの敵かもしれないけど、航たちの敵じゃないって」

　宗太たちの方に、三本の蔦が向かってくる。

　アリサが穴を抜ける。航はまだ躊躇ためらっている。

「早く行けって！」

「宗太は？」

「ひなたとゆうひと一いつ緒しよに逃げるよ」

「でも……」

「お前はアリサを守るんだろ！」

　全身をびくつかせた航の目に光が戻もどる。

「あ、当たり前だろ！」

「だったら、ちゃんと守ってやれ。僕の手はひなたとゆうひでもう一杯だ」

　見れば、ゆうひが不ふ思し議ぎな力で蔦を退しりぞけていた。だが、安心もしてはいられない。

　宗太は航の腕を摑つかんで、穴に突き飛ばした。

「お礼は今度会ったときでいいからな」

「ぜ、絶対だぞ！　また……絶対だからな！　宗太！」

　走り出していた宗太は、その声を背中で聞いた。百花の作った穴が塞ふさがる。

　雪が足を重くする。

　周囲を囲む蔦つたの数は、数え切れないほどに増えていた。完全に包囲されている。

「そーた！」

　ゆうひが危機に叫んだ。

「大丈夫、すぐに行く！」

　返事に気を取られた瞬しゆん間かん、脇わき腹ばらを横よこ薙なぎにされた。何が起きたのか一瞬わからなかった。視界はブラックアウトし、息が詰つまる。悲鳴が上がる。ゆうひの声だ。

　雪の上を滑り、その冷たさで目が覚めた。

　痛みは無視して立ち上がる。

　だが、すぐに膝ひざをついた。視界が揺ゆれている。ぼやけている。無意識に悪あく態たいをつきながら、頭を振った。

「ゆうひ、宗そう太たさんを助けてあげてください」

「う、うん」

　ひなたは桜さくら色いろになった重力支配の力で蔦つたの猛もう攻こうを凌しのいでいた。

　ゆうひが光の羽根をまとい飛んでくる。小さな体を胸に抱き止める。

　あとはひなたを回収すればいい。

「逃げて！」

　杏あん奈なの切せつ迫ぱくした声に、宗太は思わず振り向いていた。杏奈の頭上に巨大な蔦が迫っている。それを時間支配能力で食い止めていた。

　他を圧倒する圧力に、全身が恐怖に縮み上がる。慌あわてて宗太は自らの周囲を警けい戒かいした。

　杏奈の警けい告こくは自分に対してのものではない。そう思うと同時に、ひなたを視界に入れていた。

　上から何かが迫っている。藍あい色の蔦だ。太く大きい。

　笑う膝を叱しつ咤たして立ち上がる。届かないとわかっている手を、宗太はひなたに向けて伸ばした。

「早く逃げて！」

　もう一度、杏奈が声を張った。

　直後、藍色の蔦がひなたに降り注ぐ。接触した瞬間、嫌いやな音がした。何かが欠ける音だ。桜色のコードが作る防ぼう壁へきに、網あみ目め状じようのひびが走った。

　叫ぼうとした体が、肺に酸素を送り込む。

　その途中で、重力支配のアルテミスコードは粉こな々ごなに砕くだけ散ちった。ガラスの破は片へんと化した文字式が、輝きを失いながら舞い落ちてくる。

　雪でも、雨でも、花びらでもない。流れ星が死んでいく瞬間を見ているようだった。

　その真ん中に、ひなたは立ち尽くしていた。魂たましいを抜かれたように、呆ぼう然ぜんと空を仰あおぐ。顔色は青白く、表情もない。

　世界から音が失われた。

「……やめろ」

　震ふるえた声が、宗そう太たから零こぼれた。

「やめろよ……やめろ……やめてくれ！」

　必死の叫びも届かず、重力支配の防壁を破やぶった藍あい色いろの激げき流りゆうは、小さなひなたの体を一口で飲み込んだ。

　取りつかれたように、宗太が一歩を踏み出す。

　直径十数メートルはある藍色の蔦つたに近づいていく。

「やめろ……やめろよ……ひなたは、ひなたはな！」

　ひなたを食らった月のアルテミスコードに拳こぶしを叩たたきつける。

　血管が浮かび上がり、筋肉が痙けい攣れんした。

　振り上げ、振り下ろす。

「返せ！　返せよ！　ひなたを返せよ!!」

　赤く染そまった拳はすぐに切れ、殴なぐるたびに激痛が走った。それでも、宗太は止まらない。

　藍色の壁はびくともしない。

「返せって言ってんだろ!!」

　左腕を大きく振りかぶる。渾こん身しんの力を込めた。

　だが、それを振り下ろす前に、宗太は細い蔦に振り払われる。

　布切れのように体は宙ちゆうを舞い、ぼろ雑ぞう巾きんのように、雪の上に転ころがった。

　立ち上がろうにも、全身の感覚がない。

　うつ伏ぶせの姿勢から、どうにか顔だけを上げた。

　ひなたを求め、手を伸ばす。

　切れた額ひたいから血がにじむ。

　血でぼやけた視界に映うつったのは、空に帰ろうとする藍色の蔦だった。

「待てよ……やめろよ」

　もはや声は音になっていない。肺から空気がもれたに過ぎない。

「ひなた……ひなた……」

　かぐや姫を食らい、藍色の蔦は満足そうに空に昇っていく。

　空に伸びた宗太の手は何も摑つかめない。どこにも、誰だれにも届かない。

　宗太は雪の上に伏せた。

　開あけっ放ぱなしの口が呼吸をやめる。

　喉のどの奥が震ふるえた。

　それからすぐに全身を戦慄おののかせながら叫んだ。

「ひなたああああああああっ!!」

　残っているのは、小さな足跡だけだった。




　　　　　　　　５




　日付を跨またぎ、十二月三日を迎える前に、月つき乃の宮みやで観測された異常気象はなくなった。それは同時に、銀ぎんの箱はこ舟ぶねによる街の占せん拠きよが失敗に終わったことを意味していたが、事件が終わった後でも、真相が公おおやけにされることはなかった。

　翌日からは、早くも住人が街に戻もどり始はじめ、さらに三日も経過する頃には、月乃宮は平へい穏おんな日常を取り戻していた。

　だが、元に戻らないものもあった。

　宗太の時間は止まったままだ。

　日常とも無縁だった。

　部屋にこもり、食事も口にしなければ、水も飲んでいない。

　涙は涸かれ果はて、感情は死んでいた。

　カーテンの閉まった薄暗い部屋のベッドに座り、虚うつろな目で宙ちゆうを彷徨さまよう。

「そーた……」

　隣にやってきたゆうひが宗太の肩を揺ゆする。

　耳を傾かたむけることも、返事をすることもない。ゆうひの存在にも殆ほとんど気づいていなかった。

　すると、ゆうひは黙って、宗太の隣に座り続ける。

　そうやって、あの日からの一週間を無む為いに過ごしてきた。

　午前十時を回ったところで、部屋に黒くろ田だがやってきた。

「宗太、出かけるぞ」

「…………」

「宗太」

「…………」

　肩を摑つかまれ、無理やり上を向かされた。

「黒田さん……いたんですか」

「出かけるぞ。着替えろ」

「……いいですよ。ここにいます」

「ひなたが見つかったのにか？」

　その言葉に、目を見開いた。

「あ、あ……あ」

　何か言おうにも、言葉が定まらない。

「いいから、着替えろ。車で待ってる」




　黒くろ田だの車に揺ゆられること十五分、到着したのは月つき乃の宮みや大だい学がく病びよう院いんだった。

　停車するなり、宗そう太たは感情のままに質問をぶつけた。

「病室は？」

「三○一号室だ」

　ドアを開あけ放はなち、宗太はひとりで駆け出す。

「待って、そーた！」

　後ろからゆうひが必死についてくる。

　振り向いてはいられなかった。

　黒田の待てという制止の声も、耳には入らなかった。

　エレベーターを待たずに階段を駆け上がる。

　目的の三階に到着する頃には、眩暈めまいがした。あとから来た、ゆうひに追いつかれる。その手を取って、宗太は再び走り出した。

　病室の前で、警官に止められた。

「関係者です！　通してください！」

「そんな話は聞いていない。確認を取るから待ちなさい！」

　わずかな時間も待てず、宗太が押し切ろうとすると、床に押さえ込まれた。

「放はなせよ……」

　衰すい弱じやくしきった体は言うことを聞かず、まともな抵抗すらできなかった。

　無ぶ様ざまに咳せき込こんでいると、病室のドアが開いた。白衣を着た足元が見える。

「本当に関係者だから、放してあげてくれる？」

　顔を上げると、相手が吉よし川かわ菜な々な子こだとわかった。

「菜々子さん、ひなたは!?」

　部屋の中を振り向く。

「無ぶ事じなんですね」

「ええ。検査の結果、身体からだに異常はないわ。ただ……」

「ただ、なんですか？」

　菜々子が言葉を躊躇ためらう。そのわずかな時間も待てなかった。菜々子の脇わきをすり抜けて、宗太は病室に足を踏み入れた。

「えっ……」

　真っ先に吐と息いき交まじりの驚きがもれた。

　ひとりの少女がベッドに座っている。

　長い黒くろ髪かみが、シーツを半分埋めている。

　宗太に気づいた瞳ひとみに、驚きが宿る。焦点は定まり、一直線に宗太へと注そそがれていた。見ている。ひなたの目が、間ま違ちがいなく宗そう太たを見ている。見えているのだ。

　まばたきをすると、今度は困こん惑わくが顔を覗のぞかせ、小さな体がわずかに下がった。

「……ひなた、なんだよな？」

「え、えっと……」

　戸と惑まどった様よう子すで、ひなたがはにかんだ。

「そ、そうですけど……」

「……そっか。よかった……よかった……」

「よかったね、そーた」

　足にしがみ付くゆうひが微笑ほほえんでいる。

「ああ。ほんとに……ほんとによかった……」

　涙が筋すじとなって宗太の頰ほおを流れた。

「あ、あの……」

「なんだ、ひなた」

「ご、ごめんなさい。そ、その……」

「ん？」

　宗太を見み据すえるひなたの瞳ひとみが揺ゆれている。

　一度は開いた口は、躊躇ためらいに負けて閉ざされた。

「どうしたんだ、ひなた？」

　シーツに落とした視線を、ひなたが上げた。

　それから、信じられない一言を口にした。

「あなたは、誰だれ、ですか？」

「は？」

「ごめんなさい……。わたし、わからないんです……」

「何を言って……」

　声が震ふるえている。

　現実を否定するように、無意識に一歩下がっていた。

「ほんとに、わからないんです……」

　何かの砕くだける音を、宗太は聞いた気がした。

　もう一歩下がる。

　三歩目は軽かった。

　背中が誰かにぶつかった。黒くろ田だだ。

「……記憶を失っているそうだ。俺のことはもちろんだが、京みやこやつばめのことも、特とつ課かにいたことも、それ以前にどんな生活をしていたのかも、かぐや姫のことも全部忘れているんだ。お前のことまで……」

「そんな……そんなのって……」

　困こん惑わくと怯おびえを含んだ様よう子すで、ひなたが宗そう太たを見ている。申し訳なさそうに瞳ひとみが揺ゆれている。

　宗太は否定するように、無意識に首を左右に動かしていた。

「ごめんなさい……」

　なおも謝あやまるひなたの視線に耐え切れず、宗太は駈け出した。

　病院の廊下で吼ほえた。喉のどを震ふるわせ、暴あばれる感情のまま叫んだ。場所など気にはならない。他人の視線もどうでもよかった。

　病院を出ても、吼えて、走って、叫んで、駆けた。

　転ころんでは起き上がり、体を痛めつけるように、走り続けた。

　商店街を抜け、住宅街に入っても、それは続いた。

　もう、自分がどこにいるのかも、宗太は認識していなかった。

　何度も車のクラクションを鳴らされた。誰だれかが怒ど鳴なっている。それ以上の声を、宗太も上げた。もはや、言葉はない。獣けものとなっていた。

　雨が降っていることに気づいたのは、ずぶ濡ぬれになってからだった。

　弱った体は、簡単に寒さに屈し、徐々に動かなくなっていく。

　人通りの少ない路地で、宗太はついにうずくまった。

　容よう赦しやなく、雨は降りしきる。

　凍こごえながら、目を閉じる。

　しばらく眠った。

　誰かが体を揺ゆすってくるので目を覚ました。

「そーた、そーた、そーた……」

　いつのまにか、泣きじゃくるゆうひの顔があった。

「僕は……僕は……」

　もう涸かれたはずの涙が再び溢あふれ出だす。

　ゆうひの体を強く抱いた。

　声は出ない。もう眠りたいと思った。そして、目を覚まさなければいいとさえ思った。

　突然、雨が当たらなくなった。

　止やんだわけではない。

　顔を上げる。

　誰かがいる。

「やっぱり……真さな田だ君なの？」

　里さと見み千歳ちとせが傘かさを差して立っていた。
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　咥くわえた煙草たばこの先端から、煙が空に昇っていく。

　煙は黒くろ田だの視界の中で、流れる雲に紛まぎれて消えていくばかりだ。

　病院の屋上の隅すみに設置された喫きつ煙えんスペースに人の姿はない。いるのはスーツ姿の黒田だけだった。

　足元には今も雪が深く残っている。毎朝の冷え込みで凍る雪は、簡単に溶けそうにはなかった。

　屋上から見下ろす街も同様で、雪をかぶったまま日常を送っている。

　そんな景色を、黒田はぼんやりと眺ながめていた。

「忙しいはずのあなたが、仕事をサボっていていいのかしら？」

　足を滑らせないように、慎重な足取りで黒田の隣までやってきた菜な々な子こが、フェンスに指をかけて、眼下の街を見み据すえる。

　黒田はフェンスに背中に預あずけ、殆ほとんど灰になっていた煙草を灰皿の上でもみ消した。

　最後に吸い込んだ煙を、ゆっくりと吐はき出だす。

　菜々子に何か言い返す気分ではなかった。

「後悔してるの？　真さな田だ君をひなたちゃんに会わせたこと」

「それは、一昨日おとといのことを言ってるのか？　それとも、四月の段階での話か？」

「両方かしらね」

「どっちも、後悔はしちゃいないよ。反省はしてるけどな」

「反省ねえ」

　菜々子が横目で見てきた。

　その視線に気づきながらも、黒田は取り合わなかった。

「可能性は低いとしても、期待してたんだろうな。ふたりを会わせれば、記憶が戻もどるかもしれないってことに」

「意外と打たれ弱いのね」

「なんか、切せつなくてね。あいつらを見ていると。歳を取ったせいかね」

　言いながら、黒田は自分を笑った。

「あなたの口から、そんな言葉を聞く日がくるとは思わなかったわ」

「そりゃあ、悪かったね」

「別に、悪くはないけど」

　黒田は二本目の煙草を口に咥え、火は点つけずにため息を吐ついた。

「あなたのことはどうでもいいけど、真田君は見つかったの？」

「現在捜そう索さく中ちゆうだ」

「その割には、悠ゆう長ちようなのね」

「宗太のことは、つばめに任まかせてある。俺が走り回るより確実でしょうよ」

「ふ～ん、ま、いいけど」

　菜な々な子こが呆あきれた様よう子すで伸びをしていた。

「言いたいことがあるなら、言ったらどうだ？」

「捜さがしたいのなら、捜せばいいのにって言いたいけど、言ってもいいのかしら？」

「もう言ってるだろ……」

　苦にがい顔で黒くろ田だは煙草たばこを手に戻もどした。

「俺には、俺がやらないといけない仕事ってものがあるのよ」

「あなたがいいのなら、それでいいけど。今のあなたは、どう見ても、仕事をサボっているようにしか見えないわよ」

「あのな、俺も……」

　黒田の反論を聞こうともしないで、菜々子がさらに続けた。

「それはそうと、銀ぎんの箱はこ舟ぶねの方はどうなったの？」

「……どうもこうもない。全部が闇やみの中だ」

「警けい察さつもろくなものじゃないわね」

「耳が痛いが仕方ないだろう。現場にいたと思われる、宗そう太たとゆうひちゃんは行ゆく方え不ふ明めいのままで、もうひとりは……」

「記き憶おく喪そう失しつで何も覚えていない」

「ああ。手て掛がかりになりそうなものと言えば、現場に残っていた足あし跡あとと血けつ痕こんくらいだ。大学の敷しき地ち内ないで見つかった足跡は全部で四十二。ＳＡＴや自衛隊の特とく務む部ぶ隊たいでも歯が立たないのは当然だな。誰だれも、銀の箱舟にそんな数のムーンチャイルドがいるとは思っていなかった」

「最大の誤算は、七人目のかぐや姫でしょ」

「ああ。あの異常気象を目まの当あたりにした時点で、その可能性を疑うべきだった」

　自然環境を自在に操あやつる能力。

　圧倒的な影響力を誇っていた。

　思考に取り付かれる前に、黒田は話を元の流れに戻した。

「事件の中心となったであろう並木道の途中には、八つの足跡があった。特定できたのは、そのうちの六つだ。宗太たち三人と、銀の箱舟の三人。木きの下した航わたる、朝あさ倉くら百もも花か、それと、かぐや姫の伊だ達てアリサ」

　何か考えるように、菜々子が目を伏ふせる。

　少し待っても、何も言ってこない。黒田は独ひとり言ごとでも言うように続けた。

「銀の箱舟の三人は三人とも、家庭内での殺さつ人じん未み遂すい事じ件けんの関係者だったよ。木下航は、両親に殺されかけ、朝倉百花は両親を殺しかけ、伊達アリサに至っては、その両方だ」

「親にも見捨てられたムーンチャイルドとはね……それこそ、切せつないわ」

「三者の身内とは連絡を取れたんだが、冷たくあしらわれたよ。思い出したくもないらしい。当然、自分の子供の居場所も知らない始末だ」

「世の中もろくなもんじゃないわね」

　菜な々な子この皮肉に、黒くろ田だは頷うなずくことはできなかった。

　その問題をどうにかしなければならないのだ。

「残りふたつの足あし跡あとに関しては、まだ何もわかっていない。大きさからひとつは大人おとな、もうひとつは子供ってところまでだな」

「血けつ痕こんは？」

「それも調べている最中だ。鑑かん識しきの話じゃ、致ち死し量りようの出血があったらしい。遺い体たいがないのが不ふ思し議ぎなくらいだと言っていたか」

「ほんとに、何もわかってないのね」

「だからお前に話したんだよ。機き密みつらしい機密なんて、今はないからな」

「あ、そ」

　面おも白しろくなさそうに言いながら、菜々子はフェンスに背中から寄りかかった。

　菜々子は空を見上げ、黒田は足元を見み据すえている。

「ねえ、ひなたちゃんのことを聞きたくて、わざわざ来たんでしょ？」

　前置きのない切り出しにも、黒田は驚かなかった。

　ゆっくりと顔を上げると、菜々子が眉まゆを持ち上げて見ていた。

「お見通しか」

「長い付き合いだもの」

　その言葉には何の色気もない。かと言って、無感情というわけでもない。わずかな気き遣づかいが含まれていた。

「立花ひなたは大丈夫なのか？」

　菜々子が表情を引ひき締しめた。白衣のポケットに手を突つっ込こみ、言葉を選ぶようにして、口を開いた。

「健康状態……という点に関しては、まったく問題ないわ」

「それ以外は？」

「わからないわね……」

　菜々子が視線を落とし、自分の爪先をじっと見つめる。

「つまり、俺の危き惧ぐしていることを、お前も考えているわけだな」

　静かに、菜々子が頷く。

「時期も状況も違ちがうけど、今回の件は、八月の満月に訪れる、かぐや姫の迎えによく似にているわ」

　フェンスを摑つかんだ黒田の手に力が入った。

「似ているだけで済まなかったらどうなる？」

「他のかぐや姫と同じ末まつ路ろを、ひなたちゃんもたどることになるでしょうね」

　それは、死を意味する。

「だが、今の彼女に、その予よ兆ちようはないんだろ？」

「それは保障するわ。肉体的には健康よ。今のところ、病死を疑う理由は何もない」

「なら、警けい戒かいするのは別の可能性か……」

「そうなるわね」

「考えたくはなかったんだがな。何らかの意思が、かぐや姫を殺しているなんてことは……」

「もし、そうだとするなら、目的は何なのかしらね」

「怨えん恨こんか、金か。そういうわかりやすい話ならいいけどね。何にせよ、人殺しの目的なんてものは、大たい概がいろくでもないことでしょうよ」

「だといいけど」

「そうであってほしいよ。月に迎えられたかぐや姫を排はい除じよしたいやつの思おも惑わくなんざ、俺に理解できるはずもないだろうからな」

　菜な々な子こは何も言わずにフェンスから背中を離した。

「俺はしばらく病院に詰つめさせてもらうことになるぞ」

「わかっているわよ。真さな田だ君の代わりに、お姫様を守らないとね」

「……そうだな」

　振り向かずに、菜々子は手をひらひらと振りながら屋上から去っていった。

　残された黒くろ田だは、再び空を見上げた。

　吸おうとした煙草たばこを、箱に仕し舞まう。それを両手で捻ひねり潰つぶしてから、灰皿に捨てた。

「お前が戻もどるまでだからな」

　恨うらみ言ごとのように言い残して、黒田も屋上を出た。
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　腫はれぼったい眼球の熱さで、宗そう太たの意識は覚かく醒せいした。

　暗くら闇やみから抜け出すように、重たいまぶたをゆっくりと開く。

　最初に視界に収おさまったのは、見知らぬ天てん井じようだった。

　円えん盤ばん状じようの蛍けい光こう灯とうが、宗太の真向かいにあった。

　何も感じなかった。何も考えられなかった。

　自分がどこにいるのかも、疑問に思えない。

　何があったのかも、思い出す気分ではない。

　心が死んでいた。

「僕は……」

　声が喉のどに絡からむ。

「そーた、起きたの？」

　首を傾かたむける。ゆうひの心配そうな顔があった。

　ゆうひの手が伸びてきて、宗太の頰ほおに触れる。

　それでも、壊こわれた心は動き出さない。

　何かを思い出したように、ゆうひが立ち上がる。宗太に背中を向けて、誰だれかを呼びに行ってしまった。

「そーた、起きたよー！」

　体を起こそうにも腹ふつ筋きんに力が入らない。

　宗太が状況を確かめるよりも前に、ゆうひが誰かを連れて戻もどってきた。

　困こん惑わくを含んだ瞳ひとみが、横になったままの宗太を眼鏡めがね越ごしに見ている。

「里さと見み……」

　着替えの途中なのだろう。ブラウスのボタンは、一番上が開いたままで、リボン状のタイは首に通されたまま結ばれてはいない。見慣れたスカートは月つき乃の宮みや高こうの冬服だった。

　千歳ちとせを前にしても、宗太の頭は未だに朦もう朧ろうとしていた。

　何が起きたのか。どうしてこうなったのか。わかっているはずの現実を、心が否定している。拒絶している。

「真さな田だ君…………覚えてる？」

「ああ……大丈夫、覚えてる」

　反射的に出た言葉に過ぎなかった。だが、切きっ掛かけとしては十分だった。白黒の画面で、現実が脳内に再生された。生々しい感情が、激痛を伴って蘇よみがえっていく。

　白い病室のベッドに座る黒くろ髪かみの少女。

　真まっ直すぐに宗そう太たを見ていた。

　小さな唇くちびるが聞き慣れたはずの音を奏かなでる。

　──あなたは、誰だれ、ですか？

　その声に、親しみはない。

　困こん惑わくと戸と惑まどいが、ひなたの表情には溢あふれていた。

　ベッドまでのわずか二メートルが、永遠の距離に思えた。

　絶望が脳のう裏りに焼きついている。

　それからのことはよく覚えていない。病院を飛び出し、衝しよう動どうに任まかせて、ただ、走った。いや、逃げ出したのだ。病院から、現実から、そして、ひなたから……。

　そのまま、消えてしまいたかった。

　疲れ果て、雨に打たれ、それでも、終わりはやってこなかった。

　そんなときに、千歳ちとせに会った。その後の記憶は完全に途と切ぎれ、何もかもが真っ白だ。

「真さな田だ君、雨に濡ぬれて、あのままだと風か邪ぜを引くと思ったから。普通じゃなかったし、うちも近かったから、来てもらったの。だけど、シャワーを浴びたら、すぐに倒れて……すごい熱、あったんだよ？」

　千歳の白い手が伸びてきて、宗太の額ひたいに触れた。

「……熱はまだあるね」

　目を閉じる。ひんやりとしていて心地ここち良よい。

　この冷たさは、なんとなく覚えている。

　悪夢の中でも、誰かがタオルで汗を拭ふいていてくれた気がする。あれは、恐らく千歳で、夢などではなく、現実のことだったのだろう。

　どうにか上体を起こし、宗太は枕まくらをクッションにして座った。

「ごめん……迷惑かけて」

「ううん、それはいいんだけど……。病院にはいかなくてもいい？」

　言いながら、千歳の視線はゆうひに向けられた。

「この子が、病院はだめだって言うから、救急車呼ぼうか迷ったんだけどやめたの」

　ゆうひがベッドによじ登ってきて、宗太にしがみついてきた。

「そーた、病院にいったら、またいじめられる」

　その頭を宗太はそっと撫なでた。

「そーた、だいじょうぶ？」

「ああ、もう平気だよ」

　熱っぽいが動けないほどではない。

　何なに気げなく宗太は周囲を見回した。

　ワンルームの室内は、女の子の部屋そのもので、淡い色合いの家具で統一されていた。ベッドも、絨じゆう毯たんも、壁紙からも、やわらかい印象を受ける。

「里さと見みってひとり暮らしだったんだな」

「……あんまり、見ないでよ」

　わずかに頰ほおを赤らめながら、上うわ目め遣づかいに千歳ちとせが睨にらみつけてくる。

「今年からだけど、お父さんが転勤になって、家族は北海道に引っ越しちゃったから」

「そうだったのか……」

　もう一度、室内を見回すと、再び千歳に冷たい目で見られた。

「ベッド、取っちゃってごめん」

「それくらいは、いいけど」

「…………」

「…………」

　続ける言葉が見つからない。

　頭の中は霧がかかって白はく濁だくしている。

　下げた視線の先に、うさぎのぬいぐるみを見つけた。

「里見も、ぬいぐるみとか持ってるんだな」

「それは……弟が誕生日にくれただけで……」

「別にいいと思うよ。ひなたも好きだった」

　完全に無意識だった。

　自分の言葉が、胸に突つき刺ささり、深く抉えぐってくる。

　痛みに胸を押さえた。血は一滴も出ていない。傷もない。なのに、痛みは引くどころか、なおも激しくなっていく。

　膨ふくれ上あがる痛みも、やがて飽ほう和わを迎え、今度は一いつ瞬しゆんにして、弾はじけてなくなった。

　空からっぽになった。

　宗そう太たの顔からも表情は消え、一ひと筋すじの涙が頰を伝い落ちる。

「真さな田だ君……」

　千歳の呼びかけで、自分が泣いていることを宗太は認識した。

　重たい腕を動かして、袖そでで拭ぬぐった。

「ごめん……」

「謝あやまらなくてもいいけど……」

　途中で口を噤つぐんだ千歳の言葉の続きは、容易に想像できた。

　だから、宗太はもう一度だけ、ごめんと繰り返した。

「……真田君が、話してもいいって思える日がきたら、教えてくれる？」

　声には出せず、宗太は涙を拭いながら、何度も頷うなずいた。

　それから、宗太も千歳も何も言わなかった。ゆうひも宗太に抱きついたまま黙っている。

　時間に身を預け、心が落ち着きを取とり戻もどすのを、ただ待っていた。

「里さと見み……学校はいいのか？」

「え？　あっ！」

　千歳ちとせはブラウスのボタンを閉めると、器用にリボンを結むすんだ。ブレザーに腕を通し、月つき乃の宮みや高こうの冬服の装いが完成する。

　その制服姿は、懐なつかしく思えた。同時に、眩まぶしくも思えた。

「例の異常気象で、校舎、壊こわれちゃったんだけど、今日きようから再開なの。春までは、大学のキャンパスを借りて授業をするんだって」

　沈黙を埋うめるように、聞いてもいないことを千歳が教えてくれた。

「ちとせ、どっかいっちゃうの？」

　出かけようとする千歳を、ゆうひが追いかけていく。

　千歳がゆうひの前にしゃがみ込んで、頭をやさしく撫なでていた。

「夕方には帰ってくるから、お留る守す番ばんお願いできる？」

「うん。ゆうひ、おるすばんしてる」

「真さな田だ君のこともよろしくね」

「うん。ゆうひ、そーたのこと好き」

　ゆうひの返答に、千歳は少し面めん食くらった様よう子すだったが、気を取とり直なおすと、宗太の方を見て、何か言いかけ、それでも何も言わずに出かけていった。

　ドアが閉まるまで、ゆうひが手を振っていた。

　外から鍵かぎがかけられる。

　千歳がいなくなると、急に体の力が抜けた。

　ベッドに仰あお向むけになる。

　ゆうひの足音が近づいてきて、宗そう太たの腹の上に覆おおいかぶさってきた。

「そーた、あついよー」

「そうだな」

　返事は上の空だった。

　ひなたのことが頭から離れない。忘れようとしても、まぶたの裏に蘇よみがえる。そのたびに、涙が溢あふれ、宗太は袖そでを濡ぬらした。

　ひなたは、宗太のことを覚えていない。

　初めて出会った日、研究所を逃げ出し、裸でシーツに包まっていたことも。警けい戒かいしてか、妙みように強がっていたことも。

　登校初日、時間がなくて、手を繫つないで歩いたことも。

　特とつ課かの仕事で動物園に行ったことも。月つき乃の宮みやの誕生祭では、京みやこの企たくらみでふたりきりにされてしまったことも。

　体育祭では、実行委員で駆けずり回ったことも。

　屋上で想おもいを伝えてくれたことも。宗そう太たが自分の気持ちに素直になれた日のことも。

　食事時の些さ細さいな会話も。おやすみなさいを言うまでの短いやり取りの数々も。

　海で遊んだことも……。

　何もかもを忘れている。宗太が誰だれかもわからない。覚えていない。

　いつか、記憶は戻もどるのだろうか。

　戻るとするなら、それはいつなのだろうか。

　そんなこと、わかるはずがない。

　記憶が戻らなければ、ひなたはどうなるのだろうか。

　あの黒くろ髪かみは、膨ぼう大だいなアルテミスコードを失った証あかしなのではないか。かぐや姫ではなくなった証しよう拠こなのではないのか。

　視力も取とり戻もどしているのだ。

　以前に、上うえ杉すぎ杏あん奈なが言っていた。ひなたの視力を奪うばっているのは、重力支配のアルテミスコードだと。

　それが本当なら、視力を取り戻した今のひなたはもう普通の女の子だ。

　かぐや姫でも、ムーンチャイルドでもない。

　記憶をなくしたことで、辛つらい過去の一いつ切さいも忘れている。これからは、普通で平へい穏おんな生活を送っていけるのではないか。

　だとするなら、もう、ひなたの側そばに宗太の居場所はない。

　むしろ、いない方がいい。

　新しい人生を、やり直なおせるのだから。きっと、黒くろ田だならそうしてくれる。

「なあ、ゆうひ」

「なあに」

　胸の上で、ゆうひが顔を上げた。

「……里さと見みが戻ったら、お礼を言おうな」

「うん。ありがとうって言うよ」

「それとさ」

「それと？」

「月つき乃の宮みやを出よう」

　わからないという表情をゆうひは浮かべている。

「街を出て、遠くに行こう」

「……ひなたは？」

　不安そうな眼まな差ざしで、問いかけてくる。

「僕とゆうひのふたりだけだよ。それじゃあ嫌いやか？」

「ひなたも一いつ緒しよじゃだめなの？」

「僕たちがいると、ひなたを困らせるんだ」

「そうなの？　ゆうひのこと嫌きらいになったの？」

「違ちがうよ。そうじゃないんだけど……だめなんだ」

「……そうなんだ」

「ああ……僕たちがいない方が、ひなたは幸せになれるんだ」

　ゆうひが今にも泣きそうに、目を潤うるませた。

　それでも、必死に堪こらえている。

「ゆうひ、ひなたには笑ってほしいから、がまんする」

「そっか。ゆうひは偉えらいな」

　頭を、背中を、そっと撫なでた。

　すると、ゆうひは宗そう太たの胸に顔を埋うずめた。

「ほんと……ゆうひは、偉いな」

　腕にゆうひのぬくもりを感じながら、宗太は再び眠りに落ちた。




　まどろみの中で、千歳ちとせの声を聞いた気がした。何か返事をしたつもりだが、何を言われ、何を返したかは記憶していなかった。

　ドアが開き、閉まる音がする。

　再び部屋には沈黙が訪れ、宗太は眠りの海に沈んでいく。

　だが、その途中で、インターフォンの音が割り込んできた。

「そーた。お客さんだよ」

　ゆうひが体を揺ゆらす。なかなか目は覚めない。

　体の揺れが止まった。ゆうひが遠ざかっていく足音がした。

　またドアが開き、そして、閉まる。

　そこで、宗太の意識がまどろみの中から浮上した。

　体を起こして、ベッドに座る。

「匿かくまってくれる女性がいるとは、君もすみに置けないな」

　どこかで聞いた声が、頭の上から聞こえる。

　緊張で体が強こわ張ばる。

　驚いて顔を上げると、黒いスーツ姿の男が立っていた。

　まだ、夢を見ているのだろうか。

「先に言っておくが、私は夢でも幻まぼろしでもない」

「……福ふく島しま礼れい司じ。どうして、あなたが……」

「なんと言ってほしいんだ？」

　淡々とした口く調ちようとは裏腹に、体温を感じさせるやわらかい眼まな差ざしだった。

　それに、宗そう太たは答えられなかった。

　今、自分が何も望んでいないことに気づかされた。

「何もないのなら、私の方から言わせてもらおう。こんなところで、何をしている？」

「何をって」

「立たち花ばなひなたをひとりにしておくつもりか？」

　名前を耳にしただけで、宗太の全身が熱を持って疼うずき出だした。

　体が考えることを拒絶している。呼吸が苦しくなった。

「目を背そむけていても何も変わらない」

「そんなこと……そんなことわかってる」

　だが、どうしようもないのだ。

　記憶をなくしたひなたにとって、宗太は混乱の素もとにしかならない。

　もう何もできない。何もしないことが、ひなたのためなのだ。

「いや、わかっていないな。本当にわかっているのなら、君はもう駆け出しているはずだ」

「さっきから、なんなんだ。言いたいことがあるなら、はっきり言ったらどうだ！　僕を笑いたければ笑ったらどうだよ！」

　勢いに任まかせて立ち上がろうとしたが、それもできなかった。

　途中で、咳せき込こんで背中を丸めた。

「そーた、だいじょうぶ？」

　ゆうひの小さい手が背中を撫なでる。

　なんとか体を起こして、宗太は血走った目で礼れい司じを睨にらみつけた。

「僕を笑いに来たんだろ！　だったら、そうすればいい！」

「私にその資格はない」

　礼司の瞳ひとみに、宗太は深い悲しみを見た。言葉では表現のしようもないどこまでも深い悲しみを。

　宗太は勢いを失い、わずかの間、沈黙が訪れた。

「前に話したはずだ。月に食われたかぐや姫の末まつ路ろについては」

「かぐや姫の末路……」

　体内のアルテミスコードを失い、ムーンチャイルドですらなくなった後、謎なぞの死を遂とげている。生きているのは、最初のかぐや姫である上うえ杉すぎ杏あん奈なだけだ。

　二人目のセルマ・リンドベリは、今、宗太の目の前にいる礼司が手にかけたと聞いている。

「それが……どうした」

　宗太の声は震ふるえていた。

　どうしようもなく、体の芯しんが怯おびえている。

「言われなくとも、もうわかっているのだろう？　確かに今は八月ではない。だが、立たち花ばなひなたを襲おそったあの状況は、月の迎えに酷こく似じしていた」

「そんなことあるはずが……」

「他のかぐや姫は死んだ」

「もう……いいだろ……」

　消えそうな声を必死に絞しぼり出だした。

「だが、彼女は……立花ひなたはまだ生きている」

「黙れよ……」

「まだ生きているんだぞ」

「黙れって言ってるだろ！」

　立ち上がった勢いのまま、宗そう太たは礼れい司じの胸むな倉ぐらを摑つかむと、壁に叩たたきつけた。

　血管の浮かび上がった拳こぶしが、純粋な怒りに打うち震ふるえる。息が上がり、抑よく制せいの効きかない感情のままに激しい呼吸を繰り返す。

　礼司の口からは苦く悶もんの声がもれた。

「私が黙ったところで、現実は変わらないぞ」

「黙れ！　黙れよ！　わかってる！　そんなのわかってる！」

「なら……」

「いいだろ……もういいだろ……」

　震ふるえる腕から突然力が失われた。

　踏ん張っていた足からも、気力は削そがれた。

　ずるずると、宗太の体が沈む。

　現実への拒否反応からか、吐はき気けすらした。

「もう、やめてくれ……許してくれ。これ以上は……もう何も取らないでくれよ」

　膝ひざを立てた姿勢で、宗太は礼司にすがった。ズボンを握にぎり締しめる。頰ほおを伝う涙が、絨じゆう毯たんを重たく濡ぬらしていく。

「いいだろ……もう……。僕から取らないでくれ……。ひなたから奪うばわないでくれよ……」

「そーた……」

　宗太の肩に、ゆうひの手が触れた。

「どうして、ひなたばかり……どうしてなんだよ……」

「可能性を信じて抗あらがうか、現実を受け入れて諦あきらめるかは君次第だ」

「わかってるよ、そんなこと！　言われてなくても……」

「そーたをいじめたらだめ！」

　ゆうひが礼司の腰の辺あたりを叩たたいた。何度も何度も小さな拳こぶしを振り下ろす。

「そーたをいじめないでよ！　いじめたら……ゆうひが……ゆるさないんだから……」

　言葉の最後は、殆ほとんど涙で聞き取れなかった。

　ゆうひの小さな体を宗そう太たは抱き寄せる。

　腕に抱いたぬくもりを感じながら、宗太は押し寄せる感情と戦っていた。

　この世の理り不ふ尽じんを呪のろうだけ呪った。

　だが、そんなことをしても誰だれも助けてはくれない。

　もうやめていいとは誰も言ってくれない。

　たとえ、言ってくれても、宗太は止められない。抗あらがうことを止められない。それが、宗太を支えているものだから。

　何が待っていようとも、立ち向かうと決めた。

　ひなたと一いつ緒しよなら、恐れるものなど何もないと思っていた。

　そのひなたを失った。

　それでも、共に育はぐくんだ想おもいのすべてがなくなったわけではない。むしろ、今になって、その形がはっきりと見えている。

　どうしようもなく想いが溢あふれ出だしてくる。

　終わりになどできるはずもない。なかったことになどできるはずもない。

　あの笑顔が自分に向けられてなくてもいい。

　あの声で呼びかけてくれなくてもいい。

　あのぬくもりを感じられなくてもいい。

　そんなことはもう関係ない。

「僕は……僕は……」

　胸が痛い。だが、痛みの奥底には光がある。今もなお、消えない灯火だ。現実に傷つけられ、踏ふみ躙にじられても、消えはしなかった。それどころか、小さくとも、さらに眩まぶしい光を放はなつようになっている。それが宗太の胸の中にある。それが、ひなたという存在になっていた。

「僕は……ひなたが好きなんだよ……」

　顔を上げたとき、涙はすっかり止まっていた。

　感情は風のない水面みなものように穏おだやかだ。

　ゆうひを抱っこして立ち上がる。福ふく島しま礼れい司じと目が合った。

「かぐや姫を狩かるのは、上うえ杉すぎ杏あん奈なだ」

　宗太の眉まゆが揺ゆらぐ。

「自分たちの運命を確かめたければ、彼女に会えばいい。恐らく、今も月つき乃の宮みや大だい学がくの礼れい拝はい堂どうにいるだろう」

「……どうして、傍ぼう観かん者しやのあなたが僕にそんなことを」

　小さく笑うと、礼司は背中を向けた。

「君が僕くらいの歳になればわかるだろう」

　そう答えると、礼れい司じは部屋から出て行った。

　残された宗そう太たは、しばらくの間、礼司の去ったドアを見ていた。

　心は真まっ直すぐに外と向かっていた。

「なあ、ゆうひ」

「なあに？」

「留る守す番ばんを頼んでもいいか？」

　不ふ思し議ぎそうな顔で、ゆうひが首を傾かしげる。

「僕にはいかないといけない場所があるんだ」

「こわい、おねえさんに会うの？」

「……ああ、上うえ杉すぎ杏あん奈なに会ってくる」

「ゆうひもいく」

「だめだ」

　杏奈の狙ねらいはゆうひでもあるのだ。連れて行くわけにはいかない。

「そーたひとりだと危ない。ゆうひが守ってあげる」

「けど……」

「一いつ緒しよがいいの。そーたまでいなくなっちゃいやだよ」

　ゆうひが宗太の首に両手を回してきた。

　その頭をそっと撫なでた。

「……わかったよ」

「うん」

　さらに強くゆうひが抱きついてきた。

　心の傷はまだ癒いえていない。傷だらけのままだ。

　一歩を踏み出すだけで、全身が悲鳴を上げる。逃げ出したいと叫んでいる。

　それでも、宗太はぼろぼろの体を引ひき摺ずるようにして部屋を出た。
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　夕暮れに染そまった礼れい拝はい堂どうの扉とびらは無言だった。

　宗太は躊躇ためらうことなく押し開けると、ゆうひの手を引きながら中に入った。

　後ろ手に扉を閉める。

　誰だれもいない。

　周囲を警けい戒かいしながら、宗太はゆうひと一緒に中央の通路に歩み出した。最前列の椅い子すの間で立ち止まる。

「いるんだろう……上杉杏奈」

　静せい寂じやくを守る礼れい拝はい堂どうに、そう突つきつけた。

　声は天てん井じように響き、上から戻もどってきた。

　その直後、背後に気配を感じた。

　確信を抱きつつ、振り向いた宗そう太たの視界に、ひとりの少女が映うつる。

　修しゆう道どう衣いに身を包み、銀ぎん色いろの髪かみがヴェールから少しだけ零こぼれていた。

「その子を引き渡す決意でも固まりましたか？」

　杏あん奈なの目線がゆうひを捉とらえている。

　それに怯ひるむどころか、ゆうひは宗太より半歩前に出た。必死に杏奈を睨にらみつけている。

「僕が何のためにきたのか、君は知っているはずだ」

「そうですね。確かに存じております。一度は見てきましたから。ですが、今度も真さな田だ様が同じ言葉を口するとは限りませんので」

「たぶん、何度繰り返しても同じだ。僕の気持ちは変わらない」

「この世に変わらないものなどそうはありませんよ？　特に人の心は脆もろく儚はかなく、そして、移ろいやすいものですから」

　静かに杏奈が近づいてくる。

　ゆうひが構えた。背中からコードの集合体で形作られた翼つばさが広がった。

　それを警けい戒かいしてか、杏奈は礼拝堂のほぼ中央で立ち止まった。

「僕も殺すのか？　竹たけ中なかのように、ドイエさんのように」

「そのご様よう子すでは、真実の一歩手前までは、到達してしまったようですね」

「君がゆうひを渡せと言ってきたのが決定打になったよ。僕は今、真実に一番近いところにいるんだと確信した」

　杏奈が表情をやわらげた。慈じ愛あいの眼まな差ざしがそこにはあった。

「ならば、すでにご承しよう知ちと考えて問題ありませんね？　何をしてはいけないのかも」

「してはいけない質問があるってことならわかっている」

　宗太の視線がゆうひに向いた。

　アルテミスコードとは何か。

　チャイルドコードとは何か。

　かぐや姫とは何か。

　恐らく、そのどれかを聞くことで、知ってはならない真実に行き着くことになる。チャイルドコードであるゆうひはすべてをわかっている。その上、ゆうひは人の言葉を話すことができるのだ。

「そこまでご理解いただいているのでしたら、わたしから申し上げることはひとつだけです」

「なんだ？」

「けして、無用な好奇心を抱かないことです。それをお約束いただけるのであれば、真田様に手出しはいたしません。ゆうひ様を、月に縛しばり付つけようとも思いませんので」

　約束はできない。その意思を宗そう太たは視線に乗せた。

「……月に縛り付けるとはどういうことだ？」

　少し考えるように、杏あん奈なが目を伏ふせる。数秒の沈黙の後、ゆうひを一いち瞥べつした。

「その子と、月のアルテミスコードが同質のものであることは、ご存ぞん知じですね」

「確信はないけど、そうだとは思っている」

　黒くろ田だを通して聞かされた菜な々な子この見解はそのことを示していた。そして、竹たけ中なか伸しん三ぞうの起こした事件が、そのことをほぼ証明してしまった。

　八月の満月にかぐや姫を食らう月のアルテミスコードと同様に、チャイルドコードは他のアルテミスコードを襲おそったのだから。

　宗太はわずかに視線を上げ、天てん井じようを見た。

「遠い昔のことです」

　静かに杏奈が目を閉じる。何かを思い出すように。

「その子と同様に、かぐや姫とアルテミスコードの間に、進化したアルテミスコードが生まれました。真さな田だ様の言葉を借りるなら、最初のチャイルドコードです」

　宗太の目に、ゆうひの背中が映うつる。

　そのゆうひは、今も、杏奈を警けい戒かいして、すぐに動ける体勢を取っていた。

「成長、学習という性質を持たない通常のアルテミスコードとは違ちがい、新たに生まれたコードには、学ぶ力が備そなわっていました。ですが、急な進化はその個体にとっては、幸せなことではなかったのですよ」

　独ひとり言ごとのように、杏奈がさらに続ける。

「アルテミスコードから派生した存在とは言え、人で言うところの遺伝子的には、すでに別の存在になっていたのですから。この世界で、唯ゆい一いつの存在として最初のチャイルドコードは誕生したのです」

「それが、どうして、月にある？」

　ゆっくりと目を開いた杏奈が宗太を見た。やさしい目をしていた。

「竹中伸三様の起こした事件のことはよくご存知ですね？」

「ああ」

「あのとき、真田様がその子を止めていなければ、チャイルドコードは地上のアルテミスコードを食らい尽くすまで、成長を続けたことでしょう。悪意の感情にさらされ、孤独を癒いやす術すべを知らず、苦しみと痛みに悶もだえながら、それでも生きようとするために。やがて、世界の混こん沌とんへと成長し、アルテミスコードの知識において、『カオス』と呼ばれるようになるのです」

　杏奈が目を向けても、ゆうひは何も言わない。

　宗太を守ることに集中しているため、会話の内容が耳に入っていないのだろう。

「それと同じことが、遠い昔にもあっただけのことです」

「……福ふく島しま礼れい司じの言う通りなのか。アルテミスコードは、ずっと前から地上にあった」

　杏あん奈なは肯定も否定もしない。だが、それが答えだった。

「月のアルテミスコードは、その『カオス』だというのか？」

「ゆえに、地上を追放され、アルテミスコードによって、月に鎖くさりで繫つながれたのです」

「その月が、どうして八月の満月に、かぐや姫を襲おそう？」

「『カオス』を月に繫いだのが、かぐや姫だからですよ。そして、その封ふう印いんは、完全ではなかったのでしょう。『カオス』はかぐや姫が繁はん殖しよく期きになる八月の満月に目を覚まし、封印の綻ほころびから、地上に手を伸ばしてくるのです」

「君はそのときに、『カオス』に触れ、すべてを知ったのか」

　目で杏奈が頷うなずいた。

「だが、君は無ぶ事じだった。かぐや姫の力も失っていない」

「時を操あやつる力のおかげです」

　杏奈の表情がわずかに曇くもった。それを宗太は能力への侮ぶ蔑べつと受け取った。

「君は、この上、何を隠かくそうとしている？」

「ご忠告差し上げたばかりではありませんか。これ以上は、近づいてはならないと」

　杏奈の静かな迫力に押され、宗太は黙った。

　だが、それもわずかな時間に過ぎない。

　自らを奮ふるい立たたせなければならない理由が宗太にはあった。

「君は、ひなたを殺すのか？」

　視線が藍あい色いろの瞳ひとみとぶつかった。

　すぐに返事はない。

　かすかに、杏奈の前髪が揺ゆれた。

「……福島礼司様からお聞きになられたのですね」

「答えろ、上うえ杉すぎ杏奈！」

「確かに、セルマ・リンドベリを除のぞく、三人のかぐや姫を手にかけたのはわたしです」

　口に出で掛かかった、何のために、という疑問は我慢した。

　それもまた、杏奈が頑かたくなに守ろうとしている秘密に深く関わることだ。

「ひなたも殺すのか？」

　もう一度、はっきりと言った。

「その必要があれば、そうします」

　普段通りの淡々とした口く調ちようだった。

　瞳も表情も揺らがない。

　宗太の拳こぶしに力が入る。

「ですが、今はまだその必要はありません」

「なんだと!?」

「あくまで、まだ……ではありますが」

「どういう意味だ？」

　一度伏ふせた目を、杏あん奈ながゆっくりと開く。真まっ直すぐに宗そう太たを見ていた。

「もし、立たち花ばなひなたが記憶を取とり戻もどすようなことがあれば、そのときは死んでいただかなければなりません」

「記憶が戻ったら……？」

「月のアルテミスコードに接触した彼女もまた、真実の側そばにいるのですよ」

「……記憶が戻る……ひなたの記憶は戻るのか!?」

　自然と体が前に出た。

　焦あせりが表情に浮かぶ。

　口に出した後で、後悔もしていた。

　杏奈がどう答えても、その先に待つ未来は宗太とひなたのふたりにとって、明るいものではないとわかってしまったから。

「それは戻ってほしいという願望からくる質問ですか？　それとも、戻ってほしくはないという切せつなる想おもいからくる質問ですか？」

　見えない痛みにも、宗太は胸を押さえるのを我慢した。

　体が引ひき裂さかれそうでも、表情を歪ゆがめなかった。

　杏奈からも目を逸そらさない。

　静かに歯を食いしばって、痛みを、苦しみを堪こらえた。

「わたしが憎いですか？」

「……憎いのは君じゃない。理り不ふ尽じんな世界の方だ」

　記憶は戻ってほしい。これは紛まぎれもない本心だ。だが、そうなれば、ひなたは杏奈に殺されることになる。

　逆に、記憶が失われたままなら、杏奈に狙ねらわれることはない。命は救われる。その代わり、宗太に笑いかけてくれることもないのだ。

　どちらに向かっても、待っているのは苦しい現実だけだ。

　その中を、宗太は進んでいかなければならない。

「ここで、わたしを殺しますか？」

「……できることなら、そうしたい」

　強く嚙かみ締しめたせいで歯茎が切れて、血の味がした。

「申し訳ありません。その願いは聞けません。わたしは死ねないのです」

　震ふるえる拳こぶしを、こみ上げる怒りを、やるせない憤いきどおりを、どうにもできない。吐はき出だすことも、叩たたき付つけることもできない。ただ、わだかまる感情が、通り過ぎていくのを待つだけだ。

　頭がどうにかしてしまいそうだった。

　喚わめき散ちらしたい。

　全身が苛いら立だちに悶もだえ苦しんでいる。

　それでも、衝しよう動どうのすべてを抑おさえ込こみ、宗そう太たは静かに言葉を口にした。

「……ひなたには手を出すな」

「記憶が戻もどらなければ、そうしますのでご安心ください」

　宗太は怖おじ気けづいて逃げ出しそうな足を前に踏み出した。

　一歩ずつ、確かめるようにしながら、ゆうひの手を引いて進んだ。

　杏あん奈なの目の前までいくと、小さな体で見上げてきた。

　藍あい色いろの瞳ひとみの中には、大人おとなびた顔をした自分がいた。

「ひなたは僕が守る」

「もう、真さな田だ様の知る立たち花ばなひなたではありません」

「だからって、今日きようまで一いつ緒しよだった気持ちを切り捨てられるはずがないだろう。君にはできるのか？」

「……感情とは厄やつ介かいなものですからね。自分のことですから、思い通りにコントロールすることはできません」

　それ以上は何も言わず、宗太はゆうひを連れて杏奈の脇わきを通り抜けた。

　杏奈から遠ざかる。

　扉とびらに手をかけたところで、前を向いたままであろう杏奈の声がした。

「では、二度と会うことがないよう祈っております」

　返事はしなかった。

　次の機会には、もう交かわす言葉はないだろう。引き返せない場所で、向き合うことになる。それが、最さい期ごの時になると、宗太にはわかっていた。
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　大学の敷しき地ちを出ると、宗太は風の冷たさに気がついた。

　体も軽く、熱っぽさもなくなっている。

　見えていなかった周囲の景色も、今は不ふ思し議ぎとよく映うつる。

　大学の前より続く長い坂からは、クリスマスの電でん飾しよくで彩いろどられた月つき乃の宮みやの街まち並なみが一望できた。

　日が沈み、街は目を覚ましたかのように華はなやいでいる。

「そーた、ぴかぴかだよー」

　小さな歩ほ幅はばで隣を歩くゆうひがはしゃぐ。

「どうして、ぴかぴかなの？」

　無む垢くな瞳ひとみが見上げてきた。

「そうか……ゆうひはクリスマスを知らないんだったな」

「くりすます？」

「プレゼントをあげたり、もらったり、パーティをしたり、ケーキを食べたりする日のことかな」

　本質はまるで違ちがうが、ゆうひにはこの説明で十分だと思った。宗そう太たも今は小こ難むずかしいことなど考えたくはなかった。

「ゆうひもプレゼントあげるねー。そーたとひなたに」

「……それは楽しみだな」

　頭を撫なでると、ゆうひが気持ちよさそうに目を瞑つむった。

「そーたもプレゼントくれる？」

「何がほしいんだ？」

「う～んとねえ。ゆうひはそーたがほしい！」

　両手を伸ばして、抱っこをせがんでくるゆうひを、宗太は抱き上げた。

「あのな、僕はものじゃないんだぞ」

「だめ？」

　ゆうひは寂さびしそうだ。

「だめだよ」

「だったら、違ちがうのにする。そーたはひなたにゆずってあげるね」

「だから、僕はものじゃないんだって」

　その後もゆうひはプレゼントを考えていたが、なかなかいいものが思いつかないようで頭を捻ひねらせていた。

　そうこうしているうちに、宗太とゆうひは、住宅街に差さし掛かかった。

　向かっている千歳ちとせのマンションまではあと少しだ。

「あ～、にゃーがいるよ。にゃー」

　石垣の上に、三み毛け猫ねこが鎮ちん座ざしていた。真まっ直すぐに宗太の方を見ている。宗太とゆうひが視線を向けても、逃げ出す素そ振ぶりもない。

　ひとつの疑念が宗太の脳のう裏りを過よぎった。

　猫の隣を通り過ぎる。

　数メートル進んだところで振り向く。三毛猫は猫らしく顔を洗っていた。

　腕の中で暴あばれるゆうひを下ろし、手を引いて目的地に向かった。

　途中、児童公園の前で、中から飛び出してきた人影とぶつかった。

　お互いに謝あやまりながら半歩下がって顔を上げる。

「さ、真さな田だ君？」

「なんだ、里さと見みか」

　千歳ちとせはずっと走っていたのだろう。息は弾はずみ、頰ほおは上じよう気きしている。

「待って……今……」

　千歳には、立って話をする余裕もないらしい。

　両手を膝ひざに突ついた姿勢で、肩を上下させている。

「休むなら、中の方が」

　宗そう太たが促うながすと、千歳も公園の中についてきた。

　ふたりで並んで、ブランコに座った。

　ゆうひは砂場にやってきた三み毛け猫ねこに駆け寄っていく。前にしゃがみ込んで、恐る恐る、撫なでようとしていた。

　千歳が喋しやべり出だすまで、宗太はブランコを軽く前後に揺ゆすった。

　金属の軋きしむ音が沈黙を埋める。

「……伝言ぐらい残してくれてもよかったのに」

　千歳が目で宗太を責めてくる。

「もう、戻もどってこないのかと思った……」

「ごめん……でも、その方がよかったのかもしれないな」

「…………」

　宗太は前を見ていたせいで、千歳の表情が一いつ瞬しゆんで曇くもったのを見過ごしていた。

「これ以上、迷惑はかけられない」

「ふざけないで！」

　突然の大声に、宗太は肩を強こわ張ばらせて、ブランコを止めた。

　鋭さと切せつなさを瞳ひとみに宿した千歳が睨にらみつけてくる。

「そんなの絶対にだめ……」

　声のボリュームを落とした分、物静かな声こわ音ねには迫力があった。

「里見……」

「……前も、真田君、急に転校するとか言って、全然わからなかった。落ち着いたら、説明してくれるって言ったのに、連絡もくれなかった……」

　何かを我慢するように、千歳が胸を押さえた。その間も、宗太から視線を逸そらさなかった。宗太も逸らせなかった。

「何度も連絡しようと思った。でも、返事がなかったらどうしようって思うと、恐くてできなかった。番号とか、アドレスとか変わってるかもしれないって思ったら、連絡もできなかったの……。だから、ずっと待ってた……」

　何も言えなかった。

「なのに、急に戻もどってきたと思ったら、雨に打たれて、真さな田だ君普通じゃなかったし……もう、わけがわからない……」

　強気な態度を崩くずさない千歳ちとせの目の端はしには、涙の粒が溜たまっていた。

「ごめん……」

「謝あやまってばかりだね」

「それも、ごめん」

「謝るくらいなら、最初からしないでよ……」

「それ、前にも言われたな」

「……悪かったわね。しつこい女で」

「誰だれもそんなこと言ってないだろ」

「……もう、こっち見ないで」

　そこで初めて千歳は顔を背そむけた。

　仕方がなく、宗そう太たは三み毛け猫ねこと遊ぶゆうひの方を見た。

「言い訳してもいいかな？」

「だめ」

「……容よう赦しやないな」

「聞いたら……たぶん、私、真田君を許すと思うから」

「僕は許してほしいんだけど」

「私は許したくないの……今はまだ」

「すごい嫌きらわれようだな」

　不ふ思し議ぎと満たされたような笑えみが零こぼれた。

「嫌ってなんかいないよ」

　千歳が振り向いた。

　吸い寄せられるように、宗太も千歳を見ていた。

　涙を過去に捨てた瞳ひとみがそこにはあった。

「私、真田君のこと、好きだから」

　突然のことに何も言えなかった。

「……やっと言えた」

　千歳がはにかむように微笑ほほえんだ。

「里さと見み……」

「別に返事はしなくていい。ううん、しないで。今さらなのはわかってるし、今のはわたしの自己満足だから……。言わないと、終わりにする自信が持てないだけだから……。ごめん、身勝手なことして……」

　それでも、宗太は感情のままに口を動かしていた。

「ありがとう」

「……なに、それ？」

　呆あきれたように千歳ちとせが目を細める。

「誰だれかに好かれるのって、嬉うれしいことだろ」

「そのフリ方、最悪……」

「……ごめん」

「でも、私も人のこと言えないから、今のだけは許してあげる」

「他のことは？」

「絶対に許さない」

　そう言って、千歳は冷たい眼まな差ざしで宗そう太たを貫つらぬいた。

　宗太が困った顔をすると、千歳の表情がようやくやわらかくなった。

「これから……どうするの？」

「里さと見みに話すと、巻き込むことになるから……このまま姿を消すよ」

「せっかく……三人分の材料買って来たのに」

　ふてくされた顔をする千歳に、宗太は思わず吹き出してしまった。

「笑い事じゃないんだけど」

「いつか、埋うめ合あわせはするよ」

「白しら玉たま屋やのフルコース」

「……いや、それはちょっと。太るぞ？」

「失恋祝いだからいいの」

「わかった。おごらせてもらうよ」

　すっと千歳が立ち上がる。わずかに、上を向いている。その理由はわかったが、宗太は何も指摘しなかった。かける言葉はなかった。

「じゃあ……また、ね」

「ああ、また」

　未み練れんを断たち切きるように、千歳が小走りに駆け出す。徐々に速度を増していき、すぐに千歳の背中は見えなくなった。

　宗太はブランコから立ち上がると、ゆうひと遊んでいる三み毛け猫ねこに歩み寄り、嫌いやがるのを無視して顔の高さまで抱き上げた。

　目を見つめ、人の言葉で語りかける。

「つばめ先せん輩ぱい、お願いがあるんですけど」

　間ま延のびした声を猫が上げる。

　腕の中で暴あばれ出だし、宗太の手から逃のがれた。体を捻ひねって着地をすると、児童公園の入り口に向かって駆け出した。

　そして、入り口に立つ甘あま粕かすつばめの足元に擦すり寄よった。

「猫に話しかけてはると、頭のおかしな人と思われまっせ」

　つばめは三さん角かく巾きんで片腕を吊つっている。銀ぎんの箱はこ舟ぶねが大学を占せん拠きよした際、木きの下した航わたるの能力で受けた傷だろう。

「それと、さっきの彼女、追いかけた方がよろしいのと違ちがいます？　角曲がったとこでしゃがみ込んで、号ごう泣きゆうしてはるえ」

「……僕には何もしてあげられませんよ」

　足元の猫をつばめが撫なでる。

　すると、猫はどこかへと走り去った。

「で、お願いってなんでっしゃろか？」

「僕に協力してくれませんか？」

「匿かくまってくれゆうんでしたから、別に構いまへんけど」

　つばめは意図的に語尾を強調して、そこで口を閉じた。

「けど、なんですか？」

「ウチにもひとつ条件があります」

「言ってください」

　不ふ敵てきな笑えみをつばめが浮かべた。

「事情は全部、聞かせてもらいまっせ」

　奥歯を嚙かみ締しめた宗そう太たの表情が曇くもる。

　よりによって一番厄やつ介かいなところに踏み込んできた。

「本当に知りたいんですか？」

「まさか。興味あらしまへん」

「要するに、僕に対する嫌いやがらせですか」

「宗太はんの困った顔を見ると、ウチ、なんだか幸せな気分に浸ひたれるんですわ」

「相変わらず、面めん倒どうな性格してますね」

「で、どないします？」

　もはや、答えは出ていた。

「わかりました。ただ、どうなっても知りませんよ」

「そうでないと張り合いがないわあ」

　一番の笑顔を見せながら、つばめは満足げにそう言った。
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　──十二月九日

　わたしは、立たち花ばなひなたというそうです。

　記き憶おく喪そう失しつです。

　本当なのかは、記憶がないのでよくわかりません。

　吉よし川かわ菜な々な子こ先生の勧すすめで、この日記を書くことにしました。

　何か思い出すきっかけになるかもしれないそうです。




　──十二月十一日

　目が覚めた日に、会いに来てくれた男の人（男の子かな？）と小さな女の子のことを、菜々子先生に聞いたけど、詳くわしいことは話してくれませんでした。

　なんだか、少し困ったような顔をしていました。

　教えてくれたのは、ふたりの名前だけです。

　サナダソウタさんと、ユウヒちゃんというそうです。

　真さな田だ……ソウタはどういう字を書くのでしょうか。わかりません。

　ゆうひちゃんはわたしと同じでひらがなのような気がします。

　でも、違ちがうかもしれません。




　──十二月十四日

　京みやこさんとつばめさんがお見舞いに来てくれました。京さんは毎日来てくれます。

　ふたりは幼おさななじみなんだそうです。

　わたしにも記憶を失う前は、そんな人がいたのでしょうか。

　記憶をなくす前の話を聞くと、みんなは必ず困った顔をします。寂さびしそうな顔をします。わたしが記憶をなくしたことで、京さんたちも何かをなくしてしまったのかもしれません。大切なものを失ってしまったのかもしれません。

　もし、そうなら、以前のわたしはとても幸せだったんだと思います。

　なくして悲しいのは、好きとか、大切とかだと思うから……。




　──十二月十七日

　誰だれもサナダソウタさんのことを話してくれません。

　菜々子先生も、黒くろ田ださんも、京さんも、つばめさんも、璃り子こさんも、巴ともえさんもです。聞いてもみんなを困らせるだけなので、もう聞くのはやめようと思います。

　みんなの寂しそうな、悲しそうな顔を見るのはわたしも辛つらいです。

　でも、気にはなります。

　どうして、あの日だけ、会いに来てくれたんでしょうか。

　どうして、もう会いに来てくれないんでしょうか。

　わたしとは、どういう関係だったんでしょうか。

　わたしのこと「ひなた」って名前で呼んでました。

　親しい人だったんでしょうか。

　わかりません。

　知りたいのに……気になるのに……何も思い出せない……。

　なのに、どうして、あの人のことを考えると、わたしは悲しい気持ちになるんでしょうか。

　知りたいです。




　──十二月二十四日

　今日きようは病院でクリスマスパーティをしました。

　京みやこさんとつばめさん、璃り子こさんに菜な々な子こ先生も一いつ緒しよです。遅れて、黒くろ田ださんと、巴ともえさんも来てくれました。

　すごいことに、プレゼントまでもらってしまいました。

　わたしには、何もお返しするものがなくて、申し訳なかったです。

　京さんはかわいい手袋をくれました。

　意外なことにつばめさんは、ウサギのぬいぐるみです。三匹セットです。テーブルの上に、親子みたいに並んでいます。見ているだけで、なんだかうれしくなってしまいます。

　みんなが、つばめさんらしくないチョイスだと言ってました。わたしもおんなじです。

　でも、ぬいぐるみはうれしいです。

　寂さびしかった病室が明るくなった気がします。




　──一月四日

　明日あしたで退院です。

　色々な検査で今日はちょっと疲れました。

　でも、みんながやさしくしてくれたのでがんばれました。

　明日からは巴さんと京さんのおうちにお世話になることになりました。

　……わたしって、今までどんな風に生活してきたんでしょう。

　帰る場所はないんでしょうか。

　もしそうなら、それは寂しいです。わたしは、ひとりぼっちだったんでしょうか。




　──一月十日

　衝しよう撃げきの事実が発覚しました。

　京さんと巴さんに、お隣さんのことを聞いたら、びっくりです。なんと、わたしが住んでいたそうです。

　お願いして中を見せてもらいました。

　中に入ってもっと驚きました。

　わたしと一いつ緒しよに、サナダソウタさんが住んでいたそうです。

　今まで教えてくれなかったことを、巴ともえさんと京みやこさんは少しだけ話してくれました。

　わたしと、サナダソウタさんは、恋人同士だったんです！

　真さな田だ宗そう太たと書くこともわかりました。

　わたしに、彼氏さんがいたなんて驚きです！　信じられないです！

　けど、これでわかりました。

　わたしをひなたと呼んだ真田宗太さんが、どうして、あのとき、あんなに悲しそうな顔をしていたのか……。

　恋人のことを忘れるなんて、わたしは酷ひどい人間です。最低の人間です。思い出したいです。でも、思い出せないんです……。

　ごめんなさい。真田さんを傷付けるようなことをしてごめんなさい。




　──一月二十日

　四月から通う学校のことを巴さんと話し合いました。

　色々な学校を紹介してくれました。

　でも、わたしの気持ちは決まっています。

　巴さんには反対されていますけど、月つき乃の宮みや高こう校こうに行きたいです。

　前に、わたしは通っていたことがあるそうです。

　真田さんも一いつ緒しよだったそうです。しかも、特例の飛び級で、高校二年生をしていたそうです。すごいです。前のわたしって。

　学校に通えば、何か思い出せるかもしれません。

　真田さんに、もう一度会えるかもしれません。

　たくさん傷付けた後なので、もう遅いかもしれません。それでも、わたしは思い出さないといけないんだと思います。思い出したいです。

　でも、これを言うと巴さんにはもっと反対されると思います。

　だから、ここだけの秘密です。




　──二月九日

　今日きようは月乃宮高校の受験日でした。

　京さんに案内してもらって学校まで行くと、校門の前でつばめさんが待っていてくれました。しかも、合ごう格かく祈き願がんのお守りまでくれました。なんで、ふたつくれたのかは、わかりませんが、きっとご利り益やくも二倍です。

　テストはものすごく緊張しました。

　あんなに人がたくさんいるのも、びっくりでした。

　でも、よくできたと思います。

　意外と、勉強はできるみたいです。なんで、勉強のことは覚えているのに、もっと大切なことは忘れてしまったんでしょう。

　人生は難しいです。




　──二月二十五日

　やりました！　合格です！

　これで四月から月つき乃の宮みや高こう校こうに通えます！

　夜は京みやこさんのおうちに、つばめさんと璃り子こさんがきて、お祝いしてくれました。

　少しケーキを食べ過ぎたかもしれません。体重が心配です！




　──三月六日

　京さんとつばめさんの卒業式を見に行きました。

　生徒会長さんだった京さんの答とう辞じに在校生さんが泣いていました。

　式が終わったあとも、京さんは下級生の女の子に囲まれて、抱かかえきれないほどの花束をもらっていました。

　わたしも、京さんとつばめさんがいる学校に通ってみたかったです。

　いないのはちょっと寂さびしいです。

　春からふたりは大学生です。京さんは法学部で、つばめさんは医学部だそうです。なんか、ふたりともかっこいいです。




　──四月六日

　待ちに待った入学式です！

　ものすご～く緊張しました。

　二年生、三年生からはとても注目されてしまいました。ちょっとっていうか、かなり戸と惑まどってしまいました。

　本当にわたしのことを、知っているんだあって思いました。

　でも、わたしにはわからないんです。ごめんなさい、ごめんなさいって心の中で何度も謝あやまっておきました。

　わたしはちょっと普通ではないみたいなので、これから大変かもしれないですけど、がんばろうと思います。

　だって、自分で決めたんですから。

　わたしが記憶をなくしたことで、すごく辛つらい想おもいをしている人がいるから。

　わたしには、思い出さないといけないことがあるんです。

　覚えていなくても、こんなに胸が苦しくなるんです。忘れたままでいいはずがありません。




　──四月十三日

　学校も少し慣れてきました。

　まだまだ緊張はするけど、友達もできました。

　たぶん、普通にしゃべれていると思います。

　でも、みんなはわたしを「天てん然ねんだね」って言います。

　どうしてでしょうか？

　みんなは「養よう殖しよく」なのでしょうか……。そんなはずないよね？




　──四月十四日

　思い切って、みんなは「養殖」なのかと聞いたら、爆ばく笑しようされてしまいました。

　そういうところが、天然なんだそうです。

　やっぱり、意味がわかりません。でも、きっと、いいことなんだと思います。みんなが、笑顔になっているから、そういうことにしておきます。

　お昼休みに、三年生の先せん輩ぱいが訪ねてきました。

　里さと見み千歳ちとせ先輩です。綺き麗れいな人でした。

　最初は髪かみの色が違ちがうからわからなかったって言われました。

　そういえば、びっくりなことに、以前のわたしは銀ぎん色いろの髪をしていたそうです。

　千歳先輩は、真さな田ださんのことを少し話してくれました。

　去年は同じクラスだったそうです。

　しかも、あの日、病院にきてくれた日のあとで、会ったそうです！

　詳くわしくは教えてくれませんでしたけど、千歳先輩は「大丈夫」と言ってました。そのあとで、「ひなたちゃんが幸せに過ごしている限りは」とも言ってました。

　これはどういう意味なのでしょうか。

　もしかして、真田さんは近くにいるのでしょうか。

　わかりません。

　……会いたい。

　会って話をしたいです。何を話せばいいのか、全然わからないけど、わたしはそうしたいみたいです。

　どうすれば、あなたに会えますか？




　──四月二十九日

　わたしの誕生日……らしいです。

　誕生日も忘れてしまうなんて、なんかショックです。人としてどうかと思います。

　つばめさんが朝からやってきて、一番にプレゼントをくれました。

　びっくりしてしまいました。

　京みやこさんが熱でもあるんじゃないかと疑っていたほどです。

　実はわたしも、そんな風に思っちゃいました。ごめんなさい。

　つばめさんはなんというか、ちょっと何を考えているのかわかりません。たまに、恐いです。あ、でも、好きですよ。大人おとなっぽくて美人だし、わたしにもその魅力を分けてほしいです。

　そうそう。つばめさんがくれたのは、銀ぎんのウサギがかわいいアクセサリーです。

　これを書いている今も、首から下がってます。

　鏡を見るたびに、にやけてしまうので、たいへんです。




　──五月一日

　やってしまいました！

　プレゼントがうれしくて、つい学校につけて行ってしまいました。

　体育の着替えのとき、お友達にいっぱいからかわれてしまいました。

　全然、彼氏からのプレゼントなんかじゃないんですよ。ほんとに、ほんとですからね！

　でも、前のわたしには、彼氏さんがいたんですよね。

　……わたしに彼氏なんて、やっぱり想像できません。




　──五月二日

　黒くろ田ださんは警けい察さつの人です。真さな田ださんを捜さがしてくれないか、相談してみました。

　でも、難しい顔をされてしまいました。

　わたしは人を困らせてばかりです。

　もっと、やさしくなりたいです。




　──五月三日

　不安です。とても、不安です。

　黒田さんが巴ともえさんと話をしているのを、聞いてしまいました。

　警察の偉えらい人や、色々な人が、真田さんとゆうひちゃんを捜さがしているそうです。

　駅の監かん視しカメラに、真田さんが映うつっていたとも言っていました。

　一体、何が起きているんでしょうか。

　警けい察さつに追われるようなことを、真さな田ださんはしたんでしょうか。

　だったら、わたしはどうなんでしょうか。

　誰だれか、教えてください。わたしは、どうすればいいんですか？




　──五月四日

　会いたい。

　あなたに、会いたいです。







[image: 第四章　やさしくあるために]










　　　　　　　　１




　五月五日。

　大型連休の最終日は晴天に恵まれ、行こう楽らく各かく地ちはどこも賑にぎわっていた。

　月つき乃の宮みやも例外ではなく、十五年が経過した今も、月のかけらの落下した街として、人々の興味を引いている。

　観光目当ての大学生カップルが、ショッピングモール二階の喫茶店でアイスコーヒーを飲む宗そう太たの前を通り過ぎていった。

　飲食店が並ぶこのエリアは、午後の一時を回っても、遅い昼食を取る客で、適度に混雑している。

　全四階が吹き抜けの構造のため、宗太のいるオープンテラスからはフロアの様よう子すを見渡すことができた。

　見下ろした一階には、人気のパスタ屋がある。店の外の座席では、四人組の女子高生が、私服姿で食後のデザートを食べていた。

　宗太の視線は、その中のひとりに注そそがれる。

　長い黒くろ髪かみをした小こ柄がらな少女。

　名前は立たち花ばなひなた。

　大切そうにカップを両手で持って、紅茶を口に運んでいる。

　ひなたが何か言うと、三人の友達が顔を見合わせてから爆ばく笑しようした。

　ひとり取り残されたひなたはきょとんとしている。また何か言うと、三人の笑い声はさらに大きくなり、宗太のところにまで届いた。

　ふてくされた顔で、ひなたがそっぽを向く。

　それを、ごめんごめんと謝あやまりながら、他の三人がなだめていたが、笑い声が止まる気配はまるでない。

　ますます、ひなたは頰ほおを膨ふくらませる。

　自然と宗太の目尻は下がった。同時に、針で刺されたような痛みが胸に走る。この数ヶ月、ずっと感じている痛みだ。

　宗太は痛みを紛まぎらわすように、ストローを咥くわえた。口の中に広がる苦にが味みが、胸の痛みをわずかに忘れさせてくれた。

　そのとき、背後から肩を摑つかまれた。緊張が走る。振り向きたくても、振り向けなかった。

「真さな田だ宗太だな」

　強こわ張ばった宗太の肩から、一いつ瞬しゆんで力が抜けた。

　相手が誰だれかわかったからだ。

「……脅おどかさないでくださいよ、つばめ先せん輩ぱい」

　肩越しに振り向くと、面おも白しろくなさそうな顔をしたつばめが見下ろしていた。ガトーショコラとコーヒーを載のせたトレイを片手に持っている。

　なんの断ことわりもなく、つばめは宗そう太たの正しよう面めんに足を組んで座った。

「笑えない冗談はやめてください。寿じゆ命みようが縮まりました」

「そう思うんでしたら、少しは外出を控ひかえた方がよろしいのと違ちがいます？」

　芳かぐわしい香りを立てるカップの中に、つばめが角砂糖とミルクをたっぷりと落とす。

「今け朝さ、話しましたやろ？　月つき乃の宮みや駅の監かん視しカメラの件は」

　ぐるぐるとつばめがコーヒーをかき回す。

「警けい戒かいはしてますよ」

「まさかとは思いますけど、そん眼鏡めがねで変へん装そうしてはるおつもりですか？」

　下がった眼鏡を、宗太は指でくいっと持ち上げた。

「結構、いけてると思いますけど」

　返事もしたくないのか、つばめは無言でカップを口に運ぶ。

　それから、ガトーショコラにフォークを立てた。

「結構、いけてると思いますけど」

　再度、眼鏡の位置を直してから、宗太は同じ言葉を繰り返した。

　つばめは宗太を見ようともしない。ケーキを食べるのに忙しいらしい。

「それはそうと、ゆうひとの留る守す番ばんはどうしたんですか」

「心配あらしまへんえ。璃り子こに任まかせてありまっさかいに」

「僕はつばめ先輩にお願いしたんですけどね……」

　この四ヶ月、宗太とゆうひは、月乃宮の駅近くに建つ、三十階建ての高級マンションで、つばめと璃子に匿かくまわれながら暮らしてきた。

　最初の一ヶ月、ゆうひは宗太から離れようとしなかった。それが、徐々に生活に慣れてきたせいか、先に優しい璃子に興味を持ち出し、最近ではつばめがお気に入りになっている。

　璃子が言うには、自分を子供扱あつかいしないところが新鮮なのではないか、ということだった。

　確かに、今日きようまでの生活の中で、つばめがゆうひを甘やかす姿など一度も見ていない。

　つばめは誰だれに対しても、同じように接するのだ。

「そないに見つめられると、ウチ、照れてしまうわあ」

　言葉とは裏腹に、つばめは無感動にフォークでクリームをすくっている。

　呆あきれながら、宗太は階下で談笑するひなたに視線を戻もどした。

「警けい察さつはどこまで本気で、僕とゆうひを捜さがしているんですか？」

「上の方がゆうひちゃんを危険視してるゆうことに関しては、まあ、まじですな。竹たけ中なか伸しん三ぞうの起こした事件を考こう慮りよすれば、放ほう置ちなんてありえまへん」

「それはそうでしょうね……」

「ただ、大々的に捜そう査さ員いんを動員するのも具ぐ合あい悪わるい始末やさかいに。しばらくは非公式に、公こう安あん部ぶだけで処理しよう腹はら積づもりのようですわ」

「チャイルドコードに関することは、極ごく秘ひ裏りに進めたいわけですか」

「そらそうでっしゃろ？　あないなもんがメディアで流されでもしたら、世の中大混乱のお祭り騒ぎになりまっさかいに。それこそ、ムーンチャイルドの住む場所が、こん世界からなくなってしまいますやろなあ」

「ゆうひは、危険な存在じゃありませんよ」

「何も知らん人にゆうて、わかってくれはるとは宗そう太たはんも思うてへんやろ？」

「そうですね」

　宗太の視線は今もひなたに向けられている。

　友達のケーキを味見させてもらい、にこにこしていた。

「で、ストーカーをいつまで続けるおつもりでっか？」

「誰だれのこと言ってるんですか？」

　抗議の視線を向けたが、今度はつばめがひなたの方を見ていた。

「毎日毎日、遠くからひなたちゃんのことを見守ってはるおつもりかもしれまへんけど、はたから見たら、それ、ストーカー以外のなにものでもあらへんよ」

　何も言い返せず、宗太は喉のどを詰つまらせた。

「あらま、ライバルの出現ですわ」

　何のことかと思って、ひなたの方に視線を戻もどした。

　高校生くらいの男子三人が、ひなたたちに何か話しかけている。気の強そうなストレートの髪かみの子が、あっちに行けと手を振った。

　すると、あっさりと三人は引き下がってどこかへと行ってしまった。

　その間、ひなたは男子が苦にが手てなのか、ずっと俯うつむいていた。

「なんや、面おも白しろくない。ただのクラスメイトだったようですな」

「何を期待したんですか？」

「そらもちろん、修しゆ羅ら場ばですわ」

「僕はひなたの前に出るつもりはありませんよ」

「そういう台詞せりふは、座っていうもんでっしゃろ？」

　宗太はいつの間にか、立ち上がっていた。

　何事もなかったように座すわり直なおし、すでに氷しか入っていないアイスコーヒーをストローで飲んだ。

「なあ、宗太はん」

「今度はなんですか？」

「トゲのある返事ですなあ」

「心当たりなら、いくらでもあると思いますけど」

　それを無視して、つばめが続けた。

「あっこにおるんは、七人目のかぐや姫と違ちがいます？」

「は？」

　つばめが宗そう太たの後方を指差している。

　どうせ悪戯いたずらだ。そう思ったが、今度は視線で促うながしてくる。仕方がなく、宗太は後ろを確認した。

　伊だ達てアリサの姿はない。こんな場所にいるはずがない。

　つばめに文もん句くを言おうとした瞬しゆん間かん、宗太の口がぽかんと開いた。

　銀ぎん色いろの髪かみが見えた。フードの陰かげからはみ出している。きょろきょろと探さがし物ものをする顔を、一瞬だけはっきりと捉えた。

　間ま違ちがいない。Ａラインのスプリングコートを着た少女は、伊達アリサだ。

　何かを探すように、階段を駆け上がってくる。

「迷まい子ごにでもなったんと違います？」

　能のう天てん気きにつばめが言う。

　宗太は何も言わずに立ち上がり、アリサに駆け寄った。

「アリサ！」

　突然の声に驚いたのか、アリサは警けい戒かいした眼まな差ざしで、すぐ前に立つ宗太をフードの陰から見上げてきた。

「うわっ！　そ、宗太？　な、なんで？　どうして!?」

「それは、僕が言いたい。どうして、アリサが月つき乃の宮みやにいるんだ？」

　その質問で、アリサが我に返った。

「ドイエさん、見なかった!?」

　意味がわからず、宗太が眉まゆ根ねを寄せた。

　アリサが口にしたのは、死者の名だ。

「ドイエさんなら、上うえ杉すぎ杏あん奈なに殺されたはずだろ？」

　周囲に聞こえないように声を落とす。

　アリサが激しく首を振った。

「違う……違うの！　生きてたんだよ！」

　噓うそを言っている目ではない。そもそも、アリサにそんな噓をつく理由はない。

「私もあのときは死んじゃったって思ったよ。ううん……本当に一度は死んだってドイエさんは言っていた」

「一度は……死んだ？」

「うん。でも、死ぬ直前に、月のかけらを使って生き返ったんだって」

「……月のアルテミスコードか」

　にわかには信じられない。できれば信じたくなかった。

　だが、否定もできない。

　あの日、あの時、状況は激しく混乱していた。上うえ杉すぎ杏あん奈なと対たい峙じし、月のアルテミスコードの恐怖に晒さらされていたのだ。

　死人に気を配っている余裕など、誰だれにもなかった。それに、遺い体たいが見つかったという情報を、宗そう太たは耳にしていない。

「一ヶ月ぐらい前に、ドイエさんはふらっと児童施設に戻もどってきたの。驚いたけど、そのときはうれしい気持ちの方が大きかったから、気にはしてなかったんだけど……。少し……ううん、かなりかな。様よう子すがおかしくて……」

「おかしいって、どんな風に？」

「夜になると、ずっと空ばかり見てるの」

「空を？」

「うん。最初は計画が失敗して、杏奈に裏切られて、それがショックなんだって思ってたけど、なんか、落ち込んでる感じとも違ちがうように思えて」

　要よう領りようを得ない話を前に進めるために、宗太は肝かん心じんな質問をぶつけた。

「どうして、月つき乃の宮みやに来たんだ？」

「急にドイエさんが言い出したの。月乃宮に行くって」

「止めなかったのか？」

「止めたに決まってるよ！　けど、何を言っても聞いてくれなくて」

「……だから、アリサも一いつ緒しよに来たのか？」

「うん……」

「来たのはいつだ？」

「昨日きのう遅く。今け朝さ起きたら、ホテルからドイエさんがいなくなってた」

「ただの散歩ってことは、考えられないか？」

「ないと思う」

　怯おびえを含んだアリサの断定に、宗太は顔に疑問を浮かべた。

「どうして、そう思うんだ？」

「月のかけらを持ってたんだよ……」

「……っ！」

　驚きと共に、頰ほおが引きつる。心臓が跳はね上あがった。

「出て行くのを、ホテルの人が見てて、何か青白く光る石を持ってたんだって」

「……まさか、また何かするつもりなのか？」

「それがわからないから、急いで捜さがしてるんだよ！　お願い！　こんなこと、頼める義理じゃないけど、宗そう太たも手伝って！　お願い！」

　振り向くと、しっかりと聞き耳を立てていたつばめと目が合った。

　携帯を出して、誰だれかと連絡を取っている。恐らくは璃り子こだろう。

「そんお人の特徴は？」

「白はく髪はつに、神父の格かつ好こう！」

　アリサが即答した。

「そらまた、わかりやすい」

　つばめがそう言った瞬しゆん間かん、悲鳴のような耳鳴りがした。

　宗太はアリサと顔を見合わせた。

「これ、月のかけらの声だ」

　アリサの唇くちびるが震ふるえている。直後、今度は本当の悲鳴が上がった。

　誰かがガラス張りの天てん井じようを指している。いや、示しているのは、その上に広がる空だ。

　宗太も、見上げていた。

　昼間の青空に、欠けた白い月がある。

　それが、自みずから藍あい色いろの光を放はなち、輝きはじめた。

　欠けていたはずの月は、本来の姿を取とり戻もどすように、宗太の視界の中で、満月へと成長していく。わずか十数秒で、綺き麗れいな円を描いた。

　表面はアルテミスコードで覆おおわれ、人の心臓のように脈みやく動どうしている。

　宗太は即座に階下のひなたを確認した。

　他ほかの買い物客や、友達と同様に、呆ぼう然ぜんとした様よう子すで、月を瞳ひとみに映うつしている。

　横顔からは、不安が滲にじみ出だしていた。

　その直後、視界がぶれた。いや、足元から揺ゆさ振ぶられた。突つき上あげられるような衝しよう撃げきに、宗太はバランスを崩くずして尻しり餅もちをつく。震しん動どうが骨に伝わる。それも、激しく。

　観葉植物の植木が倒れた。

　天井のガラスが砕くだけ、破は片へんが降ふり注そそぐ。

　それを切きっ掛かけに、混乱を伴ともなった悲鳴が耳をつんざいた。

　その中に、宗太はひなたの声を見つけた。

　即座にテーブルを支えにして立ち上がる。

　階段までは距離がある。エスカレーターはもっと遠い。最短で一階に繫つながっているのは、天井から真まっ直すぐに下りたポールだ。二階のオープンテラスからは二メートルほど離れているが、十分に飛びつける。

　躊躇ためらうことなく、宗太は落下防止のブロック塀べいに足をかけた。

「つばめ先せん輩ぱい、アリサをお願いします」

「宗そう太たはん！」

「宗太！」

　その声を背中に聞いて、宗太はポールに飛びついた。

　消防士のように一階まで滑り降りる。手のひらが摩ま擦さつで焼けた。

　着地の瞬しゆん間かん、再度、地面が強きよう烈れつに揺ゆれた。

　一階のフロアに亀き裂れつが生じる。それは宗太の視界の中で、蛇へびのように暴あばれ出だし、地面をふたつに引ひき裂さいた。

「ひなたちゃん！」

　誰だれかの声に脳が反応した。

　視線を走らせる。亀裂の対岸にひなたを捉とらえた。ぺたんと座った状態で、立ち上がれずにいる。その足元は、今にも崩くずれそうだ。

　加速しながら、宗太は前かがみの姿勢から体を起こす。バランスを崩しても、無理やりに体勢を立たて直なおし、震しん動どうと戦いながら、ひたすらに駆けた。

　ひなたまでの距離は十メートル。

　亀裂の幅はばは三メートル。

　迷っている時間はない。

　ひなたの足元が崩れ出した。

　宗太はさらに速度を上げた。

　そして、心が躊躇ためらう前に、踏み切った。

　体が宙ちゆうを舞い、巨大な亀裂を飛び越えていく。

　だが、宗太の着地よりも先に、対岸の床が崩ほう落らくした。ひなたの姿が視界から消える。下に落ちていく。

　宗太は対岸に突つき出でた鉄骨を左手で摑つかんだ。そして、残った右手を伸ばして、ひなたの腕を摑む。

　左の肩から上じよう腕わんにかけて、激痛が走った。それでも、手は離さない。

　誰かの悲鳴が聞こえる。

　持ち上げるだけの腕力はない。支えるので精せい一いつ杯ぱいだ。

　だが、そんな宗太の努力をあざ笑うかのように、大地が唸うなり声ごえを上げた。摑んだ鉄骨にも強大な震動が伝わってくる。

　床はさらに崩れ、摑んだ鉄骨も支えを失う。

　そのまま、重力に引かれて、宗太とひなたは地下へと落ちていった。
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　崩くずれた瓦が礫れきの中で、宗そう太たは身を起こした。

「いっ……」

　左肩が痛むが、今は無視することにした。

　腕の中に庇かばったひなたを確認する。両目を固く瞑つむって、小さな動物のように体を震ふるわせて怯おびえていた。無意識なのだろう。宗太の左手を握った手には、痛いくらいの力が込められている。

　だが、宗太がその痛みに顔を顰しかめることはなかった。繫つないだ手を見た瞬しゆん間かんに、宗太の全身は驚きに支配され、それどころではなくなっていた。

　手首から肘ひじにかけて、チャイルドコードが浮かんでいる。

　反射的に、宗太は手を離した。すると、コードは何事もなかったように消えた。

　少し遅れて、ひなたがゆっくりと目を開け、宗太を見るなり、口を開けて呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　何が起きたのかも、わかっていない様よう子すだ。

「大丈夫か？」

「……え、あ、あの…………」

「痛いところは？」

「は、はい。だいじょうぶです」

　手を貸して、ひなたを立ち上がらせる。

　無む傷きずで済んだのは、車のボンネットがクッションになってくれたおかげだろう。

　天てん井じようは折り重なった鉄骨と砕くだけたコンクリートで完全に塞ふさがれている。

　瓦礫の隙すき間まから、わずかに光が見えるが、人が通れるほど大きな穴ではない。

　左右を確認しても、逃げ道はない。天井と同様に、崩れた建物で閉ざされている。

　車三台分程度の空間が、地下駐車場にはぽっかりと残っていた。

　先ほどまでの激しい揺ゆれは収おさまっている。

　だが、これで終わりという保障は何もない。

　宗太はひなたの右手を横目に捉とらえた。

　先ほど、確かにその目でチャイルドコードを見た。よくよく考えれば、今もゆうひは宗太の側そばにいるのだ。ゆうひに何の異常もないことと照らし合わせれば、コードが残っていたとしても不ふ思し議ぎではなかった。

　救助が遅れるようなら、チャイルドコードで脱出はできる。だが、できれば使いたくはない。使えば、ひなたの日常を奪うばうことになる。

「あ、あの！」

　緊張した表情で、ひなたが声をかけてきた。

「なんだ？」

「た、助けてくれてありがとうございました！」

「いいよ、お礼は。それに、まだ助かったとは言えないだろうしね」

「え、あ……」

　状況を認識したのか、ひなたの表情がわずかに曇くもった。それでも、落らく胆たんした様よう子すはない。

「あ、あの……でも、助けてくれました」

「わかった。気持ちは受け取っておくから」

「えっと、そ、それと……ですね」

　ひなたが身を乗り出してくる。

「真さな田だ宗そう太たさんですよね？」

「……ああ」

「わ、わたし、立たち花ばなひなたです！」

「……知ってるよ」

「そ、そうですよね……え、えっと！　そのっ！」

　ひなたは落ち着きなく、手をばたばたとさせ、視線を泳がせている。

「あ、あのですね！」

「なに？」

「え、えっと、ですね！」

「うん」

「そ、その……」

「…………」

　必死に話題を探さがすその姿は、宗太の知るひなたの一面と一致していた。

　だから、口を挟はさめなかった。

　声を出せば、感情のすべてを吐はき出だしてしまいそうだった。

「そ、そうだ！　あの……飴あめ、食べますか!?」

　ポシェットから、小さな包みを両手に載のせて差し出してきた。

　緊張からか、小こ刻きざみに震ふるえている。

　宗太が手を出さずにいると、泣きそうな顔で訴うつたえてきた。

　何も言わずに包みを指で摘つまみ、飴玉を口に放ほうり込こんだ。フルーツのいい香りが、口の中に広がる。

　宗太は、ひしゃげた車を背に、ひなたとは少し離れて座った。

「あ、あの……真田さん。え、えっと、ですね、わ、わたし……」

「いいよ、そんなにがんばらなくても」

「え？」

「無理に喋しやべらなくていいから。僕には気を遣つかわなくていいから」

「ご、ごめんなさい……」

　しょぼくれたように俯うつむいてしまう。

　その直後、ひなたは何かに気づいて、右手で自分の胸元に触れた。すぐに表情が青ざめていく。

「な、ない！」

「ないって、何が？」

「ペンダントです。銀ぎん色いろで、ウサギのマスコットがついてるんです！　つばめさんが、お誕生日にくれて……お気に入りなんです！」

　言いながら、地面に手を突ついて、ひなたが瓦が礫れきの中を探さがし始はじめた。

　宗そう太たも手伝うために、ふたりが落ちてきた辺あたりにしゃがみ込んだ。

　タイヤの脇わきで、光るものを見つけた。それが銀のウサギのペンダントだった。

「あったよ」

「ほ、ほんとですか!?」

　拾い上げて外はずれた金具の具ぐ合あいを確認する。壊こわれたわけではなさそうだ。落下時の弾はずみで取れたのだろう。

　宗太はひなたの背中に回ると、ペンダントをつけてあげた。

「あ、ありがとうございます」

　ひなたは耳まで真っ赤になっている。

「わ、わたし、男の人に、こんなことしてもらうのは、は、はじめてなので、その、顔、真っ赤になってませんか？」

「なってる」

「う、あ、あんまり、見たらだめです……」

　小さくなりながら、ひなたが顔を背そむける。

　再び、宗太が座る。すると、ひなたが隣にやってきて、スカートを押さえながらしゃがみ込んだ。

「……悪かったね」

「ど、どうして謝あやまるんですか？」

「ほんとは、ひなたの前に……いや、君の前に出てくるつもりはなかった」

「わたし……ずっと会いたいって思っていました」

　予想外の言葉に、宗太は押し黙った。

「理由はわたしにもわかりません。でも、ずっと……会いたいって思っていました。謝らないといけないと思っていました」

「君が、悪いわけじゃない」

「でも！」

「いいんだよ」

「……真さな田ださんは、あの日からどこにいたんですか？」

「それは……」

「もしかして、ずっと側そばにいてくれたんですか？」

　真剣な眼まな差ざしで、ひなたが宗そう太たを見ていた。

　向き合えば、本当のことを答えてしまうと思った。

　だからこそ、宗太はひなたの心情に気づいていながら、正しよう面めんを見続けた。

「みんな、詳くわしいことは教えてくれませんでした」

「それは君のことを想おもってだと思うよ」

「だから、真田さんも何も言ってくれないんですか？　何も教えてくれないんですか？」

「…………」

「ずっと、わたしのこと、見守ってくれていたのに……」

「それは……」

「理由はよくわかりませんけど、わかるんです。目を閉じると、見えないものまで見えてくるんです。わたし、今日きようまでずっと、誰だれかに守られているような気がしていました」

「……それは僕じゃない」

「違ちがってもいいんです。わたしの思い込みでもいいです。でも、聞いてください」

　衝しよう動どうに負けて、ひなたの方に首を傾かたむけてしまった。

　それで、宗太は引き下がれなくなった。

「わかったよ。何を聞けばいいんだ？」

　ひなたが両りよう膝ひざを宗太の方に向けてきた。

「今まで、ありがとうございました」

「お礼はいいって言ったろ」

　目を伏ふせて、ひなたが首を振る。

「……ごめんなさい。わたし、真田さんのこと、ひとつも思い出せません」

「そうか」

「だから、もうやめてください」

「…………」

「わたし、真田さんの想おもいに応こたえる自信がないんです……」

「……それでいいよ。どの道、もう君の前に姿を見せようとは思っていない」

「ごめんなさい……。ごめんなさい……」

　わずかな沈黙が訪れた。

　しばらくすると、地面が再び揺ゆれ出だした。

　すぐに激しさを増し、座っていても、バランスを保てないほどに膨ふくれ上あがる。天てん井じようが崩くずれ鉄骨が落下する。隣の車が、紙風船のように潰つぶれた。

　ひなたが悲鳴を上げ、両手で頭を庇かばう。

　宗そう太たは腕で顔を覆おおいながら、崩くずれてくる天てん井じようを確認した。

　頭上に巨大な瓦が礫れきがある。あれが落ちてくれば命はない。

　背に腹は変えられない。時間もない。

「……僕のこと恨うらんでくれていいから」

「え？　なんですか？」

　戸と惑まどうひなたの右手を宗太は左手で握った。ふたりの手首から肘ひじにかけて、左さ右ゆう対たい称しようの文字式が浮かび上がる。

「こ、これ!?　え、ど、どうして？　アルテミスコード!?」

　構わずに宗太は自分のアルテミスコードも発動した。

　感覚の中から、ゆうひを探さがし出だす。

　すぐに見つかった。

　今いる場所を、遠くのゆうひに見せる。

　その刹せつ那な、瞬しゆん間かん移い動どうのアルテミスコードをまとったゆうひが、目の前に現れた。

「え？　今度はなんですか!?」

「そーた！」

　飛びついてきたゆうひを片腕で抱かかえ上あげる。

　揺ゆれが激しさを増した。

　天てん井じようが瓦が解かいする。大質量が宗太を押し潰つぶそうとしている。

「ゆうひ、瞬間移動！」

「うん！」

　ゆうひの体が、瞬間移動のアルテミスコードを展開する。

　真まっ先さきに思い浮かんだのは、思い出の場所だった。

　そして、宗太たち三人は、空間を超えて飛んだ。

　直後、コンクリートの塊が、すべてを押し潰した。
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　目を開ける。

　暗い地下駐車場ではない。

　懐なつかしいリビングだ。

　ゆうひを床に下ろした。

　つぶらな瞳ひとみで、未いまだに宗そう太たにしがみ付き、胸に顔を埋うずめるひなたを見ている。

　唇くちびるがひなたと呟つぶやくが、音にはならない。

　困こん惑わくした顔で、ゆうひは宗太を見上げてきた。

　どう接すればいいのか、わからないのだろう。

　安心させるように、宗太はゆうひの頭をそっと撫なでた。それから、ひなたに呼びかける。

「ごめん。恐い思いをさせた」

　小さな肩が震ふるえている。

　両手は宗太のシャツを摑つかみ、怯おびえていた。

「でも、もう大丈夫だから」

　ひなたが首を振る。

「ほんとに大丈夫だから」

　それにも、ひなたは首を振った。

「違ちがうんです……」

　消えそうな声だった。

「違うんですよ……」

「いいんだよ。大丈夫だから。君の前から、もう僕は消えるから……」

「そうじゃない……違うんです」

「何が違うんだ？」

　やさしく問いかけると、涙でぐしゃぐしゃになった顔をひなたが上げた。

　潤うるんだ瞳ひとみに、宗太が映うつっていた。

「そうじゃないんです……」

「そうじゃないって」

　桜さくら色いろの唇を、ひなたが嚙かみ締しめる。込み上げる感情を我慢するように。

　それを見た宗太の体は何かを予見したのか、静かに震ふるえ出だした。頭の中では、臆おく病びような心が気のせいだと訴うつたえている。

「違うんですよ！」

　期待をしてはいけない。何度現実に裏切られてきたか。

　それでも、愛いとしい名を口にしていた。

「ひなた？」

「違うんですよ……宗太さん！」

　思考は停止した。

　懐なつかしい呼びかけだった。

「ごめんなさい……」

　ぼたぼたと涙が落ちる。

　頭が理解するよりも先に、体が動いた。

　正しよう面めんから、力いっぱいひなたを抱だき締しめる。

　記憶されたぬくもりが蘇よみがえる。

「ひなた！」

　次に声が追いついた。

「ごめんなさい……ごめんなさい、宗そう太たさんっ！」

　腕の中でひなたが泣きじゃくる。

「わたし……わたし……ひどいことをしましたっ！」

「いいんだよ」

　無自覚に、宗太も泣いていた。

「よくないです！　宗太さんのことを忘れて、ひとりで幸せになろうとしてましたっ！」

「いいんだって！」

　それでも、ひなたは首を振った。

「いいんだ……もう」

　体を離す。

　泣きはらした目元の涙を拭ぬぐってあげた。

　すぐ横に、取り残されたゆうひが立っている。何が起きたのか、理解が追いついていない様よう子すだった。

「ゆうひ……」

　やさしい声で、ひなたが語りかける。

　ゆうひが小さな手を伸ばした。それでも、摑つかむ少し手前で止まる。判断を仰あおぐように、藍あい色いろの瞳ひとみで宗太を見上げてきた。

　ゆっくりと、それでも、はっきりと宗太は頷うなずいた。

　すると、ゆうひがひなたの胸に飛び込んだ。

「ひなた！」

「ごめんね……ゆうひ」

　これまでの埋うめ合あわせをするように、ゆうひの存在を確かめるように、ひなたが背中を撫なでる。

　夢を見ているようだった。

　だが、これは現実なのだ。

　自然と、宗太とひなたの視線が絡からむ。

「おかえり、ひなた」

　何も意識せずに言葉が出た。

「ひなた、おかえりー！」

　さらに強く、ゆうひがひなたに抱きつく。

「うん……うん……」

　零こぼれる涙を、ひなたが必死に我慢する。

「宗そう太たさん、ゆうひ……ただいま、です」

　まだぎこちなかったが、それでも、ひなたは笑った。




　だが、せっかく取とり戻もどした安らぎも長くは続かなかった。大地が泣き叫んでいる。その呻うめき声ごえは、街を飲み込もうとしていた。断続的に揺ゆれもある。

　誰だれの意思によるものかはわかっている。レイモン・ドイエだ。

　宗太は、ひなたとゆうひを連れてベランダに出た。

　そして、言葉を失った。

　目の前に霧きりがかかっている。それも、藍あい色いろをした霧だ。

　午後三時を回ったばかりの月つき乃の宮みやは、太陽の光もあってか、街全体が薄うつすらと青白く輝いている。

　どの時間帯にも見られない不ふ思し議ぎな空間が目の前に広がっていた。見渡す限り続いている。

　空の中心には満月がある。不ぶ気き味みな光を放はなっていた。

　ひなたが見上げた姿勢で硬こう直ちよくしている。

　藍色の光を受けた瞳ひとみは宝石のようだ。

　宗太は室内に戻もどると、固定電話を耳に当てた。まだ、線は繫つながっている。つばめの携帯番号にかけた。

　発信音はしている。繫がってくれと祈った。

「宗太はん？」

「はい」

「無事でしたか」

「そっちは」

「七人目のかぐや姫ならぴんぴんしてはります。ついでに、かぐや姫を追ってきはった竜たつ巻まき少年とバンギャル娘も預かってますわ」

「航わたると百もも花かが!?」

「ああ、それですわ」

「見つけてくれたのがつばめ先せん輩ぱいでよかったですよ」

　ほっと一息を吐はいた。

「安心するのは早いのと違ちがいます？」

「いや、そうでもないですよ。レイモン・ドイエの居場所はわかりましたか？」

　つばめの吐と息いきには疑問が混まざっていた。

　それでも、先に宗太の質問に答えてくれた。

「月つき乃の宮みや零ゼロ番ばん地ち区くにいてはりますわ」

「なら、あとは僕たちに任まかせてください」

「そらまた、大きく出ましたな」

「……ひなたの記憶が戻もどりました」

　つばめの驚きは、無音が示した。

　約十秒間、何も言ってこなかった。

「なら、お祝いをせなあきまへんな」

「黒くろ田ださんにも伝えておいてください。僕のことも含めて」

「自分で言ったらええのと違ちがいます？」

「たぶん……僕にその時間はありません」

　これだけ言えば、つばめならわかってくれる。

　宗そう太たの置かれた状況は、全部説明してあるのだ。

　ひなたの記憶が戻るということが、何を意味するのかも。上うえ杉すぎ杏あん奈なの存在も。そして、ゆうひがすべての鍵かぎを握っていることも。

「宗太はん、どうしはるおつもりですか？　まさか……」

「もちろん、最後まで悪あがきはします」

「……さよか。ま、しゃあないな。面めん倒どうやけど、連絡くらいは、ウチがしといてあげまっさかいに」

「よろしくお願いします」

「なあ、宗太はん」

　切ろうとしたのを悟さとったのか、それを止めるようにつばめが声をかけてきた。

「なんですか？」

「主役がおらんパーティほど、つまらんもんはあらへんよ。ウチを退屈させんといてな」

「善ぜん処しよします」

　そう言って、宗太は受話器を置いた。

　ひなたはまだ藍あい色いろの月を見ていた。

「零番地区にドイエさんがいる。これをやっているのは、ドイエさんなんだ」

　返事はない。

　ひなたは心を月に奪うばわれたままだ。

「何が目的かはわからないけど、こんなことは止めさせないといけない」

　宗太の声は静かだった。

　風の音の方が大きいくらいだ。

「だから、ひなた、ゆうひ、力を貸してくれ」

「うん、いいよ」

　ゆうひが駆け寄ってくる。

　それでも、やはり、ひなたは動かない。

「ひなた？」

　声をかけた瞬しゆん間かん、体がぐらついた。そのまま、支えを失ったように、ひなたはぺたんと座り込んでしまった。

「あ……ああっ……わ、わたし……」

　ひなたの体が痙けい攣れんして激しく震ふるえる。

　慌あわてて宗そう太たはベランダに出た。そして、横からひなたの体を抱いた。

　だが、ひなたは宗太の存在にも気がついていない。

　両手で顔を覆おおって、激しく首を左右に振った。

「……そうでした……だから、わたし……いやで、知りたくないから……だから……」

「ひなた！」

　肩を揺ゆする。無理やりに顔を上げさせた。

「わたし……だから、全部忘れたんです！　こんなこと、知りたくなかったから！　いやだから！　いやだから!!　壊こわれてしまう前に、全部忘れたんですよ!!」

　半はん狂きよう乱らんになったひなたが腕を振り上げて暴あばれ出だす。それを、宗太が強く抱だき締しめて、止めさせた。

　呼吸が上う手まくできていない。酸素を欲する体に反し、ひなたが吸おうとしても、全然吸えていない。

「ひなた、大丈夫だよ。僕がここにいるから。何も恐くないから！」

「いや……だめです！　だめなんですよ、宗太さん！」

「だめなんてことはないから」

「違ちがいますっ！　でも、だめなんですっ！　これだけはだめなんですよっ！」

「何を見たのか、何を知ったのか、僕にも教えてくれないか？」

「え？」

「……あのとき、何かを見たんだろ？　何かを知ったんだろ？」

「ど、どうして……宗太さん、そのことを」

　ひなたが顔を上げた。深い絶望に支配されていた。

「教えてくれ、ひなた」

「だめです！　言えません！　知れば、宗太さんは……」

「もう、ひなただけに背負わせるなんて、僕は御ご免めんだ」

「だめです！　だめなんです！」

「……そうか、わかったよ」

　突然、納得した宗太に、ひなたが疑問の眼まな差ざしを向ける。

　そのときには、宗太はゆうひを見ていた。

　真実への扉とびらならもうひとつある。

　ずっと、宗そう太たの側そばにあった。

「なあ、ゆうひ」

「なあに？」

　その扉に、宗太はそっと手をかけた。

「教えて欲しいことがあるんだ」

　躊躇ためらうことなく、押し開けていく。

「アルテミスコードとは何なんだ？」

　そして、真実への扉は開かれた。
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　それは長い長い旅の物語のようだった。

　はじまりは悠ゆう久きゆうの時を遡さかのぼる。

　遥はるか遠い宇宙を起源として、ひとつの生命が誕生した。

　文字式のような姿をした彼らは、朝が来て夜が来るように、無意識に心臓が動くように、無自覚に繁はん殖しよくを繰り返し、繁栄していった。

　やがて、彼らの星は、彼らで埋め尽くされた。

　彼らが星となった。

　すると、少し離れたところに、別の星があることを知った。その先にも、星があることを理解した。

　宇宙の広さを認識するのに、時間はさほどかからなかった。

　彼らは更さらなる繁殖と繁栄のため、星の大海に向け、漕こぎ出だしていった。

　彗すい星せいの箱はこ舟ぶねで、旅ははじまった。

　長い長い航海の末、箱舟のひとつが、ある星せい系けいにたどり着いた。

　小さな恒こう星せいと、幾いくつかの惑わく星せいからなる未知なる場所だった。

　その中の最も美しい水の星に、彼らの箱舟は落ちていった。

　地上は巨大な爬は虫ちゆう類るいの支配する世界だった。

　だが、彼らは原住生物である恐きよう竜りゆうを恐れることはなかった。

　彼らには感情というものはなかった。

　あるのは、宇宙の真理にも等しい膨ぼう大だいな知識。それと、繁殖と繁栄の本能のみだった。

　むしろ、彼らにとって、他の生物の存在は、貴重なものでもあった。

　質量を持たない彼らは、極端にエネルギー的な存在が希き薄はくで、進化の可能性を秘めた有ゆう性せい生せい殖しよくを行う際には、他の生物に寄生する必要があった。

　彼らは恐きよう竜りゆうを宿やど主ぬしとし、その生命力を糧かてに、繁はん殖しよくを繰り返した。

　彼らの数は増え、そして、恐竜は絶ぜつ滅めつした。

　更なる繁殖、繁栄のためには、新たな宿主が必要だった。

　エネルギーとなる存在を彼らは欲した。

　恐竜よりも生命力が高く。

　この星の環境に適応し。

　自みずから進化と成長、繁殖と繁栄を行える。

　その上で、生せい態たい系けいの頂点に君くん臨りんし続ける生命体。

　それらすべての条件を満たした存在を、彼らは溢あふれる知識から創つくることにした。

　そして、最初の人類が誕生した。




　宗そう太たは壁に寄りかかり、足を投げ出した姿勢で座っていた。

　すべての話を聞き終えたとき、目の前は真っ白になっていた。

　確固たる存在であったはずの自分が消えている。

　残ざん酷こくな真実。

　前に上うえ杉すぎ杏あん奈なはそう言っていただろうか。

　信じるには馬ば鹿からしく、笑い飛ばすには重過ぎる物語だった。

　神が人を生み出したというのなら、神はアルテミスコードだ。

　人を創つくり、人の進化を見守り、必要であれば人の文明の手助けをした。文字という文化は、人がアルテミスコードから授さずかったものだ。高度な技術を持つ古代文明の数々も、アルテミスコードの力を借りたからこそ成り立っていた。

　人類が繁栄し、繁殖することは決められていた。

　そのように創られたのだから。

　すべてはアルテミスコードが優良なエネルギー源を確保するため。人は自動的に増えるエネルギーに過ぎない。真さな田だ宗太の存在価値は、乾電池一本程度だ。使い切れば捨てられる。誰だれもがそうなのだ。

「そーた？」

　目の前にゆうひが立っている。

　不安な顔で宗太を見ている。

　両手を伸ばして、その頰ほおを挟はさんだ。

「大丈夫だよ。どうってことない」

　強がりのつもりで言った声は、不ふ思し議ぎとしっかりしていた。

　消えたはずの自分の存在もきちんとここにある。

　脳が情報を処理しきれていないのだと最初は思った。だが、それは違ちがっていた。手の中にゆうひがいる。すぐ側そばにひなたがいる。それを嬉うれしいと感じている心の方が、はるかに大きな存在となっていた。

「宗そう太たさん……」

　悲しげな顔をするひなたに手招きをした。

　遠慮した足取りで、ひなたが隣にやってくる。

　その手を捕つかまえて、胸の中に引き込んだ。

「そ、宗太さん!?」

　耳元に口を寄せた。

「ひなたをひとりにはしないから」

　そして、きつく抱だき締しめる。

　ひなたの体から力が抜けた。

「大丈夫、今の僕なら大丈夫だよ」

「ゆうひもー！」

　頰ほおを膨ふくらませたゆうひが抱きついてきた。

　その頭を少し乱暴に撫なでた。

「でも、宗太さん……」

「大丈夫」

「でも……」

「だって、そうだろ？　こうやって、一いつ緒しよにいられることがうれしいって思える気持ちは、作り物なんかじゃないんだから」

　意識するよりも先に、言葉が出ていた。

　ひなたの震ふるえが止まった。腕に感じた怯おびえも消えている。

　顔を上げたとき、ひなたは陽だまりのように微笑ほほえんだ。

「よかったです」

　疑問に思って、見つめ返した。

「宗太さんを好きになってよかったです」

　頰を赤くしながら、ひなたがはにかんだ。

「ゆうひも、そーたのこと好きだよー。ひなたのことも好きだよー」

　宗太とひなたは一緒に、小さな頭を撫でた。

　もう何もいらない。何も恐くない。

　ほしいものはすべて手の中にある。

　たとえ、アルテミスコードに作られた存在だとしても、信じられる確かなぬくもりがある。

　あとは離さずにいればいいだけだ。

　自分のやるべきことをやればいい。やれることを精せい一いつ杯ぱいにやっていけばいい。

　一秒でも一分でも。一時間でも一日でも長く、この幸せが続くように。

　この幸せを壊こわそうとするものから、奪うばおうとするものから、守ればいいだけなのだ。

「ひなた、ゆうひ」

　声をかけると、ふたりとも宗そう太たに預あずけていた体を起こした。

　その表情に迷いはない。

「今は、ドイエさんを止めないと」

「はい！」

「うん！」

　ひなたとゆうひの返事が重なった。

　差し伸べた手を、ひなたが躊躇ためらうことなく握ってきた。チャイルドコードが浮かび上がる。

　ゆうひが瞬しゆん間かん移い動どうのアルテミスコードを展開した。

　無言のまま、三人は頷うなずき合あった。

　直後、部屋には誰だれもいなくなった。
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　月つき乃の宮みや零ゼロ番ばん地区に飛んだ宗太たちを待ち受けていたのは、月の藍あい色いろと夕焼けの朱しゆ色が混ざり合った不ぶ気き味みな世界だった。

「一体、何が起きてるんだ……」

　いるはずの警備員の姿はない。進入禁止のフェンスの中に移動しても、誰だれも咎とがめてはこなかった。

「宗太さん、あそこに人が……」

　瓦が礫れきが積み重なった足元に気をつけながら、宗太はひなたの声が示す方を確認した。

　見れば、警備員の格かつ好こうをした男性が倒れている。

　駆け寄って、顔を覗のぞき込こんだ。

　息はある。だが、衰すい弱じやくが激しい。

　宗太たちに気づいた警備員が、無力な目で見上げてくる。何か言っていたが、言葉になっていない。

　そのまま、警備員は気を失った。

「そーた、あっちにもいるよ」

　見渡せる範囲内に、同じように倒れた警備員を三名ほど発見した。

　膝ひざを突ついた姿勢から空を見る。

　藍あい色いろの月があった。

　あれが、原因なのは明白だ。

　だが、何が起きているのかまではわからない。

　レイモン・ドイエは何をするつもりなのだろうか。

　疑問を振り切り、宗そう太たは立ち上がろうとした。その瞬しゆん間かん、膝ひざに疲労を感じてよろめいた。

「宗太さん……なんだか、体が重たくはありませんか？」

　自然と、周囲を青白く染そめる光に意識がいった。

「早く、ドイエさんを捜さがした方がよさそうだな」

　ゆうひを抱き上げると、宗太は零ゼロ番ばん地ち区くの奥へと踏み出した。

　崩くずれやすい足元がぐらつく。足が思うように上がらない。それは抱かかえたゆうひの重さのせいではない。長い階段を上り終えた後と同じで、膝に疲労が溜たまっていた。それも異常な速度で。

　後ろに続く、ひなたも額ひたいの汗を拭ぬぐっていた。

　息が上がっている。

　無言のまま、零番地区を奥へと進んだ。

　やがて、前方に瓦が礫れきの山が見えた。

　その頂上には人影がある。

　神父の服装に、白い髪かみ。

　男の広い背中は、空の月を仰あおぎ見みていた。

　近づいてきた宗太たちの足音に気づいたのだろう。わずかに肩が揺ゆれる。

「本当に、生きていたんですね。いや、生き返ったと言うべきですか」

「真さな田だ宗太か」

　ドイエの背中の先には、藍色の満月がある。表面は文字式に覆おおわれ、人の心臓のように、規則正しく脈打っている。命の鼓こ動どうが聞こえてきそうだった。あれは、杏あん奈なが『カオス』と呼んだものの息いき遣づかいそのものなのかもしれない。

　垂れ下がったドイエの手には、小さな石のかけらが握られている。その表面もまた文字式で覆われ、月と同じように脈みやく動どうしていた。

「何をするつもりだ」

　白はく髪はつが風に揺れる。

　だが、ドイエは振り向こうとはしない。

　宗太の存在を、気にする素そ振ぶりりを見せない。

　ゆうひが重心を落として、駆け出す準備をしている。

　ひなたがその両肩に手を置いて、落ち着かせようとしていた。

「愚ぐ問もんだな」

　短い返答だった。

　言葉は足りておらず、意図は摑つかみ切きれない。

「どういう意味だ？」

　ドイエの靴が、砂じや利りを擦こする。

　体が宗そう太たの方に傾かたむいた。

「だが、それもいたしかたあるまい。真実を知らぬ哀あわれな子羊には、疑問と嘆なげきの声こそが、むしろ、相応ふさわしいのだからな」

　ねっとりと絡からみつくような動作で、ドイエが振り返った。

　その瞳ひとみを見た瞬しゆん間かん、胸に芽生えていた一いち抹まつの不安は、確信に姿を変えた。

　黒目の部分が、藍あい色いろに染まっている。

　手にした月のかけらからは、藍色のコードが蔦つたのように延び、ドイエの肉体を侵しん食しよくしていた。浮き出た血管のように、皮ひ膚ふに藍色の筋すじが無数に走っている。かけらと体が、物質的に同化を始めていた。それが、ドイエに力を与え、真実を伝えたのかもしれない。

　目の下には濃こい隈くまがある。頰ほおはこけ、皺しわだらけの表情は、一見しただけでは、ドイエとわからないほどだった。

　開いた瞳どう孔こうの奥底はぎらついている。

　どす黒い光がある。

　その正しよう体たいは、執しゆう念ねんを超え、怨おん念ねんに到達した憎ぞう悪おだ。

「先ほど、お前は聞いたな？　何をするつもりなのかと」

「ああ」

「知りたければ教えてやろう！」

　ドイエが高らかに謳うたう。

「神を滅ほろぼす！」

　瞳は決意を語っていた。

　その視界の中にいながら、ドイエは自分のことなど見えてはいないのかもしれないと、宗太は思った。

　それほどに、ドイエには鬼き気き迫せまるものがあった。

　宗太は静かに息を吞のんだ。それは、驚きや恐れからくるものではない。気持ちを落ち着かせるためのものだ。

　見上げてくるひなたの視線に気がついて、安心させるように頷うなずいた。

「喜べ、真さな田だ宗太。すべての苦しみから、お前を救ってやろう」

「もう、やめるんだ」

　宗太の声は届かない。

「『カオス』を解とき放はなち、アルテミスコードを地上から一いつ掃そうしてくれる！」

　ドイエの拳こぶしが、月のかけらを力強く握った。

　青白い光が増し、石に命を吸われたドイエの体がふらつく。

　獣けもののように、呻うめき声ごえを上げた。

　駆け出そうとした宗そう太たは、足元から崩くずれた。体から力が零こぼれていく。ひなたも、膝ひざを突ついてしゃがみ込んでいた。

「そーた！　ひなた！」

　心配そうに覗のぞき込こんでくるゆうひの頰ほおを撫なでた。

　その肩越しに、ドイエを睨にらみつける。

「何をした！」

「『カオス』を呼び覚ますには、エサが必要だ。この月つき乃の宮みやを月にくれてやるのだよ！」

「あんたは！　真実を見たのなら、月を解放すればどうなるかくらい、わかっているんだろう！」

　彷徨さまよっていたドイエの焦点が、宗太のところで定まった。

　そして、肩を震ふるわせたかと思うと、体を仰のけ反ぞらせて高笑いを始めた。

「何がおかしい！」

「おかしい？　違ちがうな、違うぞ、真さな田だ宗太！　喜ばしいのだよ！」

「……喜ばしいだと!?」

「そうか……そういうことか。お前も真実の扉とびらを開いていたのだな」

　ドイエの目が、今度はひなたとゆうひに向かう。

「お前ほど、真実に近い場所にいた者もいなかったというわけか」

　そして、再び、高らかに笑った。

　かと思うと、苛いら立だちの眼まな差ざしで宗太を貫つらぬいた。

「知ってなお！　なぜ、お前は平然としている!!　そんなお前が、なぜ、邪じや魔まをしにきたのか！」

　激げつ昂こうされてなお、宗太は冷静だった。

　無感動な目で、ドイエを見つめ返した。

「航わたるや百もも花か、それにアリサにはあなたが必要だからだ」

「愚おろかしい答えだな。神たるアルテミスコードの家か畜ちくである人に意味などない。価値もない。ましてや、その家畜が抱いた感情など、ごみくずにも劣る存在だ」

「そんなことありません！」

　ひなたの声は、不ふ思し議ぎとよく通った。

　ドイエを否定しながらも、責めるような口く調ちようではない。

　ただ、自分の思ったままを表現した言葉だった。

　膝ひざが笑っている。疲れのせいもある。怯おびえているせいでもある。

　そのひなたの手を、宗そう太たは握った。

　すると、震ふるえは止まり、ひなたは宗太の隣で真まっ直すぐに立った。

「お前たちが否定しようとも、真実は変わらない。人はアルテミスコードの家畜であり、この星は、苗なえ床どこに過ぎないのだ。神を滅ほろぼさない限り、人に未来などない！」

　宗太は藍あい色いろに染そまった月を見た。

「あれを解放すれば、アルテミスコードを根ね絶だやしにすることはできるかもしれない。けど、人もどうなるかわからないぞ」

　竹たけ中なかの起こした事件の際、暴走したチャイルドコードは普通の人も襲おそった。ムーンチャイルドだけが攻こう撃げきされたわけではない。アルテミスコードだけが食われたわけではないのだ。

「神もろとも、人が滅んだとしても、家か畜ちくのまま生き続けるよりはましだろう」

「何も知らない人にまで、あんたのエゴを押し付けるな」

「ならば、聞かせるか？　全人類に、人の本来の姿を！　豚ぶた同然であることをお前は伝えられるというのか？」

「それは……」

「わかっているのだろう、お前も。知れば、その先に待っているのは破は滅めつのみだということを！　真実を前には、自分が無力だということを！　ならば、指を咥くわえて、見ているがいい！　家畜は家畜らしくしていればいいのだ！」

　再び、ドイエが月のかけらを握にぎり締しめる。

　体を覆おおった藍色のコードが光を増す。

　周囲からも、青白い光が空に上った。

　頭の上で、何か音がした。

　卵にひびが入るような音だ。

　悪お寒かんに急せかされるように、空を見た。

　満月に亀き裂れつが生じる。上から三分の一ほどまで達していた。

　その隙すき間まから、重低音の唸うなり声ごえが聞こえる。

　空気が振しん動どうした。宗太の足元も揺ゆれた。砂じや利りが地面で踊っている。

　何かがいる。

　直感が宗太の中を駆け抜けた。

　月の中に何かがいると……。

　杏あん奈なが『カオス』と呼んだそれの気配を全身で感じた。

　本能から怯おびえた。

　ひなたが腕を摑つかんできた。

　ゆうひはじっと空を見上げている。

「まだ……まだ足りないと言うのか……」

　しわがれた手を、ドイエが口に当てた。咳せき込こみ、血を吐はいた。

　表情から精せい気きは失われている。

　どうして、ドイエが立っていられるのか、不ふ思し議ぎでさえあった。

　顔面はもはや死人のそれだ。

「ドイエさんを止めるぞ、ひなた」

　声をかけると同時に、手を握にぎり直なおした。

　チャイルドコードが発動する。

「ゆうひ！　催さい眠みん！」

　すぐにゆうひが、小こ早ばや川かわ花か梨りんの持っていたアルテミスコードを展開した。

　だが、ドイエは眠らない。

　肌の文字式が活性化し、蛇へびのように這はい回まわる。

「無む駄だだ。もはや、月からの解放は『カオス』の意思でもある！　アルテミスコードより進化した存在である『カオス』に、無数のアルテミスコードを食らった『カオス』に、そのような貧弱な力が通じる道理はない！」

「ゆうひ！」

　声をかけたときには、ゆうひは万ばん歳ざいの姿勢で、頭上に小さな太陽を作っていた。今度は、小早川柚ゆ子ずのアルテミスコードだ。巨大な火の玉をドイエに向けて放はなつ。

　直ちよく撃げきは免まぬがれない。

　だが、ドイエに当たる瞬しゆん間かんに、見えない壁に阻はばまれ、押おし潰つぶされるようにして消えた。

　それは、よく知った光景でもあった。

「今のは……」

「知らぬとは言わせぬぞ。立たち花ばなひなたの重力支配能力を」

　藍あい色いろの光に照らされたドイエが見み下くだしてくる。

「もう、終わりか？」

　奥歯が擦こすれてぎりっと音を鳴らした。

　ゆうひが文字式の翼つばさを広げる。

「チャイルドコードか。だが、食らったコードの数が違ちがいすぎるな。『カオス』と戦うにはいささか力不足だ」

　ドイエの言葉など聞かずに、ゆうひがはばたいた。

　一瞬で、空に飛び上がり、上空から文字式の羽根を飛ばす。だが、ドイエの肌から浮かび上がった藍色の蔦つたに打ち払われていく。

　蔦の一本が、上空のゆうひを狙ねらい、宙ちゆうを走った。

「ゆうひ！」

「逃げて！」

　宗そう太たとひなたの声が重なる。

　驚いたゆうひが背中から迫る蔦つたを視界に収おさめた。蔦がしなり、振るわれる。

　ゆうひは背中を打たれ、空から落ちてくる。

　その落下点に宗太は滑り込んだ。腕の中にゆうひを受け止める。

「大丈夫か？」

「へーき。そーた、ありがとう」

　起き上がると、ドイエが月のかけらを満月に掲かかげていた。

　石はドイエの命をさらに吸い上げ、青から白に近い色で輝いた。

「やめろ！」

　宗太が叫ぶ。

「そこで見物しているがいい！　神が滅ほろぶ瞬しゆん間かんを！」

「無理なんだよ！　それすらも、彼女は知っているはずだ！　上うえ杉すぎ杏あん奈なが見過ごすはずがない！」

　ドイエが笑った。

　そこまでだった。

　金属がぶつかり合うような音が耳の奥で響く。

　ドイエの動きが止まっている。

　時が止まっている。

　ゆうひを立たせると、宗太は構わずに駆け出した。

　ドイエに手を伸ばす。

　だが、遠い。

　視界の中に、歯車のようなアルテミスコードが現れた。駆け出した足が止まった。

　ドイエの体が無数の歯車に包囲される。一呼吸の間を置いて、歯車が一いつ斉せいに回り出した。

　一瞬だった。

　ミイラ化するように水分を失い、肉は消しよう滅めつし、骨は砂の塊かたまりになった。

　歯車が止まると同時に、風にさらわれて、レイモン・ドイエという存在は、塵ちりとなって消えた。

　何も残らなかった。

　頭上に掲げていた月のかけらが、重力に引かれるままに落下する。

　それが落ちる前に、白くて小さな手がかけらを摑つかんだ。

　瓦が礫れきの山の頂上に、ひとりの少女が立つ。

　無感動な表情を浮かべ、修しゆう道どう衣いのヴェールから、銀ぎん色いろをした前まえ髪がみが少し見えている。

　何かが体の中で暴あばれている。叫んでいる。

　目の前で人が死んだのだ。それも、普通ではない殺され方で。

　わかっていたのに止められなかった。

　喉のどの渇かわきを感じた。

　それが、宗そう太たをどうにか冷静なままでいさせた。

　人の心配をしている場合ではない。今や、宗太やひなたも、杏あん奈なの標ひよう的てきなのだから。

　世界が本来の色を取り戻していく。藍あい色いろだった月は銀ぎん色になり、満月から半月に姿を変えた。ひび割れた部分も、おかげで見えなくなってしまった。

　周囲を覆おおった青白い光も弱まり、すぐになくなった。

　時の流れを教えるように、太陽が西へと沈んでいく。

　長く伸びた杏奈の影が、あるときを境さかいになくなった。

　夜が訪れたのだ。

「次はあなた方の番ですよ」

「なぜだ」

　宣告を受けてなお、宗太は疑問を返した。

　それは、杏奈の言葉に対してのものではない。

　行動に対してのものだった。

「なぜ、ドイエさんを二度も殺した」

　杏奈が藍色の瞳ひとみで見つめ返してくる。

　その目は何も語らない。

「君にはその必要がなかったはずだ。一度で済むようにできたはずだ。なのに、どうして、しなかった？」

「それが、最さい期ごの質問でも構いませんか？」

　事務的な口く調ちようの杏奈は、どこか退屈そうにも見える。

　それが、不愉快な感情表現であることに、宗太は気がついた。

　だから、自分の質問に意味があったことを悟さとった。杏奈の行動にも意味があると断定した。その理由はわからないまでも。

　未来を見通す杏奈が余よ計けいな真ま似ねをするはずがないのだ。

　宗太が何も言わないのを確認すると、杏奈は背中を向けた。

「見み逃のがしてくれるのか？」

「明日あしたの朝まで時間を差し上げます。残された時間を、有効に使ってください」

　それだけ言うと、杏奈は瓦が礫れきの山を、反対側に降りて行った。すぐに小さな背中は見えなくなる。

　それでも、ゆうひは左右を警けい戒かいしていた。

　ひなたの体からも緊張は抜けなかった。

　たっぷり五分ほどしてから、宗そう太たは大きく息を吐はいた。

　それが切きっ掛かけとなり、ひなたが安あん堵どの表情を浮かべ、ゆうひが抱きついてきた。

「明日あしたの朝までか……」

　恐らく、今が六時半を回ったくらいだろう。

　あと十二時間程度。たったそれだけの時間を、宗太は少ないとは思わなかった。

「何かしたいことあるか？」

　ひなたとゆうひを促うながす。

　ふたりは同時に首を傾かしげた。

　その能のう天てん気きな仕し草ぐさに、宗太は思わず笑えみを零こぼした。

「わ、笑わなくてもいいじゃないですか」

「悪い。なんか、緊張感がないからさ」

　ひなたの重力支配能力を失った今、上うえ杉すぎ杏あん奈なの時間支配能力に対抗できるのは、チャイルドコードであるゆうひしかいない。

　前回は、ひなたとゆうひがいて対等だった。

　今となっては、勝ち目などないに等しい。

　画かく策さくしたところで、未来を知る杏奈の前には、意味をなさない。

　危機はすぐ側そばにある。

　なのに、不ふ思し議ぎと自然体でいられる。それはひなたとゆうひが側そばにいるからだということを、宗太はよくわかっていた。

「何かしたいことと言われても……。ゆうひは何かありますか？」

　ひなたがゆうひを覗のぞき込こむ。

「そーたとひなたと一いつ緒しよにいたい」

　満面の笑みで、ゆうひが答えた。

「もっと具体的なのはないか？」

「ぐたいてき？」

　体ごと傾かたむいて、ゆうひがはてなマークを顔に浮かべる。

「そーたとひなたとくっついていたい！」

　これでどうだと言わんばかりに、すでに抱きついた格かつ好こうで言ってきた。

　ここはひなたに頼るしかないと思い、宗太は視線を向けた。

「え、わ、わたしですか？　え、えっとですね……」

　アドリブに弱いひなたは、慌あわてるばかりだ。

「わ、わたしとしても、その、宗太さんと一緒にいられるなら、他に望みなんてないですよ。み、密着できるとさらにいい感じです！」

「……それじゃ、ゆうひと変わらないだろ……」

「だ、だって、宗そう太たさんが急に話を振るから……」

「僕が悪いのか……」

「そ、そういうわけではないですけど……その……」

　弁解しながらも、何か思いついたのか、ひなたが急に黙った。

「何か思いついた？」

「はい。思いついちゃいました」

「じゃあ、それで行こう」

「い、いいんですか？　わたしの考えた場所で、がっかりしないですか？」

「それは行ってみないことにはわからない。な、ゆうひ？」

「うん。わからないよー」

「う、そう言われるとプレッシャーですっ！　や、やっぱり、やめましょう！」

　じたばたするひなたの頭に手を置いた。

「そ、宗太さん？」

「大丈夫だよ。がっかりしても顔には出さないから」

「そ、それ、全然、フォローになってませんよぉ」

　恨うらめしそうに宗太を上うわ目め遣づかいに見ながらも、ひなたはまんざらでもなさそうだった。

「じゃあ、行こうか」

「はい！」

「うん！」
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　閉園時間をとうに過ぎた動物園は、灯あかりもなく、そして、静せい寂じやくに包まれていた。

「こうしてると、なんか泥棒みたいだな」

　残っている飼育員の目を盗んで、檻おりから檻に移動していく。

　今から約一年前に、宗太とひなたが来たときと同じコースで回っていた。

　すでにアライグマを見終え、今はホッキョクグマが檻の中で眠っている。

「くまさん、寝てるよー」

　恐れを知らないゆうひが、白しろ熊くまに手を伸ばす。

「アライグマさんも寝てたよー」

　振り向いたゆうひが、頰ほおを膨ふくらませている。

「う……動物園は夜に来てはだめな場所だったんですね……」

　責任を感じたのか、ひなたがしょぼくれている。

「まあ、別にいいんじゃないか。これはこれで」

　抱っこしたゆうひが、ホッキョクグマを起こそうと檻おりを叩たたいた。すると、驚いた様よう子すで目を覚ましたクマが、大きな体を持ち上げ、宗そう太たたちの方に迫ってきた。

　口を開け、牙きばが剝むき出だしになる。それが、鉄てつ格ごう子しを挟はさんで目の前に迫った。

　突然のことに、ゆうひはぽかんとしている。

　振り向くと、ひなたは随ずい分ぶんと後ろに逃げていた。

「わ、わたしは別に、食べられるなんて思っていませんからね。ほ、ほんとですよ？」

「はいはい」

「う、ほ、ほんとなんですからね？」

　ひなたを置いて、宗太は歩き出す。

「ゆうひ、次はライオンさんが待ってるからな」

「らいおん、がおー」

　薄暗い夜の動物園にいても、ゆうひは元気一杯だ。

　後ろからシャツの裾すそをひなたが摑つかんできた。

「トラとヒョウもいるぞ」

「とら、がおー、ひょう、がおー」

「全部同じなのか？」

　すると、ゆうひが考え込む。

「とら、とらー？　ひょうは、ひょー？」

「そんな風に鳴く動物はいないぞ……」

　腕が疲れてきたので、宗太はゆうひを下ろした。手を繫つないで並んで歩く。

「あ、あの、宗太さん」

「ん？」

「え、えっと、ですね……」

　立ち止まると、もじもじした様よう子すで、ひなたが宗太の空あいてる方の手を見ている。

「ひなたも繫ぐか？」

「は、はい！」

　にこにこしながら、ひなたが隣を歩いている。

　ライオンの檻が見えてくると、ゆうひが腕を引っ張って走り出す。逆に、ひなたは背中に隠かくれようとするものだから、宗太は何度も転ころびそうになった。

　檻の中では、ライオンも、トラも眠っていた。

　今度は起こさないようにゆうひに注意をしておいた。不満そうな顔をしながらも、ゆうひは宗太の言いつけを守り、大人おとなしくしている。

　その反動は次のエリアに移動する際に現れ、やたらとゆうひははしゃいだ。

　カンガルーを見て、サルやチンパンジーの森を通り過ぎ、キリンの広場に到達する頃には、ゆうひは宗そう太たにおぶわれて眠ってしまった。

　宗太とひなたは園内のベンチに座った。ゆうひはひなたの膝ひざを枕まくらにして眠っている。

　事前にコンビニで買ってきたおにぎりを食べ終わると、急に静かになった。

　ひなたの視線に気づいて、顔を向けると、慌あわてて視線を逸そらされた。

　手を伸ばして、ひなたのほっぺたを軽くつねる。

「にゃ、にゃにふるんでふか！」

　抗議の目とぶつかった。

　ひなたの頰ほおが、わずかに赤くなる。

　それでも、今度はそっぽを向いたりはしなかった。

　逆に、宗太が照れくさくなって、視線を泳がせた。

「な、なんか恥ずかしいですよね？　目が合うのって」

「そ、そうだな」

　誤ご魔ま化かすように頰を搔かく。

「あの……宗太さん」

「これでよかったんだよ」

　何を言い出すのかはわかっていたので、宗太は先回りをした。

　ひなたは口を半開きにして硬こう直ちよくしていた。

「僕は後悔してない。それに、死を受け入れるつもりもない」

「それはわたしもです」

　ひなたが肩にもたれかかってきた。

　視線を下げると、夜の暗がりでもわかるほどに、耳まで真っ赤にしていた。

　見えるようになったことで、見られていることに対する羞しゆう恥ち心しんが一気に膨ふくれ上あがったのだろう。

「正しよう直じき、動物園は少し意外だったな」

「え？」

「何かしたいことがないかって聞いたら、ひなたはみんなに会いたがると思ってた」

「できることなら会いたかったです。京みやこ先せん輩ぱいにも、つばめ先輩にも、黒くろ田ださんにも、巴ともえ先生にも、璃り子こさんにも、菜な々な子こさんにも。お礼もたくさん言いたいです。けど、それをしたらいけないってわかったんです。決心が鈍ってしまうから……巻き込んでしまうから……」

「そうか……」

「それに、動物園は意外じゃないですよ！　ここは、宗太さんと最初にデートした場所なんですから！」

「あれはデートって言ってよかったのかな」

「え!?　ち、違ちがうんですか!?」

「ま、ひなたがよければ、デートでいいけど」

　何の前触れもなく、会話はそこで止まった。

　ベンチに置かれたひなたの手を握る。

　ひなたが肩から頭を離した。

　その拍ひよう子しに、宗そう太たは覗のぞき込こむように唇くちびるを重ねた。まつげを震ふるわせながら、ひなたが目を閉じる。

　しなやかな髪かみが頰ほおを撫なでた。

　お互いに強く求めはしない。ただ、触れるだけの口付けとも違ちがう。

　存在を確かめるに。

　名残なごりを惜しむように。

　まるで恋人たちの別わかれ際ぎわを思わせる長い長い口付けだった。

　風が通り過ぎた。

　宗そう太たの方から、ゆっくりと離れた。

　恥ずかしそうにしながらも、ひなたは俯うつむき加か減げんで宗太を見つめてくる。

　口元には笑えみが零こぼれていた。

「……すごい、ドキドキしてます」

「僕もだよ」

「そ、宗太さん、なんか上じよう手ずになってますよ？」

「な、なに言ってんだよ！」

　一いつ瞬しゆんにして、頭が沸ふつ騰とうした。

「だ、だって、ほんとにそうだったんですよ！　なんか、こう、ふわ～ってなっちゃいました……」

「いや、だからってな」

「はっ！　もしかして、誰だれかと練習したんですか!?」

「するか！」

「それなのに、上達するんですか？」

「べ、別に前と同じだよ」

　まだ言い足りなさそうにしながら、ひなたが唇に指を当てる。

「ほんとですか？」

「僕はひなた一ひと筋すじだよ。おかげで、つばめ先せん輩ぱいからは、ストーカー扱あつかいだ」

「……ご、ごめんなさい」

「だから、謝あやまらなくていいって。こうして思い出してくれたんだ」

「でも……」

「でもじゃない」

「だ、だったら……」

「だったらでもない」

　何かを期待する目が、見上げてくる。

「……そ、その、何かでふさいでくれないと、また謝あやまってしまいそうです」

　露ろ骨こつな催さい促そくに、宗そう太たの方が真っ赤になった。

「どこでそんなこと覚えたんだよ」

　向き合っていられずに、顔を背そむけた。

「と、友達が貸してくれた漫画に、そんなシーンがありました！」

　これ以上は、宗太の身が持たない。

　少し乱暴にひなたの肩に手を置くと、余よ計けいなことばかり言う口を本当にふさいだ。

「んふっ」

　色っぽい吐と息いきも、今は聞かなかったことにした。

　体を離すと、ひなたはぼんやりした顔をしていた。

「やっぱり、上じよう手ずになってます」

「まだ言うか！」

「そーた？　ひなた？」

　目を擦こすりながら、ゆうひが体を起こす。

　寝ぼけた顔で、宗太とひなたを見比べていた。

「ねえ。チューしてなかった？」

「してないぞ」

　冷静に反応した宗太とは対象的に、ひなたは素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げた。

「な、ないですよ！　そんなこと全然ないですよ！」

　その頭を宗太がぽんぽんと叩たたいた。

　なんとかひなたが落ち着きを取とり戻もどす。

　それから、宗太は立ち上がった。

　風を感じながら、空を見る。半分の月があった。

　顔を下ろしたときには、決意が固まっていた。

「行くんですか？」

「ああ」

　続けて、ひなたとゆうひも立ち上がる。

　何も聞き返してはこなかった。

　夜明けまではまだ時間がある。日付も変わってはいない。

　それでも、心の準備が整った今行くべきだと宗太は思った。

「いいかな？」

　確認の言葉に、ひなたとゆうひが力強く頷うなずいてくれた。

　もう太陽を見ることはないのかもしれない。

　だとしても、後悔はしないと宗そう太たには思えた。
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　月つき乃の宮みや大だい学がくの敷しき地ち内ないにある礼れい拝はい堂どうの扉とびらを、宗そう太たは勢いよく開いた。

　遠慮することなく、躊躇ためらうこともなく、絨じゆう毯たんの上を前に進む。すぐ隣には、ひなたとゆうひがいる。

　視線の向かった先には、祈りを捧ささげる上うえ杉すぎ杏あん奈なの後姿があった。

「もう思い残すことはありませんか？」

　小さな背中が聞いてくる。

「それは、終わった後で考えるよ」

「この期ごに及およんで、まだ未来を信じておられるのですね」

　音もなく杏奈が立ち上がる。

「君は何がしたいんだ？」

「すでにご承しよう知ちのことかと思いますが」

「世界を、残ざん酷こくな真実から守っていた……それがひとつだ」

「まるでもうひとつあるかのような言い方ですね」

「真実の隠いん蔽ぺいだけが目的なら、ドイエさんを生き返らせるような真ま似ねはしなかったはずだ。君にはそれができた。それに、月があんな姿になるまで、放ほうっておくのは、真実を隠かくしたい君の行動としてはおかしいだろう？　ひび割れた月を見て、人が混乱しないわけがない」

　そこで、ようやく杏奈は宗太の方を向いた。

「最初に会ったときからそうでしたけど、細かいことを気にされる方ですね」

「そんなに細かいことじゃない。自分の未来が関わっていることだ」

「目的のひとつ目は、確かに真さな田だ様の仰おつしやった通りですよ」

「……あなたは、ずっとひとりで、秘密を守ってきたんですね」

　声をかけたひなたは悲痛な面おも持もちだった。

「たったひとりで、こんなに重たいものを、背負ってきたんですね……」

「同情は無用です。それほどに、わたしは手を汚してきました。命を奪うばってきました」

「けど、それは、人を真実に近づけないようにしていただけじゃないですか！」

「どんな理由があれ、人を殺あやめていいはずがありません。違ちがいますか？」

「それは……」

　ひなたは言葉を詰つまらせて俯うつむいた。

「なぜ、君はそこまでする。罪と知りながら、なぜだ！」

　杏あん奈なはまばたきもせずに、宗太を見ていた。

「贖しよく罪ざいだからですよ」

「それは、殺した人に対するか？」

　杏奈がかぶりを振る。

　ヴェールが揺ゆれ、銀ぎんの髪かみが少し零こぼれた。

「わたしには、歳の離れた兄がいました。真さな田だ様には以前、お話しましたね」

　小さく頷うなずく。

　宗そう太たと同じアルテミスコードを持っていた杏奈の兄。

「月のかけらの落下で両親を失ったわたしは、兄とふたりきりになりました。身寄りもなく、まだ孤こ児じ施し設せつだった銀の箱はこ舟ぶねにふたりで入れられることになりました」

　杏奈が体を横に向けた。正しよう面めんから顔を見られたくなかったのかもしれない。

「そこには、わたしや兄と同じく、月のかけら落下という災害で両親を無くしたレイモン・ドイエをはじめ、中なか条じよう明あき人とや宇う佐さ美み倫りんがいました。全部で十五人余り。あの頃の面おも影かげがあるのは、今となってはわたしだけですが、目を閉じれば、全員の顔を思い浮かべることができます」

　口く調ちようは穏おだやかでも、杏奈はただ虚こ空くうを見み据すえていた。

「あの頃は楽しかった。兄は同年代のドイエと特に仲がよく、わたしはふたりの背中をいつも追いかけていました。ふたりはわたしをかわいがってくれました。ドイエのことも、わたしは兄のように思っていました。その気持ちは、今も変わってはいません……」

　だが、そのドイエすらも杏奈は手にかけた。

　真実を人目に触れさせないようにするために。

　杏奈の横顔に暗い影が落ちたのを、宗太は見み逃のがさなかった。

「ですが、わたしの十二歳の誕生日にすべてが狂い出しました」

「かぐや姫として目覚めたんだな」

「はい。時を操あやつる能力が急速に増し、髪は銀色に染そまりました。そして、八月の満月が訪れたのですよ」

「けど、君は無ぶ事じだった」

「代わりに、兄が死んだのです」

　間かん髪はつを置かずに返された言葉に、宗太の方が息を吞のんだ。

　ひなたも体を強こわ張ばらせている。

　ゆうひだけが、変わらずに杏奈を警けい戒かいしていた。

「どういうことだ？」

「時間支配能力で、難を逃れたとはいえ、わたしは月のアルテミスコード……いいえ、『カオス』に一度は触れた身です」

　藍あい色いろの目が宗そう太たを見ている。

「正確には、今も触れているのです。わたしの体内には、『カオス』の一部が存在しています。時間支配のアルテミスコードが、辛かろうじて押さえつけているだけに過ぎません」

「そして……君は真実を知った」

「はい……」

　宗そう太たは、次の言葉を促うながす気にはなれなかった。

　おおよそのことは予測できた。

　恐らく、杏あん奈なはひとりで抱かかえきれずに、兄に真実を伝えた。

　そして……。

「真さな田だ様の考える通りですよ」

「……そうか」

「十二歳の子供が背負うには、重たすぎる真実でしたから。兄ならば、どうにかしてくれると幼いわたしは思っていました。これまでと同様に、わたしを守ってくれると信じていました」

「けど、現実は違ちがった」

「はい。その日のうちに、兄は孤こ児じ施し設せつの屋根から飛び降りました。わたしの目の前で」

「君は……」

「わたしは目を背そむけることはできませんでした。落ちた兄はまだ息がありました。呪のろいの言葉を口にしながら、空を見ていました。もうわたしのことなど、見てはいませんでした」

　宗太は下した唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「すぐにわたしもあとを追いました。ですが、時間支配のアルテミスコードがわたしを死なせてはくれませんでした。飛び降り、手首を切り、毒物を飲んでも、気がつくとわたしは生きている……。そして、思いました。これは兄を殺した報むくいなのだと……」

　何も言葉を挟はさめなかった。

　一ひと筋すじの涙が、杏奈の頰ほおを伝い落ちた。

「兄はいつもわたしのことを想おもってくれていたのに、わたしは兄を絶望に追い込んだ上で、殺したのです。生きていた意味すらも奪うばって……」

「それが、君の罪か」

「はい」

　杏奈がヴェールを外はずした。もう、涙は止まっていた。

「痛みはすべてわたしが背負います。ですから、あなた方は死んでください」

　時間支配のアルテミスコードが展開される。

　杏奈が手に持ったヴェールを離した。

　床に落ちる。

　それを合図に、杏奈のアルテミスコードが押し広がり、宗太の足元まで迫ってきた。

　瞬しゆん時じに前に出たゆうひが、文字式の翼つばさで受け止める。

　接触した瞬間、衝しよう撃げき波はが発生した。宗そう太たは咄とつ嗟さにひなたを背中に庇かばった。

　杏あん奈なとゆうひのコードが絡からみ合あう。

　どちらも譲ゆずる気配はない。

　干渉し合うふたつの力は反発して、大きく弾はじけた。

　前後に逃げ場をなくした衝撃は、必然的に上に向かった。

　爆ばく音おんを鳴らしながら、礼れい拝はい堂どうの天てん井じようが吹き飛ばされる。

　その直後、ゆうひの体も宙ちゆうを舞い、後方に弾き飛ばされた。

　宗太がクッションになって受け止める。

　同様に、後ろに下がった杏奈も、膝ひざを折った姿勢で、ステンドグラスに手をついていた。それを支えに杏奈が先に立ち上がる。その瞬間、高さ五メートルはあるステンドグラスが粉こな々ごなに砕くだけた。

　月の光を浴びて、流れ星となって降ふり注そそぐ。杏奈は意にも介かいさない。

　ゆうひを立たせると、宗太もその脇わきで起き上がった。

「そーた、ひなた」

　訴うつたえるような目でゆうひが見上げてくる。

　次の言葉を聞く前に、宗太はひなたの手を握った。

　チャイルドコードが浮かび上がる。

　二枚だったゆうひの翼つばさが四枚に増えた。

　それでも、杏奈は涼しい顔をしている。

　乱れた前まえ髪がみを、一度だけ手で払はらって直なおしただけだった。

「君は何があっても僕たちを認めないというのか？」

「では、真さな田だ様は、わたしのしていることを知りながら、黙って見過ごすことはできますか？」

「それはできない」

「それと同じですよ。わたしも、真実を知る者を、生かしておくわけにはいきません。それ以外に、真実が白はく日じつの下もとに晒さらされるのを防ぐ方法はないのです」

「君が手を汚すのをやめればいい。そうすれば、僕たちも協力できる」

「そうですよ！」

　無意識なのだろう。

　感情のまま、ひなたが強く手を握ってきた。

「わたしが犯おかした罪の数々を、あなた方が許すというのですか？　何の権限があってそのような戯ざれ言ごとを申されるのですか」

「罪は償つぐなうべきです。正しい方法で。杏奈さんのしていることは、贖しよく罪ざいなんかじゃありません！」

「わかっていますよ、そんなことは」

　腕をだらりと下げ、杏あん奈なは力を抜いた。

　目は真まっ直すぐに、ひなたに向けられた。

「ですが、わたしにはいなかったのです。あなたのように、側で支えてくれる人がっ！」

　それは、杏奈が初めて見せた剝むき出だしの感情だった。

「こんな風に思うのは初めてかもしれませんね。わたしは、あなたが憎いようです。立たち花ばなひなた」

「……いいですよ、それでも」

　怪け訝げんな表情を杏奈が浮かべる。

「何がいいと言うのですか？」

「わたしのこと嫌きらいでもいいです。憎んでくれてもいいです。だから、もう止めてください。自分を傷つけるのは……」

　杏奈の言葉が止まった。

「もう、やめて……ください……」

　ぼろぼろとひなたが泣き出した。

「どうして、あなたが……」

「ずっと、ひとりでがんばってきたのに、誰だれにも知られないなんて悲しいじゃないですか。誰にも褒ほめてもらえないなんて、寂さびしいじゃないですか……。誰にも気づいてもらえないなんて……そんなの辛つらすぎるじゃないですか！　心は傷だらけになっているのに……泣きたいのをいつも我慢してきたのに……」

「救いなど、わたしはもう望んではいません」

　宗そう太たはまだ何か言おうとするひなたの頭を胸に抱き寄せた。

　これ以上言うのは、杏奈を余よ計けいに傷付けるだけだ。

　どんな説得の言葉も、もはや杏奈には届かない。そんなことはわかっている。

　彼女はそうやって、十年以上も過ごしてきたのだ。

　今さら生き方を変えられるはずがない。

　できたなら、最初から今の道を選びはしなかっただろう。

　杏奈が歩むのは、そうした覚かく悟ごの先にある道なのだから。

　だからこそ、やりきれない気持ちにさせられる。抗あらがいたくなる。

「おしゃべりは、もう終わりにしましょう」

　そう言って杏奈が感情を押し殺した瞬しゆん間かん、その小さな体を天から降ふり注そそぐ稲いな妻ずまが貫つらぬいた。閃せん光こうが視界を焼く。数秒遅れて爆ばく音おんが轟とどろいた。

　肉と、髪かみと、布が焦こげた匂においが鼻につく。

　杏奈の体は仰あお向むけに倒れた。

　見上げた空には、いつのまにか稲いな光びかりをまとった分厚い雲がある。月つき乃の宮みや上じよう空くうにだけ、不自然に存在していた。

　足音に宗そう太たが振り向くと、礼れい拝はい堂どうの入り口に、伊だ達てアリサが立っていた。

　森しん羅ら万ばん象しよう支配のアルテミスコードが、アリサを中心にドーム状に広がっている。

　フードを外はずすと、銀ぎん色いろの髪かみが輝いた。

　焦点が宗太に合うことはない。そのさらに先をじっと見み据すえている。

　だから、宗太もすぐに杏あん奈なに向むき直なおった。

　杏奈を取り囲むように、時間支配のアルテミスコードが動き出す。巻まき戻もどし再生するように、無理な体勢で杏奈が起き上がった。

　焼けたはずの頰ほおは、元の白さを取り戻している。一部が焦こげて灰になった修しゆう道どう衣いだけはそのまま爛ただれている。

「無む駄だですよ。わたしは死ねないのです」

　立ち上がったところに、今度は、側面から突とつ風ぷうが襲おそいかかる。杏奈は正しよう面めんを向いたまま、アルテミスコードを展開しただけだった。

　風は時間支配に摑つかまり、杏奈から三メートルほど離れた位置で止まった。

　続けて、上空にカラスの大群が現れた。吸い込まれるように、杏奈に突進していく。

　だが、それも、風と同様に、杏奈の手前でぴたりと停止した。宙に浮かんだまま、時の檻おりに閉じ込められている。

　何事もなかったように、杏奈は宗太たちの方へ移動してくる。

　そして、風とカラスの包ほう囲い網もうを抜けると、時間を動かした。

　風とカラスの大群が衝しよう突とつし、漆しつ黒こくの羽根が無数に舞った。

　それをバックに背負う杏奈は、神秘的ですらあった。

　だが、宗太の意識は別のものへと向いていた。

「どうして！」

　懺ざん悔げ室しつの扉とびらの前には、木きの下した航わたると朝あさ倉くら百もも花かの姿がある。

「疑問に思うほどのことでもあらへんよ。運命とやらに抗あらがう機会くらい、あってもええと思うただけのことですわ」

　そう言ってきたのは、アリサの隣に立っているつばめだ。

「立場が逆なら、宗太はんもこうしたんと違ちがいます？」

「だからって」

「ま、ウチはただの案内人ですわ」

　そう言うつばめが横目でアリサを見る。

　そのアリサが前に出た。

　航と百花が警けい戒かいを強める。

「久しぶりだね。杏あん奈な」

「そうですね。アリサ」

「杏奈は昔と変わらないね。見た目も、その真ま面じ目めなところも」

　一言交かわすごとに、アリサは一歩ずつ杏奈に近づく。

「アリサは綺き麗れいになりましたね。もう十六……いえ、十七歳ですか」

「うん。今じゃあ、わたしがみんなのお姉ちゃんだよ。信じられないでしょ」

　やがて、アリサは宗そう太たのところまでやってきた。

　アルテミスコードは展開したままだ。

　それは、杏奈も同じだった。

　お互いに半径三メートルほどの範囲を、自分の支配下に置いている。

「杏奈は、ドイエさんを殺した」

　誰だれに言うでもなくアリサが口にする。

「いずれ、私も殺すんでしょ？」

「時期がくれば、そうですね」

「ごめん……私、死にたくないんだ。だから、必死に抵抗するよ。相手が杏奈でもね」

　そう言ったアリサが目を見開いた。

　杏奈は小さく息を吐はいた。

　直後、かぐや姫同士のアルテミスコードが衝しよう突とつした。

　接触面が干かん渉しようし、火花を散らす。閃せん光こうが走る。

　空間の支配権を奪うばい合あうように、一進一退の攻こう防ぼうが開始された。

　だが、杏奈の優位は歴れき然ぜんとしていた。

　アリサでは相あい性しようが悪い。

　徐々に押され、時間支配の檻おりにアリサが囚とらわれていく。

「アリサ！」

　航わたるが吼ほえた。

　竜たつ巻まきを作り出し、杏奈に振り下ろす。それを、杏奈は見ようともしない。杏奈の周囲の時間は止まっているのだ。何をしたところで、無意味だった。

「ゆうひ、アリサを」

「うん！」

　四枚の翼つばさをはばたかせ、ゆうひが頭上から杏奈に襲おそいかかる。文字式の羽根を飛ばし、時間支配の空間へと干かん渉しようし、少しずつ侵しん食しよくしていく。

　杏奈の額ひたいから汗が落ちた。

　唇を固く結んでいる。

　その杏奈と、宗太は目が合った。

　もうやめろとは今さら言えない。

　それでも、何か言わずにはいられなかった。

「君は、もう解放されてもいい頃だ！」

「……言ったはずです。わたしは、救いなど求めていないと。許しを請こおうなどとは、けして思いません！」

　杏あん奈なの瞳ひとみが藍あい色いろに輝く。

　その瞬しゆん間かん、時間支配のアルテミスコードに変化が起きた。

　杏奈を中心にして、薄うす紅べにに色づいていく。

　さらに、歯車のように回転する文字式が、幾いく重えにも折り重なり、杏奈を包み込んだ。まるで膨ふくらんだ蕾つぼみだ。

　そして、花開くと同時に、ゆうひを礼れい拝はい堂どうの入り口まで吹き飛ばした。

　翼つばさで体を庇かばいながらも、勢いは殺せずに、ゆうひが壁に激げき突とつする。そのまま、気を失うように、五メートルほどの高さから落下した。

　駆け寄っても間に合わない。

「ゆうひ！」

　落ちる瞬間に、つばめが抱きとめてくれた。

　すぐにつばめの腕の中で、小さな体が起き上がる。無ぶ事じのようだ。

「アリサ！　離れろ！」

　航わたるの悲鳴にも近い声で、我に返ったアリサが距離を取る。

　宗そう太たのところまで下がってきた。

　航と百もも花かも、合流する。

「どういうことだ！　上うえ杉すぎ杏奈！」

　詰きつ問もんしながらも、空を確認せずにはいられなかった。

　認めたくない現実がそこにはあった。

　半月が、満月に形を変えていく。

「どうして、君が月を呼ぶ！　君は何を考えているんだ！」

　月の表面が藍色の文字式で覆おおわれていた。

　しかも、ドイエが入れた亀き裂れつまでもが残っている。

「うそ……」

　ひなたが後あと退じさりをする。

「これも、君の描いた未来の姿なのか！」

　真まっ直すぐに杏奈と向き合った。

「あなた方なら、別のやり方を見みい出だせたのかもしれませんね」

　そう言った杏奈の目は、慈じ愛あいに満みち溢あふれていた。

「なんだって!?」

「わたしには、真実を隠かくすことしかできませんでした」

「何を言っている！」

「このことを託たくすに値あたいする人物がようやく現れたというだけですよ」

「……君は」

　そこでもう一度、杏あん奈なは笑った。

「しいて言えば、これがわたしにとっての唯ゆい一いつの救いなのかもしれません」

　空が落ちてくる。

　駆け出そうとした宗そう太たの腕を、ひなたとゆうひが摑つかんだ。

「そーた、だめ！」

「離してくれ！」

「宗太さんも、無ぶ事じじゃ済みませんよ！」

　藍あい色いろの蔦つたが杏奈目め掛がけて降ふり注そそいだ。

　杏奈は最後まで微笑をたたえていた。

　時間支配能力で抵抗する素そ振ぶりも見せなかった。

　そして、杏奈は月に食われた。

「うそ、だろ……。どうして、どうしてなんだよ……」

　かぐや姫を食らった藍あい色いろの蔦つたがのっそりとした動きで空に帰ろうとその身を持ち上げる。

　先ほどまで杏奈が立っていた床には何も残っていない。

　宗太は膝ひざから崩くずれた。

　こんな結末を、予想してはいなかった。

　また、救えなかった。

　空っぽの体の中に、喪そう失しつ感かんだけが置き去りにされている。

　その耳に、卵の殻からがひび割れていく音を聞いた。

　気のせいだと思った。

　そんなはずはない。

　だが、音は止まらない。

　立ち上がると同時に、月を見た。

「自分の目ぇを疑いたくなりますなあ」

　三分の一までしか進んでいなかったはずの亀き裂れつが、月を縦たてに貫つらぬいている。

　心細さに震ふるえるひなたの手が、宗太の腕を取った。

　ゆうひも身を寄せてくる。

　アリサが喉のどを鳴らし、それでも、航わたると百もも花かの肩を抱いていた。

　地鳴りのような声がする。

　遠とお吠ぼえにしては低すぎる声。

　唸うなり声ごえにしてはよく通る音だった。

　亀き裂れつの隙すき間まから、魚のひれのようなものが二枚飛び出してくる。その先端には、八月の満月にかぐや姫を迎えに来る藍あい色いろの蔦つたが数え切れないほどに垂れ下がっていた。巨大に見えたはずの蔦は、月に封ふうじられたものにとっては、髪の毛一本に過ぎないということだ。

　二枚のひれが亀き裂れつを押し開いていく。

　そして、月がふたつに割れた。それこそ、卵のように。

　宗そう太たは口を半開きにしたまま、感情を殺した。他に自分を守る術すべを知らなかった。

　現れたのは、藍色をしたクジラのような生き物。

　いや、生き物という表現が正しいのかはわからない。その姿はコードが絡からみ合あうことで作られている。

　その尾びれでひとかきすると、クジラは二倍の大きさになった。ふたかき目で四倍。次で八倍になると、もはや全ぜん容ようが宗太の目には捉とらえられなくなった。

「そーた、どうしたらいい？」

　ゆうひが無む垢くな目で見てくる。

　ひなたも宗太に判断を仰あおいでいた。

　あんなもの、どうにかできるはずがない。

　あれが、チャイルドコードのなれの果て。

　この世の混こん沌とんを集めた姿なのだから。

　その混沌が大口を開けた。

　星ごと飲み込まれると思った。

　そして、それはあっけないほどすぐに現実のものとなった。

　空から津つ波なみが押し寄せてくる。混沌と言う名の巨大な津波だ。

「百もも花か！　逃げるぞ！」

　航わたるが何か言っていた。

　正しよう気きに戻もどった百花が、アルテミスコードを使って、別の空間に道を作る。だが、その穴の向こうを覗のぞき込こんだ時点で、表情は絶望の色に染そまった。

　その穴からも津波が激流となって、襲おそいかかってきた。真っ先に百花が藍色のうねりに取り込まれる。体内のアルテミスコードを、混沌に引きずり出されていく。助けようと手を伸ばした航も、瞬しゆん時じに食われていく。

　アリサもつばめも混沌の海に捕つかまった。

　恐怖と混乱の悲鳴が遠くに聞こえる。

　呆ぼう然ぜんと見上げると、津波は目の前にあった。

　そして、宗太たちも飲み込まれた。
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　自分は死んだのだと宗そう太たは思っていた。

　だから、未いまだに思考できることが不ふ思し議ぎだった。

　目が開くことに違い和わ感かんがあった。

　自分を取り巻く環境を目まの当あたりにすることで納得がいった。

　世界は藍あい色いろによって水すい没ぼつしていた。

　足は地面から離れ、体は藍色の海の中にある。

　海はどこまでも続いている。

　真下には、先ほどまでいた屋根の壊こわれた礼れい拝はい堂どうがあった。大学のキャンパスもある。少し離れた場所には、高等部の校舎も見えた。月つき乃の宮みやの街並みが、ぼんやりとした藍色の海に沈んでいる。

「宗太さん……」

　腕の中のひなたが顔を上げた。

「そーたとひなたは、ゆうひが守るから！」

　ふたりが無ぶ事じなのは、文字式の翼つばさに包まれているからだった。藍色の海に触れた航わたるや百もも花かは完全に気を失い、無気力に海中を漂ただよっている。アリサとつばめも同じだ。

　目を凝こらせば、月乃宮に住む人々の影も遠くに見えた。海中でゆらめている。

　いずれは宗太も捕つかまる。ゆうひの体は徐々に混こん沌とんに侵しん食しよくされ、一部が藍色に変色していた。宗太とひなたの腕に浮かび上がったチャイルドコードにも同様の兆きざしがある。

　暴力的な力で、何かが体の中に入ってくる。不快感を伴ともなう金かな切きり声ごえを上げながら、脳を揺さぶってくる。

　撒まき散ちらされているのは、誰だれかの感情だった。

　悲しみに彩いろどられた記憶だった。

「これは……」

「……この子の思い出じゃないでしょうか」

　藍色の海を見るひなたの表情に恐れや憎しみはない。

　自分を侵食してくる存在にも、尖とがった感情はひとつも向けようとしていない。

「この子か……」

　そう言えるひなたを宗太はきつく抱だき締しめた。

　形のないものがより鮮明になって、宗太とひとつになろうと押し入ってくる。

　視界はぼやけ、脳をかき混ぜられるような衝しよう撃げきだった。

　そんな状況でも、感じることはできた。

　深い悲しみと、刻きざまれた憎しみ、そして、消えることのない孤独があることを。

　杏あん奈なが『カオス』と呼び、ひなたが『この子』と言った最初のチャイルドコードの記憶。剝むき出しの感情。

　ゆうひを侵しん食しよくされ、そのゆうひを通して、それらが宗そう太た自身と同化していく。意識がひとつに繫つながっていく。

　だから、わかった。『カオス』を知ることができた。

　生まれた瞬しゆん間かんから、その子はひとりだった。

　ひとつの存在だった。

　その子以外は違ちがっていた。親がいて、家族がいて、友達がいて、人も動物も誰だれかと関わることで、世界と関わることで生きていた。アルテミスコードも、人と人知れずに共生する道を歩んでいた。

　だから、その子も同じように生きようとした。

　ひとりは寂さびしいと感じるようになっていた。

　だが、他人との関係を求めても、誰もその子を受け入れてはくれなかった。その子は違っていた。この星に住むあらゆる生物とかけ離れていた。

　近づけば石を投げられた。砂を浴びせられた。

　痛かった。傷だらけだった。体ではなく、心はずたずたに切きり裂さかれていた。

　それでも、その子は諦あきらめなかった。

　孤独の辛つらさをよくわかっていた。

　どうすればいいのか考えた。考えて、考え抜いた末に、ひとつの結論を出した。

　相手を知るために、ひとつになればいい。

　そして、その子は最初のひとりを食べた。

　自分の中に他人が生まれた。だが、それはもう自分になってしまっているので、やはり、寂しいままだった。

　その子は、もっと知るために、他人を食べ続けた。来る日も来る日も、寂しさを埋めるために食べ続けた。

　口に入れた瞬間だけは、他人を感じ、寂しさを紛まぎらわすことができた。すぐにそれは自分という存在の一部になり、その場しのぎにしかならなかった。

　気がつくと、その子の孤独は底が見えないほどに深くなっていた。

　誰もがその子を嫌きらっていた。恐れていた。嫌けん悪おしていた。憎んでいた。

　それに反発するように、その子も嫌った。恐れた。嫌悪した。そして、敵意を持った。

　だから、全部を自分にしようとした。

　自分だけになれば、誰からも嫌われることはない。誰からも攻こう撃げきされることはない。誰にも憎まれず、誰も憎まずに済む。

　その子はそう考えた。

　取り込まれていく意識の中で、宗そう太たは純粋に苛いら立だちを感じた。

　それが、記憶に埋まい没ぼつしていく自分を呼び覚ます切きっ掛かけになった。その子の一部になっていく中で、真さな田だ宗太の部分をはっきりとさせてくれた。

「ふざけるなよ……」

　声に出して、自分を確かめる。

　まだ、自分は自分のままだ。真田宗太のままだ。

　ひなたの意識もしっかりしている。

　大丈夫であることを伝えるように、深く頷うなずいてきた。

　もう、ゆうひの体は半分が藍あい色いろに染そまっている。宗太とひなたの腕もそうだ。

　混こん沌とんの見ているものが、感じているものがなおも押し寄せてくる。

　地上のアルテミスコードを貪むさぼっている。月つき乃の宮みやだけではない。日本だけではない。世界中を食らい尽くそうとしている。それが孤独を癒いやす唯ゆい一いつの方法だと信じて。

　食われた人々は、精神を汚染され、取り込まれ、恐怖に怯おびえていた。

　誰だれかの悲鳴が響く。

　誰かの泣き声がする。

　誰かの憎しみに満たされていく。

　六十億を越す数々の感情を、身近に感じた。

　それらが、次の瞬しゆん間かんには、半分自分へと変わっていく。誰も彼も、すべてのものがひとつに組み合わさっていく。他人が消えていく。自分が消えていく。世界中が『カオス』になっていく。

「そんなやり方で、誰かがやさしくしてくれるはずがないだろ……」

　搾しぼり出だすように、宗太は訴うつたえた。

　握った手に、ひなたがもう片方の手も重ねてきた。

「なら、わたしたちが教えてあげましょう」

「教えるって……」

「ひとりじゃないってことをです」

　疲れた表情のゆうひが真っ先に頷いた。

「そーたとひなたが教えてあげて」

「ゆうひ、できるのか？」

「うん……そーたとひなたがいればできるよ」

　疑おうとは思わなかった。

　混沌がこちらを侵しん食しよくしてくるように、ゆうひにも同じことができる。ならば、想おもいを伝えることも可能なはずだ。

　ひなたは何も言わない。笑顔を宗そう太たに向けてくるだけだった。

　自分たちがどうなるかもわからない。人はアルテミスコードのいわばエネルギーだ。ゆうひにとっては、宗太とひなたがそれに当たるはず。

　月ほども大きな存在と渡り合えば、無ぶ事じでは済まないかもしれない。

　それでも、宗太はチャイルドコードに強く願った。

　ふたりの腕に現れていたコードが、肘ひじより上にまで延びていく。それは瞬しゆん時じにふたりの全身に至った。体が熱い。焼けるように熱い。

　ゆうひが両手を伸ばす。同時に翼つばさを広げた。どこまでも広がっていく。繫つながっていく。包み込んでいく。その大きさは捉とらえきれない。端はしが見えないのだ。

　宗太を取り巻く世界が、ゆうひの照らす明るい色に変化していく。朝の訪れを告つげる、やさしい光だった。

　肉体から何かが抜け落ちていく。

　宗太には身に覚えのある感覚だった。

　銃じゆうで撃うたれ、大おお怪け我がを負ったときのものと同じだ。

　命が零こぼれ落おちていく。

　まだ混こん沌とんはそこにいる。憎ぞう悪おの感情を撒まき散ちらしている。ゆうひがその翼で、混沌を抱だき締しめようとしていた。

　宗太とひなたの育はぐくんだ想おもいで癒いやそうとしている。

　もう意識は消えかかっている。最後まで、見届けることはできないかもしれないと宗太は思った。それでも、大丈夫だという確信はあった。

「そーた!?　ひなた!?」

　限界に達しようとしていた宗太とひなたを、ゆうひが振り返った。

「なんでもない。平気だよ」

「わたしも、宗太さんもだいじょうぶですから」

　ふたりは同時に微笑ほほえんだ。

　ゆうひも笑った。

　そして、ゆうひを包む光はさらに明るさを増し、藍あい色いろの闇やみに包まれた世界を照らしていく。

　混沌が泣いている。

　そこで、宗太とひなたの意識は完全に失われていった。




　気がつくと、宗太は月げつ面めんに立っていた。

　左手からは、ひなたのぬくもりが伝わってくる。

　なのに、肌は寒さも熱さも感じていない。息苦しくもない。以前にもあった。八月の満月の日に体験している。

　杏あん奈なは、この場所を人とアルテミスコードの中間点だと言っていただろうか。その本当の意味が、『カオス』に触れた宗そう太たにはわかっていた。

　自分は今、エネルギーとして消費される寸前なのだ。コードの一部になる直前の状態なのだと。人の形にはもう戻もどれないのかもしれない。

「そーた？」

　無む垢くな瞳ひとみでゆうひが見上げてくる。

　その頰ほおに、やさしい手つきで触れた。

「宗太さん、あれ」

　ひなたの声に顔を上げると、眩まぶしい光が視界を焼いた。

　朝日を覗のぞかせた地球がある。いや、あれは、ゆうひの翼つばさの光だ。

　それでも、九割以上は、未いまだに藍あい色いろの闇やみに覆おおわれたままだった。

　砂を踏む音がした。

　宗太たちが一いつ斉せいに振り返る。

　月の砂さ漠ばくに、ゆうひと同い年くらいの男の子が立っていた。

　藍色の瞳は血走り、憎しみに支配されている。全身は傷だらけだ。その肌の上を、無数のコードが走っていた。

　男の子は、歯をぎしぎしと擦こすり合あわせて、苛いら立だちをあらわにしている。

　ゆうひが真っ先に声をかけようとした。だが、呼びかけようと手を出そうとして、すぐに引っ込めてしまった。

　困こん惑わくした様よう子すで、ゆうひが宗太とひなたを見上げてきた。

　小さな頭を撫なでながら、ふたりは同時に頷うなずいた。

　ぱっと明るさを取とり戻もどしたゆうひが男の子に駆け寄っていく。

　それでも、何を言えばいいのかわからないのか、しばらく立ち尽くしていた。

　やがて、ゆっくりと手を差し伸べた。

　男の子がその手を引ひっ搔かくように払はらう。

　びっくりしたゆうひが一歩下がった。諦あきらめずに、再び手を差し伸べた。

「だいじょうぶだよ」

　不安をにじませながらも、精せい一いつ杯ぱい強がってゆうひが微笑ほほえむ。

　すると、男の子の表情が変化した。張はり詰つめた空気がゆるんでいく。恐る恐るといった様子で、手を前に出してきた。

　ゆうひの指先に一いつ瞬しゆんだけ触れる。だが、すぐに引っ込めてしまう。

「いじめないよ。ゆうひは、そーたとひなたが好きだから」

　その顔を、男の子がじっと見つめる。

　もう一度手を伸ばし、今度はゆうひの手にしっかりと触れた。傷だらけの手を、ゆうひがやさしく握る。両手で包み込んでいく。安らぎを伝えるように。

　その瞬しゆん間かん、地球を覆おおっていた藍あい色いろの闇やみは、朝日の輝きに照らされた。

　泣き出した男の子の頭を、ゆうひがそっと撫なでている。

　自分がそうされて気持ちよかったように、何度も何度も撫でていた。

　男の子は声にならない感情を爆ばく発はつさせて泣いた。泣き続けた。幾いく千せん、幾万、幾億の時を共にした悲しみを洗い流すように。

　どれだけそうしていただろうか。時間の感覚が、今の宗そう太たにはなかった。

　ただ、男の子が落ち着きを取とり戻もどす頃には、宗太は自分のすべきことを理解していた。

「なあ、ゆうひ」

「なあに？」

　それから、男の子にも目を向けた。そこには、まだ怯おびえがある。だから、静かな声で語りかけた。

「君にも力を貸してほしいんだ」

　ゆうひと同様、男の子の顔にも疑問が浮かぶ。

「え、えっと、君ではなんなので、ゆうたと言うのはどうでしょうか？」

　突然の提案に、面めん食くらった宗太が目を丸くする。

「あ、あれ、わたし、変なこと言いましたか？」

「いや、いいと思うよ。まあ、本人がよければだけど」

　男の子は首を傾かしげている。

「名前だよー。ゆうひは、ゆうひって言うの。そーたとひなたがくれたの。だから、ゆうたはゆうただよ」

　男の子の両手を握って、ゆうひが上下に振った。

　意味はわからないまでも、楽しさは伝わったのか、男の子がぎこちなく微笑ほほえむ。

「なら、ゆうひとゆうたに頼みがあるんだ」

　ふたりは並んで宗太の目を見上げてくる。

「何をすればいいの？」

「あの星に生きる人たちの当たり前の日々を取り戻したいんだ。楽しければ笑って、悲しければ泣いて、うれしければはしゃいで……意識なんてしないでやってるけど、すごく大切なことなんだよ、それって。僕たちにとっては」

「うん、たいせつ」

「だから、このままにはできない」

　地上のすべてが一度は混こん沌とんに触れたのだ。その記憶を世界中の人が知ったことになる。真実を見たことになる。それを野の放ばなしにはできない。

　ゆうひが難しい顔をする。

　すると、男の子がその肩を叩たたいた。

　ふたりは無言で見つめ合うと、再び宗そう太たを見上げてきた。

「ゆうたができるって！」

　だが、すぐにゆうひが暗い顔になる。

「でも、たくさん力を使うよ。そーたとひなたはおうちに帰れなくなっちゃうよ？　今も、ほとんど、力、残ってないの……消えそうなの……」

「いいですよ、それでも」

　先にひなたが答えた。

「ああ、いいんだ」

　他に方法はなく、誰だれかに頼ることもできない。たったひとつしか残されていない道を、宗そう太たは自らの意思で、悩むことなく選び取っていた。

　躊躇ためらいがゆうひの顔に浮かぶ。

「ゆうひはやだ！　そーたとひなたと一いつ緒しよにいたい！　ずっと一緒にいたいよ！」

　遠慮なくゆうひが胸に飛び込んできた。それを、宗太は受け止める。何度もそうしてきたように、顔を埋うずめるゆうひの頭を撫なでた。ありったけの愛情を込めて。

「僕たちがやらないとだめなんだ。わかってくれ、ゆうひ」

「やだ……やだよ。ひとりぼっちになっちゃうよ」

「だいじょうぶですよ。ゆうひにはお友達ができたじゃないですか」

「ともだち？」

　顔を上げたゆうひが、ひなたの次に男の子を見た。

　それから、宗太を見上げてくる。

「頼む」

「……うん、わかった。そーたのお願いだから聞くね」

　涙を自分で拭ぬぐい、ゆうひが男の子の手を取る。

　同時に、宗太もひなたの手を握った。

　これで最さい期ごだと思いながら、宗太はひなたと向き合った。

　笑顔があった。

　だから、もう何も言わなかった。

　心の赴おもむくままに、チャイルドコードを発動した。

　全身に延びたコードが光り輝く。最初に体の感覚がなくなった。光が増すに連れ、宗太とひなたの肉体が霞かすみとなって消えていく。

　残っていた意識も、朝日と藍あい色いろの混まざり合あう深い海へと沈んでいった。

　失われていく。なくなっていく。

　痛みも苦しみもなく、眠りに落ちるように宗太とひなたは消しよう滅めつした。

　もう何もない。何も残っていない。

　遠く。

　遥はるか遠くに、誰だれかの声が聞こえた気がした。

　それが本当の最さい期ごだった。
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　月つき乃の宮みや高こう等とう学がつ校こうの屋上でふたつの人影が向き合っていた。

「あ、あの！　わたし！　ず、ずっと、先せん輩ぱいのことが好きでした！」

「気持ちはうれしいけど、付き合うのは難しいかな？」

　制服姿で頰ほおを赤らめた女子生徒にそう言ったのは、大学生らしく私服で着飾った片かた桐ぎり京みやこだった。巴ともえに用事があって訪れた高校の校内で後こう輩はいに捕つかまり、屋上に連れてこられたのだ。

「な、なぜですか!?」

「あたし、好きな人がいるの」

「そんな馬ば鹿かな！」

「その反応……意味が気になるところだけど、そういうわけだから、ごめんなさい」

　京がぺこりと頭を下げる。

　すると、じわじわと泣き出した女の子は、一いち目もく散さんに逃げ出した。想おもいを叫びながら。

「わ、わたし！　絶対に諦あきらめませんから～！」

　ばたんと屋上の扉とびらが閉まる。

　誰だれもいなくなったところで、京はため息を吐ついた。

「ちょっと～、見み世せ物ものじゃないんだけど？」

　貯水タンクの裏側に声をかける。

　昼寝でもしていたのか、見知った人物があくびをしながら起き上がった。

「みゃーこもいい加か減げん、彼女でもつくらはったらええのに」

「それを言うなら、彼氏の間ま違ちがいでしょ」

　夏休みも近い時期だというのに、つばめは長なが袖そでブラウスの上に、セーター生地のベストまで着ている。

「こんなところで何してるのよ？」

　貯水タンクからつばめが飛び降りる。

　京のいるフェンスぎわにゆっくり近づいてくると、正門までの道を見下ろした。

「別に用事はあらへんよ」

「宗そう太た君がいないか、捜さがしに来たんでしょ？」

　返事をしないつばめの隣で、京は下校していく月乃宮高の生徒の様よう子すを眺ながめた。友達と談笑しながら、生徒たちが帰っていく。ごくありふれたなんでもない光景のはずだった。それなのに、京の胸には締しめ付つけられたような痛みが走る。

　いつまで待っても、捜し求める背中は通りかからない。

　宗太もひなたも、もうここにはいないのだ。この世界には。

「なんや、虚むなしくなりますなあ」

　京は痛みから目を背そむけるように、フェンスに背中から寄りかかった。

「あの日、宗太君たちに、何があったと思う？」

　屋上のタイルをじっと見み据すえる。

「さあ、なんでっしゃろなあ」

「真ま面じ目めに考えなさいよ」

「確かなことはひとつですわ。こん世界からアルテミスコードがなくなって、ムーンチャイルドもおらんくなった。めでたし、めでたし。それでええのと違ちがいます？」

「それはそうかもしれないけど」

　京みやこが顔を向けると、つばめはなくなったアルテミスコードを惜しむように、自分の両手を見つめていた。

「平和になったふりをしてはる世の中を見ると、胸むな糞くそ悪わるくなりますなあ」

「そうね。宗そう太た君たちはいなくなっちゃったのに……」

「これを言うても、はじまらへんなあ」

　言いながら、つばめが空を仰あおぐ。何かを求めるように手を伸ばす。その手は何かを摑つかむのだろうか。今の京には、摑つかめると信じるしかなかった。

「やっぱ、虚むなしくなりますなあ」

　わざとらしく、つばめは他ひ人と事ごとのような口く調ちようで言った。

　京は黙って空を見た。




　夕暮れの境けい内だいを抜け、巴ともえが目的の墓地に着くと、すでに先客があった。

　竹たけ中なか家けと刻きざまれた墓ぼ石せきに、黒くろ田だが手を合わせてしゃがんでいる。

「ま、一応、お前さんの憂うれえた世界も、ちっとはましになったみたいだから、報告だけはしておいてやるよ」

　巴が背後に立つと、黒田は立ち上がりながら、そんなことを言った。そして、煙草たばこを探さがして、スーツのポケットに手を入れたところで、苦にが笑わらいを浮かべる。

「禁きん煙えん、続いていたんですね」

「最初は願がん掛かけのつもりだったんだがな。あいつのせいで、まだまだ続きそうね」

　黒田はポケットから手を出し、今度は顔を上げて月を探す。

「今け朝さ、上から内示を受けました。来月から、公こう安あん部ぶ総そう務む課かに異い動どうだそうです」

「それはよかった。俺の下にいても、出世できないからね」

「課長は、異動命令を断ことわったと聞きましたが？　なぜですか？」

「特とつ課かの残ざん務む処しよ理りを、誰だれかがやらなきゃならんでしょうよ」

「そんな理由で、私が納得すると思いますか？」

　視線を巴に向けた黒田は、おどけて肩をすくめた。

「別にたいした理由じゃないよ」

「責任をひとりで背負うのはやめてください」

「そんなかっこいいもんじゃないって」

「なら、異い動どう命めい令れいには応じてください」

「……こういうとき、男の方が引きずるもんなのかね」

　顔を背そむけた黒くろ田だを気き遣づかい、巴ともえは声をかけなかった。

「あいつらがどう思ってるかは知らないけど、帰ってくる場所くらい、残しておきたいじゃないの。それが、特とつ課かなんていう、馬ば鹿かげた入れ物だとしてもさ。なくすのはそれからでも遅くはないって思うのは、俺だけなのかね」

「……やっぱり、責任をひとりで背負ってるじゃないですか」

　巴はわざと咎とがめる目線を向けた。

　それに合わせて、黒田が恐がったふりをする。

　黒田がいつもの自分を取とり戻もどすには、それで十分だった。

　ふたりは同時に空を見上げた。

　まだ顔を出さない月を待ちわびて。




　満天の星空の下で、アリサは草花に抱かれていた。

　昼間に大地が蓄たくわえたぬくもりが、大の字に寝ね転ころがる背中をあたためてくれる。夜の風が心地ここち良よく肌を撫なでていく。乱れた金きん色いろの髪かみをかきあげると、指の間をくすぐられ、アリサはひとりで笑えみを浮かべた。

　それから、ゆっくりと深呼吸をした。空に感謝の気持ちを送りながら。

「アリサー！」

　航わたるを先頭に児童施設の子供たち全員が丘を登ってきた。

　体を起こしたアリサは、すぐに子供たちに囲まれた。

「夕飯の準備できたぞ」

　誇らしげに航が言う。

「あんたは殆ほとんど何もしてないじゃないのよ」

　百もも花かが航の頰ほおをつねる。

「い、痛い！　痛いって！」

　自然と子供たちの笑い声が上がる。

　アリサも微笑ほほえんでいた。

「じゃあ、ご飯にしようか！」

　アリサが立ち上がると、子供たちは一いつ斉せいに児童施設に駆け出す。もう空腹も限界にきていたのだろう。

「あんまり、走ると転ぶよー」

　子供たちは大丈夫だと言いながら、すぐに遠ざかっていく。

　残ったのはアリサと航わたる、それに百もも花かの三人だけだった。

「なあ、アリサ」

「どうしたの？　航らしくない真剣な顔して」

「なっ！　俺だって真剣になるときくらいあるよ！」

　呆あきれた顔で、百花がため息を吐つく。

　航はまだ文もん句くを言いたそうにしていたが、アリサの視線で話題を戻もどした。

「宗そう太たのことだよ」

「うん。たぶん、そうだと思った」

「俺、まだお礼言ってない」

「私もだよ」

「こういうとき、どうしたらいいと思う？」

　救いを求めるように、航がアリサを見てきた。

　同じことを考えていたのか、百花とも目が合った。

「ふたりには、もう少し整理がついたら言おうと思ってたんだけどさ」

　航と百花は無言で言葉の続きを待っていた。

「お父さんとお母さんのところに帰ってみない？」

　ふたりの表情が同時に曇くもった。

「わかってるよ。恐いのは。それは私も一いつ緒しよなの。ほら」

　アリサが差し出した両手は震ふるえていた。

「家族に何の未み練れんもないって言うなら、もちろん帰る必要はないよ？　けど、向き合いたいって思っているなら、向き合っていくべきだと思うの。せっかく、この手に残った未来なんだから。たぶん、宗太たちのおかげで……」

　アリサは航と百花に微笑ほほえむと、恥ずかしさを紛まぎらわすように空を見た。

「俺……やってみる」

「なら、あたしも帰る。宗太に借り作ってるみたいで嫌いやだし」

　満月が顔を出している。

　以前は、見るたびに不安にさせられた。だが、もう恐れることはない。

「うん。きっとそれがいいんだよ。それに、宗太たちも見てるよ」

「え？」

「どこか、遠い空の下から、同じ月を見てると思う」

　航も百花も答えない。

　ただ、黙って月を見上げていた。




　屋根の壊こわれた礼れい拝はい堂どうに、長い黒くろ髪かみの少女の姿があった。淡い光を浴びながら、満月を見上げている。

　その少女の手を、隣に立つ少年がしっかりと握っていた。

「僕たちは、どうして生きているんだ？」

　宗そう太たの口から零こぼれたのは、喜びよりも純粋な疑問だった。

「……わかりません。でも、誰だれかの声を聞いたような気がします」

「誰かの声か……」

　確かに、そんな気はする。

　あれは、誰の声だったのだろうか。

　零れていく宗太とひなたの命の雫しずくを、やわらかな手ですくい上げてくれた。誰かのやさしさに守られたような感覚だけが残っている。

　そんなことができる人物を、宗太はひとりしか知らない。すべてを知り、すべてを背負い、すべてを守ってきた少女。

「そうか……そういうことか」

「そうですよ、あの声は……」

　間ま違ちがいや錯さつ覚かくなどではない。打うち震ふるえる体の記憶が何よりの証しよう拠こだ。

　──生きてください

　聞こえたのは、たった一言だけだった。

「……杏あん奈なさんですよ」

　ひなたの肩は、小さく震えている。

「杏奈さんが……わたしたちの代わりになってくれたんです……」

　声こわ音ねは徐々に涙に染そまり、鼻をすすり上げた。

　それでも、ひなたは微笑ほほえんでいた。

「彼女の声だったんだな」

　宗太の体が泣いている。悲しいからではない。助かったことへの喜びでもない。杏奈のやさしが、あたたかさが、どうしようもなく胸の中で疼うずくのだ。

「こうなることも、彼女はわかっていたのかな」

「たぶん……そうだと思います」

　最後までひとりですべてを背負っていた。背負わせてしまった。あの小さな体に。

「ゆうひは……」

「わかりません。でも、あそこだと思います」

　左手で、ひなたが空を示した。

　綺き麗れいな満月がある。

「そうか……ゆうたと一いつ緒しよにいるんだな」

「せっかくできたお友達を、ひとりぼっちにはできないですからね」

　握った手に、ひなたが力を込める。

「そうだな。そうだよな」

　それを、宗そう太たは握り返した。

　もう、ふたりの腕にチャイルドコードの息いき遣づかいはない。ゆうひの声は聞こえない。それを寂さびしいとは思わないことにした。手の中に残ったものがあるのだから。

　悲しんでいたら、ゆうひに笑われる。

「なあ、ひなた」

「はい」

「僕は……少しくらいやさしくなれたのかな」

　月を見る宗太の目に、涙が溜たまっていく。ぐっと奥歯を嚙かんで堪こらえた。簡単に流していい涙ではないと思えた。どれだけ月日が流れても、この感情だけは忘れない。そう感じていた。

　胸の真ん中に陽ひだまりがある。春のやわらかい光に照らされた陽だまりだ。誰だれかに抱かれているような、守られているような安心感が込み上げてくる。杏あん奈なが、ゆうひが、助けてくれた。だから、この気持ちにたどり着くことができた。悲しみでも、喜びでもない涙を知ることができた。

　胸に残っているのは、たったひとつの想おもい。

「僕は、ありがとうを伝えたいんだよ！」

　だが、それ言う相手は側そばにいない。届けられない感謝が体を締しめ付つける。

　感情が形になった瞬しゆん間かん、大粒の涙が落ちた。すると、もう止まらなかった。

「……やさしく……なりたいんだよ」

　我慢することなく、宗太は泣いた。今、感じることのすべてを、今、思うことのすべてを、心と体に刻きざみつけながら声を上げて泣き続けた。肩を震ふるわせながら、あたたかい涙を流し続けた。

「なれますよ。宗太さんなら、きっと」

　ひなたの顔も、涙でぐちゃぐちゃだ。

「そうだな。ならないとな」

「わたしも、やさしくなりたいです」

　涙が止まるまで、ふたりは嗚お咽えつを漏もらしながら月を見ていた。何度も、ありがとうを口にしながら、月の光を浴びていた。

「僕たちは生きてるんだ……感じることも、考えることも、愛することもできるんだ。だから、だから……」

　しばらくすると、どちらからともなく、お互いを見ていた。

　自然と宗太の口から言葉がもれた。

「これからも、一いつ緒しよに生きていこう、ひなた」

　返事はない。

　代わりに、ひなたの両腕が宗そう太たの首に回される。そのまま流れるように、震ふるえる足で爪つま先さき立だちになった。

　わずかに唇くちびるの先と先が触れ合う。誓ちかいの口付けはやさしい涙の味がした。

　体を離したひなたは、顔を真っ赤にして俯うつむき、それでも上うわ目め遣づかいに宗太を見てきた。

　その小さな手を再び握にぎり締しめ、宗太はひなたと並んで歩き出した。

　しっかりと明日あしたに向かって。

　ふたりを銀ぎんの月が祝しゆく福ふくしていた。










あとがき




　探たん査さ衛えい星せい「かぐや」がお月様に帰っていきましたとさ。

　そんなニュースが流れた頃に、丁ちよう度ど、最終巻となるこの五巻を書き上げ、これは何かあると勝手に思い込んでいた鴨かも志し田だ一はじめです。

　まあ、別に何もなかったわけですが。そりゃ、そうです。

　というわけで、すでにさらっと書きましたがこれにて完結でございます。




　思い返せば二年ほど前でしょうか。原型となるプロットを組んだのは。

　こんな機会でもなければ、見ることはないだろうと思い、プロットを引っ張り出して見てみました。

　感想はというと、物語全体に漂ただようトーンが、プロットの方が暗い……。なにやら、よりしんどい物語にしようと思っていたようです。

　心が病んでいたのかもしれません。

　現在の形になるのに、試し行こう錯さく誤ごしたんだろうなあと、他ひ人と事ごとのように思ったしだいです。




　逆に、当初のイメージそのままに残ったものもあります。

　その代表例が宗そう太たとひなたです。

　しゃべり方や雰ふん囲い気き、設定も含めて、殆ほとんど変更しませんでした。

　まあ、当然と言えば当然ですね。これは、ふたりの物語ですから。むしろ、変わってたら企画として問題です。お前は何がしたいんだよと怒られてしまいます。




　最終巻くらいは、中身に関係する話題でもと思ったのですが、長くなるし、蛇だ足そくになるのでやっぱりやめます。要するに、宗太とひなたです。




　なにはともあれ、こうしてラストのあとがきを書けるのも、今日きようまでこの作品を支えてくださいました皆様方のおかげです。心から感謝しております。

　次回作でもお付き合い願えれば幸いです。




　また、シリーズを通してかわいらしいイラストを描いてくださいました葵あおい久く美み子こ様、担当編集の荒あら木き様、峯みね様にも厚く御礼申し上げます。





二〇〇九年七月十二日　鴨志田一
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鴨かも志し田だ　一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。好きな季節は秋。美味しいから。嫌いな季節は夏。暑いから。幕末といえば西郷隆盛。最近、将棋の面白さに目覚めて、ちまちま勉強中だが、なかなか強くなれずに困っている。
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イラスト／葵あおい久く美み子こ

10月26日生まれのさそり座。栃木県出身。夏は暑く冬は極寒の部屋で地味に活動中。煙草と珈琲と生姜が大好き。微乳が描ければ幸せ。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「鴨志田 一先生」係

「葵 久美子先生」係
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Kaguya 5




～月つきのウサギの銀ぎんの箱はこ舟ぶね～








鴨かも志し田だ 一はじめ
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(C)HAJIME KAMOSHIDA 2009





※2009年9月10日発行の電撃文庫『Kaguya5～月のウサギの銀の箱舟～』初版に基づき制作
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